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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　その日、四十度以上。

　ジリジリと日差しがアスファルトを照らしつけ、熱は地面に陽かげ炎ろうを揺ゆらめかせている。焼け付くような路みちの上を蟻ありの行列がジグザグしながら延びている。行列はそのへんに転がっていたカナブンの死体をせっせと運んでいるのだ。

　行列の進む先に視線を向けると、途と中ちゆうで大きく迂う回かいしているのがわかる。本当は一本道で進みたいのになぜ迂回しなければならなかったのだろう。理由は簡単だ。そこに障害物があったから。

　その障害物は全長およそ百八十センチ強で、主に黒色をしていた。

「……なんだこれは」

　その様を見て、俺は溜ため息混じりに呟つぶやく。

「学校での夏期講習を終えて帰ってみれば、玄げん関かんの前にやけにデカいゴミが転がっているではないか」

　俺は屈かがんで、そこに横たわるデカいゴミ……もとい、デカイ人間をまじまじと眺ながめる。目の保養とは正反対の、見るに堪たえない輩やからだった。

　真夏だというのに黒ずくめで、それは男だ。ボサボサとした髪かみの毛はだらしなくしなだれ、本来ならばキレイに手入れされていたであろう革かわ靴ぐつは、いまや見る影かげもなく砂すな埃ぼこりがこびりついている。仰あお向むけに倒たおれるその表情は何やら苦く悶もんに満ちていて、そんな年ねん齢れいでもないのに無ぶ精しよう髭ひげに白しら髪がが交じっているぞ。

「なんか、無情だな……」

　にわかに湧わき上がった慈いつくしむような気持ちに我ながら驚おどろきを感じる。こんなところに転がっていては熱射病になってしまうし、何よりも往来の邪じや魔まだ。蟻の。

　俺はそいつを担かつぎ上げる。

　ネクタイは緩ゆるみ、黒い上着の下側には白いシャツがだらしなく捲まくれている。そして、だらりと力なく垂れる両手にはそれぞれ何か握にぎられていた。

「なんだ？」

　右手のそれは大おお振ぶりの封ふう筒とうで、その表面には大きく『表ひよう彰しよう状じよう』と書かれている。いっぽう左手には網あみに入った小こ振ぶりのメロン。俺は肩かたに担いだそいつを揺さぶる。そして「んあ？　なんだ？」なんて寝ねぼけたようなうめき声をあげる我が悪友に向かって問う。

「お前、メロンと賞状持って俺の家になんの用だ？」

　真夏も盛りの夕暮れ時に、物モノノ部ベ家の玄関前で我が友人・間マ宮ミヤ麿人マロンドが行き倒だおれていた。







　STEP1　有難き蟻地獄、または時計は我々をどこに向かわせるのか







　黄こう砂さに吹ふかれて聞こえるは、ザック、ザックと無機質な音。

　照りつける太陽は乱反射し、俺たちに逃にげ場がないことを全面的にアピールしている。周囲一面砂の海。額から汗あせが流れ、拭ぬぐう手の甲こうにはジャリッとした感かん触しよくが。

　砂まみれの靴くつに目を落とし、俺はまた気の遠くなるような作業を再開させる。手にしたスコップを地面に垂直に突つき刺さす。それから足あし踏ぶみの部分に薄うす汚よごれた靴を載のせ、全体重をかける。ズッという手て応ごたえとともに、スコップの先せん端たんは砂の中にめり込む。そしたら今度は。

「よっ、と」

　俺はスコップを持ち上げる。すくい上げた砂をペッと脇わきに放ほうる。すると隣となりでギャッと悲鳴が上がる。

「坊ぼつちゃま何するんですか！」

「どうしたツギハ。心臓でも止まったか？」

　汗を拭いながら、俺は声の方に目を向ける。そこにはむすっとした表情で、砂まみれのメイド服が突っ立っていた。

「……なんでお前そんなに砂まみれなんだ？」

「坊ちゃまがたった今私にありったけの力でぶっかけたからですよ！」

　ちなみに日本では東日本と西日本とでスコップ／シャベルの定義が逆だそうだが、ここでのスコップは一メートルほどの柄えのついた大振りの物──東日本式の呼び方に倣ならったものだ。

「坊ちゃま！　ちょっと聞いてます？　さては全然別なこと考えてませんか？」

　横のメイドがうるさい。

「ああ、よくわかったな。今お前のこと一ミリも考えてなかった」

「そんな！　人をこんな砂まみれにしといて！」

　砂人間がなんかぎゃあぎゃあうるさいなあ。

「そんなところにいるから悪いんだろうが。お前あれだぞ？　俺の近くにいたい気持ちは汲くんでやらないこともないが、あんまり文句が多いと首から下を埋うめた後で顔に恥はずかしい落書きするぞ？」

「ここでそんなことされたら日焼けして跡あとが残るからやですよ！　だいたいその言い様はなんですか！　坊ちゃまはこっからあっち！　私はこっち！　さっきそう決めたじゃないですか！　見てくださいよ！　私の側が掘ほった傍そばから坊ちゃまの放る砂で埋まってくんですよ！　なんでさっきから私の邪魔するんですか！」

「そんなもんお前が気に喰くわないからに決まってるだろが」

「まさか純度百パーセントの悪意だとは思いませんでした！　まったくひどい坊ちゃまとはこのことです」

　ツギハは怒おこった表情のまま、自分のスコップで足元にビーッとまっすぐな線を引いた。彼女もまた疲ひ弊へいしているのか、暑さにやられたか、あるいは単純な作業に心を折られたかしたのだろう。いつになく不ふ機き嫌げんさを隠かくせないでいる。

「文句言ってる暇ひまがあったら手を動かせ。馬ば鹿か者が」

「手を動かす甲か斐いがないから文句言ってるんです」

　俺の叱しつ咤たにそうふくれっ面つら。

　ここがあるいは砂すな浜はまだったらまだ趣おもむきでもあったかもしれない。波の音や潮の薫かおりでもあれば、多少はリゾート気分にも浸ひたれただろう。しかし周囲一面残念なくらいに砂さ漠ばくで、だから俺たちは少しのポジティブな感情も抱いだけないまま黙もく々もくと穴を掘り続けている。

　そんな俺たちの上から、女の声が降りてきた。

「お二人とも。まもなく二時間です」

　見上げる。太陽の逆光に隠れてシルエットしか見えないが、そこには直径一メートルほどの円えん盤ばんが浮ういている。円盤の上には白衣姿の女が、日ひ傘がさを差して立っている。「しかし暑っ」と手にした瓶びんコーラをぐいっと一口飲む。このクソ暑い中でもその瓶には霜しもが降りていて、キンキンに冷えていることが見るだけでわかる。

「まったくいいご身分だな」

　俺が皮肉げに言うと、そいつは変わらず俺たちを見下ろして答えた。

「そうだけど。私は案内人＆監かん視し役。お二人は実働部隊。本当、私そっちの立場じゃなくて良かった」

　初めて会った頃ころはとても無ぶ愛あい想そうな奴やつだったが、最近では平然とからかうような口調で俺たちに笑いかけるから質たちが悪い。

「カナセ。本当に、何か埋まっているのだろうな？」

「当たり前だけど」

　俺の問いに、心外とでも言うような即そく答とう。

「神様のクエストに噓うそ偽いつわりはないんだけど。ほら、とっととクリアしないと、もう一時間しかないよー」

　俺は溜め息をつき、もういちど周囲を見回す。

　なんにもない、砂だらけの世界。

「一応ね、応おう援えんはしてるけど。モントージさん」

　少しも熱意の籠こもっていないトーンでカナセは俺の名前を呼んだ。

　物モノノ部ベ紋モン刀トー次ジ。それが俺の名前。

　我が物部家には神より与あたえられた試練がある。その試練──クエストをクリアすることで物部家は人並みならぬ繁はん栄えいを続け、今やこの日本でその名を知らない者などいないほどの存在にまでなっている。そして今日現在、そのクエスト処理の役目は跡あと取とりであるこの俺が負っており、今はそのクエストクリアに向けての作業消化の真っ最中なのだ。

　他ほかにいるのは、円盤の上で優ゆう雅がに傍ぼう観かんを決め込んでいる神の使いのコーディネーター杜若カキツバタ叶カナ瀬セ。そして。

「坊ちゃま！　私、腰こしが痛くなってきたし、そして最高に飽あきました。もう働きたくありません」

　そうへっぴり腰ごしでへこたれた声をあげるのが、さっき意い気き揚よう々ようと俺に説教をかましたメイド。俺の敬けい虔けんな従者にして全世界のポンコツ代表こと月ツキノノ目メ次ツギ葉ハである。

「お前、最近発言が年寄り臭くさいぞ。まあ仕方ないか。もうトシだもんな」

「まだ十六歳ですよ！　そして坊ちゃまと同い年です！」

　額には止めどなく汗が流れてくる。視界が薄うすぼけて、自分がどこにいるのかもよくわからない。どこを見回しても同じ景色。砂、砂、砂。ぼんやりしていると自分の脳みそまでが砂のようにさらさらと流れ去ってしまいそうだ。

　俺は大きく深呼吸して、なんとか思考をリフレッシュさせる。

　さて。俺はここに何をしに来たんだったかな。

　胸むな元もとのペンダントに目を落とす。それは、クエストの通知が送られてくる神のペンダント。銀色に輝かがやくその表面には次のような文章が表示されていた。





『世界塔とう：Z8812673244379981SAN1838双そう頭とう竜りゆう

　バグレベル：Ｃ

　クリア条件：砂時計を再び動かせ

　クリア期限：三時間ポッキリ（延長アリ）』






　砂時計──この文言とこの環かん境きよう。そこから導き出される答えは一つだろう。

「といってもなあ。いったいどこまで掘ればいいんだ」

　俺たちの突っ立っているこの砂漠に見える世界。それは、巨きよ大だいな砂時計の中なのだ。それが壊こわれているのを直せ、というのがつまり神からの指令である。

「おいツギハ、お前もっと腰を入れて掘れよ！」

「もうガタガタです！　いますぐにでもお灸きゆうと針に頼たよりたいです」

　悲痛な声で腰を折り、なんかデカいブーメランみたいな姿勢になっている。

「甘ったれたこと言ってんじゃないぞ。なんなら帰ったら俺がお前の背中を直じか火びで炙あぶってやるからそれまで我が慢まんしろ」

「坊ちゃま私はバーベキューじゃありません。食べるなら生でお召めし上がり下さい。生き娘むすめですし」

「お前ちょこちょこそういう下品なネタ差し挟はさんでくるよなあ」

　げんなりしながらツギハを見ると、言った本人のツギハもげんなりしている。どうも本当に精神の限界に来ているらしく、上空の円盤女に向かって柄にもなく口を尖とがらせて言う。

「だいたいカナちゃん！　本当にこんな方法しかないんですか？　もっとこう、せっかく神様のクエストをクリアする立場に選ばれた私たちなんだから、かっこよくてクールな感じがいいです！　これじゃまるで坊ちゃまにこないだやらされたお仕置きと同じです」

　それはたぶん先週客間の布ふ団とん百枚を全部別館の布団部屋に運ばせた後、もう一度布団部屋から客間に戻もどすという作業を百回繰くり返させたアレのことだろう。たしかにあの作業は純じゆん粋すいに無意味な嫌いやがらせだったが、こんなふうに不満として口に出されると気に食わないな。今後はよりきつい奴を考えよう。何しろ俺はコイツがへこたれている様を見るのが大好きなのである。という俺の内心はさておき、ツギハの不平にカナセはひゅんとホバリングして砂上に降りてきた。黒い髪かみがふわりと揺ゆれて、こいつだけずいぶん優雅なものだ。

「この世界塔が一部屋《サンドローラー》は、時間の概がい念ねんのモデル・モジュール。遥はるか昔に作られたものだから、必然的に修理方法も原始的になるわ」

「時間なんて概念を考えるまでもなく存在するものなのに……。なんか腑ふに落ちないです」

　そうツギハが恨うらめしそうにカナセを見ると、カナセは見せつけるようにコーラを飲んで答えた。

「違ちがうよ、ツギハさん。時間は時計があって初めて存在する概念なのよ」

「そんなの逆じゃないですかカナちゃん！　時計が時間を動かすんじゃなくて、時間が流れているから時計が動くんですよ！」

　涼すずやかに言ってのけるカナセに珍めずらしくツギハが正論で迎むかえ撃うつ。しかしカナセは少しも動じずに、

「わかってないなあ、ツギハさんは」

　なんてまたコーラで一口喉のどを鳴らす。

「お前それ俺たちにもよこせよ」

　俺が不平を言うも、カナセは「フツーにダメだけど」とバッサリ。

「だって二人とも、支給した水すい筒とうは開始十五分で空にしちゃったじゃないですか」

　……その通りだが。

　俺は向こうに転がっている二つの水筒を思い出す。ツギハが速そつ攻こうで「喉が渇かわいては戦いくさができません！」なんて一気飲みしやがって、そのあと俺の奴もこっそりパクって飲み干してしまった。あのバカメイド、帰ったらその口に漏ろう斗とつっこんでもう二度と水を見るのが嫌になるほど流し込んでやる。

　だからなんとしてもクリアして帰らねば。しかしその前に。

「……コーラは諦あきらめるとして、カナセ。俺もツギハと同じことが疑問だ。時計は時間に先行するものではない。時間の発生はビッグバンで宇宙が始まって以来のものだ。時計はそのはるかはるか後、人類の誕生を待たねば登場しないだろう」

「モントージさんも勘かん違ちがいしてるね」

「まさか、ビッグバン前に人間がいて時計を作っていたなんて言うんじゃないだろうな」

「そんなことは言わないけど」

　相変わらず淡たん々たんとした受け答えのカナセ。俺は日差しの強さに酩めい酊てい感かんを覚えて、苛いら立だちをぶつけるように軽く睨にらみつける。すると彼女は残り少なくなったコーラ瓶を揺らしながら、説明を始めた。

「私の言っているのは、みんなが共有している『時間』という概念は幻げん想そうだということ」

　コーラ瓶に光が跳はねて、四角い影かげを砂に散らした。

「世界に存在する全すべての生き物や、全ての物質。それら一つ一つの中で、そもそも歴史を刻むスピードが違うの。それは『時計』という発明によって初めて『時間』という物差しで測定される概念になった、ってこと」

「カナちゃん！　まったくわかりません！」

　俺の隣となりでツギハが朦もう朧ろう気味に声をあげた。なんか頭から煙けむりが出ているように見えるが、それはあれだよな？　陽かげ炎ろう的なやつだよな？

「じゃあ何だ？　カナセ、お前が言っているのは──」

　俺もよく分からなかったが、それでもメイドと同程度と思われては癪しやくだ。分からないなりにカナセに質問をぶつける。

「たとえば同じ朝顔でもすぐ枯かれるやつもあれば延々と花を咲さかせ続けるやつもある、とか、そういうことか？」

「さすがモントージさんは理解が早い」

　カナセは満足げに頷うなずいた。言い方が平へい淡たんで、少しも褒ほめられている感じがしない。

「もっとわかりやすく言うと、『時間』の流れが万ばん物ぶつにおいて全て一様なら、人間の寿じゆ命みようはみんな同じじゃなくちゃいけない。でも実際はそうじゃないでしょ？　だから本当は『時間』なんてのは一つの物差しで測れるものじゃないんだけど、私たちは『時計』という存在でそれがあたかも万世共通の概念であるように扱あつかっているだけ」

　それが単なる誤ご魔ま化かしのレトリックに聞こえるのは、あるいは俺たちが「時計」に侵おかされているからだろうか。

「極論を言うと、過去とか未来とかそういうことを考えるのすら無意味だわ」

　カナセは喋しやべり続けるが、これ以上聞いても理解できないので俺はそれを遮さえぎって言う。

「時計の成り立ちはわかった。じゃあ訊きくが、それがなんで砂時計だ」

「そんなの簡単。いちばん単純でわかりやすいから。猿さるあがりの人類に時間の概念を教え込むのに手っ取り早いのが砂時計という装置だったの。この部屋はそれを現世に持ち込むときに世界塔の中にテスト的に作った世界」

「普ふ通つうの砂時計はこんなにでかくないぞ」

「そう。こんなにでかくなくていいってことに神様も気付いて、実際に現世に持ち込まれたときはかなりダウンサイジングが図はかられたけど」

　そんなの作る前に分かりそうなもんだが。

　それにしても。

　さっきからカナセがしきりに口にする『世界塔』だの『現世』だのという言葉。これには未いまだに眉まゆ唾つば的な胡う散さん臭くささを感じる。

　世界塔というのは、ここのようなわけのわからない部屋がたくさんあるわけの分からない塔のことだ。なんでも、この世界塔の中にはたくさんの実験的な部屋＝世界が存在している。その中で様々な概念・発明がテストされてから、我々が日常を過ごす現世に導入されるのだそうだ。たしか以前聞いた話ではダイナマイトも飛行機も電でん卓たくも音声合成プログラムもみんな世界塔でのテストを経て現世に持ち込まれたらしい。考える度たびに冗じよう談だんもほどほどにしろ、と思う。

　しかしながら、世界塔が俺たちと切っても切れない関係にあるのも事実。

　世界塔の中は基本的にテストモジュールの集合体なので、やはりときどき想定外の事態が発生する。思わぬ失敗、思わぬ誤動作、思わぬ故障。──そういった諸もろ々もろは『バグ』と呼ばれ、世界塔内でバグが発生すると俺の首にぶら下がっているペンダントに通知が入る。

　その通知に基もとづきバグを取り除くこと。それが即すなわちクエストをクリアすることであり、クリアすると俺たちは神から報ほう酬しゆうを受けることが出来る。そして今、俺はどうしても報酬を受けなければならない事態にある。

　だからここでこうやって、延々と砂を掘ほり続けているのだ。

　カナセがパンパンと手を叩たたく。

「ほら、お二人とも。休きゆう憩けいは終わりだけど。早くしないと時間切れでクエスト失敗ってことになっちゃうよ」

　そうだ、それは困る。失敗するととんでもないことになる。それは絶対に避さけねばならない。

「でもカナちゃん。全然終わりが見えないです」

「そんなことないよツギハさん。もうかなり掘り進んでるよ。あと一息！」

　へこたれるツギハに相変わらず他人ひと事ごとのようなエールを送るカナセであった。

　俺は自分の周囲をもう一度見回す。

　砂時計というのは、真ん中がキュッと絞しぼられたガラス筒つつの中に砂が入っている。その上部の砂がくびれの穴から下に落ちきることで一定の時間が流れたことを表す。今俺たちのいる場所は、そのガラスのくびれより上の側。そしてガラス筒の中心付近から真下──即すなわち穴の辺りに向かって地面を掘っている。クエストクリアの条件は『砂時計を再び動かす』こと。ということは、この現状に多くの説明はいらないだろう。

　くびれのところに何か詰つまっていて砂が下に流れていかない。なので、それを引っこ抜ぬいて砂が上から下に流れるようにすればいい。それだけだ。

　だから俺たちはこうしてスコップを振ふるっている。

　ツギハが諦めたように呟つぶやく。

「坊ぼつちゃまぁ。もう図ず鑑かん使ってブワーッてやっちゃいましょうよ。そうすりゃ一発解決ですよ」

「ダメだ。こんな単純なクエストにそれを使うと話がややこしくなる。お前この間のを忘れたのか？　俺がバシッと片付けたのを、お前が暴走したせいで下手へたすりゃ死ぬところだったんだぞ」

「……そうですけどぉ」

　さて、ツギハの要求する『図鑑』とは。

　それはこの世界塔とうの守護者に神から与あたえられる、ただひとつの道具。その図鑑を開き呪じゆ文もんを唱えれば、過去のご先祖が封ふうじたバグが召しよう喚かんされて、俺たちに力を貸してくれる。それは圧あつ倒とう的な力を以もつてクエスト解決への架かけ橋となってくれること請うけ合いだが、いかんせん大きな問題が二つある。

　ひとつは、一回のクエスト中に一度しか使えないこと。図鑑はとても便利なのだが、使いどころを間ま違ちがえると状じよう況きようが悪化しかねない。そうなると取り返しがつかないので、本当に本当のピンチの時以外は使いたくない。特にツギハが率そつ先せんして使いたがるときはロクな事にならない。以前など酒に酔よったツギハが必要のないところで図鑑を使用してひどい目に遭あった。俺たちは敵の手により真っ暗な奈な落らくの底に突つき落とされて、本当にこの世から消えるところだった。今でも思い出す度に腹が立つ。ツギハに。

「あれは……酔っ払ぱらってたので覚えてません」

　ツギハはそっと目を伏ふせてしらを切った。コイツ都合悪くなるとすぐ誤魔化すよな。帰ったら庭のグローブジャングルにくくりつけて二日酔いになるまで回してやる。ともあれとりあえずツギハが図鑑を使いたがるのは今ので防げた。

　そうだ。カナセの言うとおり底は近い。もう数十センチも掘れば、たぶんくびれの穴の位置に到とう達たつできるだろう。ここまできたら図鑑を使う必要は無い。無いったら無い。何と言っても、俺はそれを使いたくないのだ。その理由は実はもう一つの問題に由来する。

　というのも、この『絵空図鑑アニマ・コレクテイブ』、なぜか使用出来るのが守護者の俺ではなくてあっちのあのへっぽこメイドなのだ。アイツは単なるメイドなのに、バカなのに、取り柄えもないのに。神曰いわく、なんかのバグでそうなっちゃってるとのことだが、それがなんとも気に喰くわない。

　つまり、極きわめて俺の心理的な理由で俺はそれになるべく頼たよりたくはないのだ。

　と。

　砂の中でスコップの先が砂とは違ちがうモフンとした手て応ごたえを俺に伝えた。

「あっ、なんか──」

　俺は思わず声をあげる。ツギハが「どうしました？」と首を伸のばす。

「何かに当たった！　底だ！　ゴールは近いぞ！」

「本当ですか！　さすが坊ちゃま！　やはり私の仕える坊ちゃまはさすがです！　私がお仕えしているだけあります！」

　いや、お前が仕えていることと俺がさすがなことに相関関係は一いつ切さい無い。まあいい。とにかくあとは手で掘り進む程度でも、穴に詰まっているこの何かを引っ張り出すことは出来るだろう。まったく何が詰まっているのか。ゴミか泥どろか間ま抜ぬけ野や郎ろうか。待ってろ、今引っこ抜いてやる。

　しかし、そううまくはいかないのが世界塔で。

「残り三十分だから、オプションがつくよ」

　カナセが言いながら円えん盤ばんごとふわりと舞まった。ふたたびはるか上空にたゆたって俺たちを見下ろす。それは、まるで退たい避ひする仕草にも見えた。

「は？　なんだよ？」

　俺はカナセに問うが、正直もうどうでもいい。もうすぐクリアだ。スコップも放ほうって手で砂を掘り始める。

　そんな俺の背後で、ボゴンと音がした。

「……なんだ？」

　なんとなく嫌いやな予感がする。それに合わせてツギハが大声をあげる。

「ぎゃっ坊ちゃま！　なんかキモイのきました！」

　振り返る。それと同時に俺の視界に映った物は。

　砂の中から現れた、巨きよ大だいな昆こん虫ちゆう……いや、状況から見れば、それが何なのかはすぐに当たりがつく。そいつはスポイトのような口元を蠢うごめかしながら、俺をじっと見つめて俺の足元の砂をズズズッと吸い込むようにかき分けている。奴やつの身体からだを中心にして砂がすり鉢ばち状に流れていき、それは俺の足元まで至る。

「坊ちゃま！　これ、あれですよ！　名前忘れたけどウスバカゲロウの幼虫のやつです！」

「蟻あり地じ獄ごくだよ！」

　この状況で成虫の方を思い出すお前にビックリだよ！　なんて思った瞬しゆん間かん、砂に半分埋うもれていた俺の足が引っ張られた。巨きよ大だい蟻地獄の方向に。しまった──と思う間もなく、俺の身体が蟻地獄の方へ倒たおれる。引きずり込まれる。

「坊ちゃま！」

　ツギハが手を伸ばすが、それは数センチのところで届かずに空を摑つかむ。俺はズルズルと怪かい物ぶつの作った砂のすり鉢に滑すべり落ちていく。

「あーもーだから急げって言ってたんだけど」

　カナセが空中で困ったように溜ため息をつき、

「蟻地獄はその針みたいな口でエサの体内に毒を流し込み、麻ま痺ひさせてちゅうちゅう吸って食べちゃうのよ。南な無む」

　などという恐おそろしいことを淡たん々たんと言う。つうか念仏唱えるな。俺はそれを頭上に受けながら、ツギハに叫さけぶ。

「おいツギハ！　なんとかしろ！　何とかしなかったらあとで洗せん濯たく機きに詰めて回すぞ！」

　すると声の向く先、呼ばれた方は「もう」と呆あきれたように溜め息をついた。

「坊ちゃまはいつもそう。さんざん人をこき使った後、結局こうして頼たのみ込むんです」

　そして、手を開いてポンと胸の上に置いた。

「いいですか？　私ですよ？　この私なんだから、なんとか出来るに決まってるじゃないですか。まったくそんなこともわからないなんて、呆れた坊ちゃまとはこのことですよ」

　その声は呆れているように見せかけて、その実とても嬉うれしそうだ。そう、コイツこのときを待っていたとでも言うかのように。しかし非常にムカつく態度とはいえ状況が状況なので叱しかっている暇ひまがない。ツギハがそんな調子でカッコつけている間にも俺は蟻地獄に引っ張られ、

「いいから御ご託たくはいいから！　あ、なんか足にワシャワシャしたのが触さわった！　キモイ！　早く何とかしろツギハ！」

　ちらりと見ると蟻地獄はその手だか足だか分からない節くれを俺の足にまとわりつかせているではないか。

「承知しました」

　ツギハはぺこりと頭を下げた。そして、同時にずっとエプロンの腰こし紐ひもに挟はさみ込んでいたそれを引っ張り出す。手の中で開く。それは黒くろ塗ぬりの一冊。こんな砂さ漠ばくには不似合いな書物。

　神の力の、『絵空図鑑アニマ・コレクテイブ』──。

　ツギハは最初のページを開くと、例のよく通る声でそこに記された文言を諳そらんじてみせた。




『日曜日の前日で、月曜日の翌日に。神の名と、世界塔とうの守護者物部也ヤ寸ス志シの功績のもとに。このページを読む者に永遠の祝福あれ──』




　そしてページの上にバンと手のひらを置く。

　それと同時に。

　ツギハの手が図鑑の表面にスッと吸い込まれる。まるで図鑑の紙の上は水面のようにチャプンと小さな飛ひ沫まつを上げる。ツギハはその水中で何かを手にしたらしい。腕うでの筋肉が動いて、力を込めたのが分かる。

「何か武器があります！」

　ツギハは図鑑の中からその手を引き抜いた。武器？　何が出てくる？　何にせよ、それは俺の足を摑み今にもかじりついてきそうなこの怪物を倒すための武器に違いない。それは何だ？　白銀色に輝かがやく剣けんか？　はたまた死神のような鎌かまか？　それとも機き関かん銃じゆうかライフルか──？

「坊ちゃま！　今お助けしますよ！」

　ツギハが腕を振り上げる。図鑑から引き抜かれたそれが、彼女の腕の動きに合わせてブオン、と風切り音をあげる。

　そして、俺の目にその形が映る。

　それは細長く、空中にしなやかな弧こを形作っていた。その先端には更さらに細い──糸が垂れており、糸の先端には丸っこい何かの塊かたまりがくくりつけられている。

「お前、それまさか──」

　俺が言うと、ツギハは彼女自身もまたそれが意外であったかのような表情で言った。

「あらやだ。釣つり竿ざお？」

　その通りだ。図鑑の中から現れたのはリールのついた釣り竿で、その糸の先端には針やルアーの代わりに漫まん画が肉にくが縛しばり付けられている。何の肉かは知らないがゴロンと丸くて、どこの部位かは知らないが真ん中を骨がにょんと貫つらぬいているあれだ。

　そんなもん、この砂漠で何の役に立つんだ。そう呆れていると、とうとう俺の上半身にまで蟻地獄がカサカサとまとわりついてきた。

　ヤバイ。
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「おいツギハ、お前そんなもんでなんとかできるのか？」

　するとツギハは「ふむ」と一言呟いてヒュンと竿さおを一ひと振ふりした。

「ま、大だい丈じよう夫ぶですよ坊ちゃま。私、一時期アユ釣りに嵌はまってたこともあるので」

　だから釣りしてどうなるこの状況──と叫ぼうとしたが、既すでに俺の身体は蟻地獄に羽は交がい締じめにされておりその気持ち悪さが勝ってしまっている。動けないし、サワサワとした感かん触しよくに鳥とり肌はだが立つし、と、そんな俺の眼前でツギハは竿を振りかぶり、

「えいっ」

　と俺の方目め掛がけて糸を放った。

「坊ぼつちゃま！　頭引っ込めて！」

　言われるままに俺は反射で首をすくめる。同時に背後、俺を羽交い締めにする力が一いつ瞬しゆんで緩ゆるむ。

　なんだ？

　そう振り向くと。

　蟻地獄の怪物は、突とつ然ぜん興味を失ったように俺の身体をその場にペッと放って、ツギハの振り投げた糸の先端──漫画肉に熱ねつ烈れつに突とつ進しんしていった。

「おい、まさか──」

　なんて言う間もなく、蟻地獄は漫画肉に飛びかかる。そしてそのごわごわとした前足で漫画肉を中空でキャッチ。

「かかった！」

　ツギハが叫ぶ。それと同時に漫画肉が光り出し、そこから無数のロープ──網あみのようだった──が飛び出した。すぐにロープは蟻地獄を羽交い締めにしてまるで市場に売られている上海シヤンハイガニのような丸まった塊にしてみせた。

「おおっ？」

　俺は砂に半分埋もれながら、その光景に感かん嘆たんの声をあげる。

　ツギハはリールをきりきりと回して竿を振り上げると、蟻地獄を宙ぶらりんにしてバチッと決めポーズをして見せた。

「いっちょあがりです！」

　俺は大きくえぐり取られた砂の上で、腰こしを抜ぬかしてへたり込んでいた。

　目の前で、やけに長い釣り竿の先端に巨大な虫がブラブラしている。それをツギハは軽々と持ち上げて、笑え顔がおでピースしている。コイツはちょっと人より怪かい力りきなのだ。そのうえ頑がん丈じようでもあり、車に轢ひかれたり十階から落ちたりしてもビクともしないし、なんか変な奴なのだ。

　それにしても。

　次し第だいに冷静さを取り戻もどして、俺はそのバカ光景に叫ぶ。

「ホラ見ろ！　やっぱり何か危機があった！　もし最初に図ず鑑かんを使っていたら、その蟻地獄が現れたとき俺たちは為なす術すべなく食われていたぞ！」

「でも坊ちゃま、最初から図鑑を使っていたらこれに会うことなくクエストクリア出来ていたかもしれませんよ？」

　対するツギハはまっすぐ痛いところをついてくる。

「それに、為す術なく食われていたのは迂う闊かつに捕つかまった坊ちゃまだけで、私はそんなに捕まるほどとろくないのでなんかほら、あれです」

「お前その言い草は何だ！　帰ったらカニ風ぶ呂ろに押し込むぞ」

「あれ身体がカニ臭くさくなるからやです。それより坊ちゃま。助けてもらったんだから何か一言ぐらいあってもいいんじゃありませんか？」

　ツギハはそう、ツンと言った。コイツ、外の世界ではドジで間ま抜ぬけで失敗ばかり……むしろ失敗しかしないくせに、世界塔とうの中では日に日に偉えらそうになっていくな。しかし助けられて礼も言えないほど俺は荒すさんでいないので、渋しぶ々しぶながらもこう口にする。

「……助かったぞ」

　するとツギハ、更に得意げに、

「当たり前ですよ！　これでも私、その昔阿あ寒かん湖こに眠ねむる伝説の海かい獣じゆうを釣ったこともあるんですから！　いやー、今回は楽勝でしたね。なんせ坊ちゃまみたいな半はん端ぱ肉にくなんかよりもずっと美味おいしそうなお肉がエサとして最初から用意されていたんですから、勝ち戦いくさにも程ほどがありますもん。いやー、稀き代たいの釣り師し・ツギハとしてはいささか物足りなくもあります！」

　だれが半端肉だ。こいつは褒ほめるとすぐ増長ついでに俺をけなすから質たちが悪い。まあいい、とりあえずこれで危機は去った。

　……んだよな？

　と、俺が何か忘れていることに気付いたときにカナセが先んじてその正解を言った。

「ちょっとモントージさん、とりあえず蟻地獄は捕まえたからって気を抜かないで！　クエストはまだ続いてるんだけど！」

　そうだ。俺たちの目的は蟻地獄釣りじゃない。砂時計の再開だ。俺は蟻地獄が飛び出して空いた大穴の中に半分埋うまった身体からだを動かし、立ち上がろうとする。と、靴くつの底が何かカツンという感触を得た。

「あ、底だ」

　その場に屈かがんで両手で砂をかき分ける。ずっと砂だらけだった地面の下に、透とう明めいで硬こう質しつなものが見つかった。

「ガラスだ！　ついに到とう達たつしたぞ！　底だ！」

　俺はそのまま取り憑つかれたように砂を掘ほり続ける。

「よっしゃ！　掘れ掘れぃ！　この砂掘りモントージさんを誰だれだと心得る！　俺は砂掘りモントージさんだい！」

「坊ちゃま、暑さでちょっとやられたっぽいですね」

　ツギハが呆あきれた声をあげるが、知るか。お前はその蟻あり地じ獄ごくをしっかり捕まえておけよ。

　どんどん砂を掘り続け、底のガラス面はみるみる面積を大きくしていく。俺はそのままくびれの中央、穴に向かって掘りつつ前進。砂の上に這はいつくばって、右手を伸のばして穴の位置を探さぐる。

「たしかこの辺に何か詰つまっていたはずだ。それを引っこ抜けば解決だろ？」

　言いながら、砂の中をギュッギュッと指先でかき分けていく。何かがあるはずだが……何がある？

　砂の中を闇やみ雲くもに探すと、俺の手は何か柔やわらかい物に触ふれた。

「見つけたぞ！」

「マジですか坊ちゃま！　何がありましたか？」

「わからん！　なんかゴムみたいなブニャブニャした塊だ。栓せんか？　おっ、取っ手があった」

　丸い団子状、あるいはクッションのような感じの何か。表面の特に柔らかい部分は生暖かい。俺はその塊の円周に括くくられている紐ひものような物を探り当て、摑つかむ。引っ張ろうとするが、片手で引き上げるには少し重そうだ。

「カナセ、時間はあと何分だ？」

「あと十五分だけど」

　ふむ。だったら焦あせることもないだろう。時間は充じゆう分ぶん間に合う。ちゃんと周囲を掘り起こして、ツギハと一いつ緒しよに引っ張り上げよう。

　俺は一いつ旦たん砂から手を抜くと、再びスコップを持ちだして栓の周りを掘り起こしていく。

　ザック、ザック、ザック、ザック。

　そうして一分ほど掘ったところで、俺はその『栓』の正体を目にした。

「……なんだこれは」

「坊ちゃま！　それが栓ですか？」

　栓……というかなんというか。いや、砂時計の穴にはまっているのはこれで間ま違ちがいない。だからこれが栓なのは間違いない。けれども、こんなものが詰まっているとは予想外だった。

「……俺がさっき摑んだのはベルトだったか」

「坊ちゃま、これ誰ですか？」

「知るか」

　埋まっていたのは人間だった。頭を下にして穴にはまっている。ゴムみたいに柔らかいと感じたのはその太ももで、実にでっぷりした体格だ。軽装の衣服はヨレヨレで、表面が生暖かいと感じたのは、その……。

「坊ちゃま！　この方、その……」

　ツギハが言いづらそうに一いつ瞬しゆん言い淀よどんで、それから続きを言う。

「半ケツです！」

　その通り。砂時計の中心に向かって掘り進めてみたら、穴を塞ふさいでいたのはデブで半ケツのオッサンだった。

　俺は上空のカナセに問う。

「おい、このケツは誰だ？　この世界に他ほかの人間がいるという説明は無かったが」

「誰だ、って訊きかれると困るけど……」

　カナセはスイッと降りてきて、円えん盤ばんごと俺のすぐ傍そばに立った。

「モントージさん。世界塔にはあなたたち以外にも守護者がいるって話はしたよね？」

「ああ、知ってる」

　世界塔は地球のあちこちに複数存在し、その内部の各部屋はどういう理り屈くつか世界塔同士で繫つながっているらしい。従って、他の守護者が俺たちの目の前に現れることも場合によっては存在するし、実際他の守護者とやらに会ったこともある。

「世界塔の守護者は、クエストをクリアするべく頑がん張ばるわけだけど。たまーにその、失敗してそのまま置き去りにされちゃうパターンもある……けど」

　カナセはそう肩かたをすくめた。てことは、何か？

「この尻しり、他の世界塔の守護者だってことか？」

「たぶん」

　…………。

「うわっ、悲ひ惨さんですー」

　ツギハが半笑いで口元を押さえる。本当なら俺も同じようにその無様さに呆れるところだが、しかし身み震ぶるいした。何がって、世界塔の守護者というのはこんな砂の中に埋もれてケツを晒さらして他の誰かに助けてもらうのを待つ羽目に陥おちいることがあるというのか。

「コイツの世界塔は？」

「えーと……あ、だいぶ前にリタイア扱あつかいになってるけど」

　カナセは手にしたタブレットＰＣを操作して、調べた情報を読み上げた。

　ケツのオッサンはどうやら気絶しているらしい。足元のガラスから透すけて見える砂時計の下部の部分から顔が覗のぞいているが、目を瞑つぶって泡あわを吹ふいている。

「まあ、時間もない。とりあえずコイツを引っこ抜いてクリアしちまうか」

　そう言って俺はツギハに目を向ける。

「おい、お前も手伝え」

「え？　でも今私蟻地獄を捕まえているところなんですが……」

　言いながらツギハは釣つり竿ざおをゆらゆら振ふった。合わせて糸の先せん端たんの蟻地獄もブラブラ揺ゆれる。

「おい！　それをこっちに向けるなバカ！」

　するとツギハはニヤリと笑い、

「え？　もしかして坊ぼつちゃまこれが怖こわいんですか？」

　そう言って蟻地獄を俺に向けて一層揺らす。

「お前！　ふざけるなよ！　帰ったらそいつと同じように簀す巻まきにして吊つるすぞ？」

「ほーらほらほら、かわいくてでっかくて気持ち悪いですよー」

　完全にいじめっ子の表情で迫せまり来るツギハ。するとカナセが、

「あの、あんま時間無いんだけど……」

　それで俺たち、我に返る。そうだよ。遊んでいる暇ひまはないんだ。

「仕方ない。俺一人で引っこ抜くか」

　そう腕うでまくりする俺。まあ、何が出るかと不安はあったが、蓋ふたを開けてみればただのオッサンだ。俺一人で持ち上げられないことはあるまい。そう息巻いて半ケツのベルトに手をかける。

　背後から声がしたのはそのときだった。

「──ふんっ、相変わらずふざけた連中だな」

　やけに気取った男の声。ここにいるのは、守護者である俺と、お付きであるツギハと、案内役であるカナセの三人だけの筈はず（ケツ除外）。しかし、この声に俺は聞き覚えがある。

　振り返ると、砂さ漠ばくの端はしにいつの間にか、そいつは偉そうに突つっ立っていた。

「よう、モントージ」

「……お前か、キリコ」

　かつて、一度だけ会ったことがある。

　先述の通り、世界塔は一本だけではなく地球上の色々な場所に複数存在している。そして、そのそれぞれに俺のような守護者がいて、神からクエストを与あたえられてこなしている。彼もまたその一人。キリコ・キューブリックといったか。

「お前、よくノコノコ顔を出せたな」

　俺が言うと、彼は皮肉げに笑う。

「当たり前だ。あのままで済むと思うなよ。結構金と時間をかけた作戦がパーになったんだ」

「それはお前が弱いからだろうが」

「違ちがうね。お前が親父おやじの七光りにいつまでも頼たよっているからだ」

　俺たちはお互たがいに一歩も引かない。なぜこんな言い争いが起きるのか、それには理由がある。

　世界塔とうのクエストは、横取りすることが出来るのだ。かつて俺は、このキリコに俺がクリアするはずのクエストを横取りされて、クリア条件を先に満たされてしまった。それにより俺は窮きゆう地ちに立たされた。結果的にその後様々な成り行きをもって解決したのだが、そのときの恨うらみ、俺は忘れていないぞ。

「お前、親父の力はもうないよな？」

　キリコが言う。彼がしきりに気にしているのは、先代の守護者である俺の親父のこと。どうも幾いく多たの守護者のなかでも最強に近い存在だったらしく、俺はキリコとの戦いにおいてその力を使うことでなんとか生きながらえた。まったく、親父など普ふ段だんならただの酔よっ払ぱらいなのに。

　ツギハが首を傾かしげる。

「坊ちゃま。お知り合いですか？」

「は？　お前何言ってるんだ。お前が前にそれと知らずにコイツに情報流してたせいでどんだけ面めん倒どうな事になったか……」

　そこまで言って気付く。

「ああ、お前、コイツに会ったことないんだっけ」

「はい。初めてお目にかかる顔です。なんといっても私、人の顔を覚えるのには自信がありますし、犬いぬ猫ねこや蝶ちようの顔も一度見たら見分けられますよ」

　ツギハはなぜか回答が途と中ちゆうで自じ慢まんに変わって得意げに胸をはる。イラッとしたので俺は杜ず撰さんに答える。

「お前のストーカーだ。気をつけろ」

「え？　そうなんですか？」

　ツギハは驚おどろいた顔。けれどなぜかまんざらでもない目つき。こいつあれだな、女子大生とかだったらチョロい系なんだろうな。一方キリコは狼狽うろたえて、

「え？　いや何言ってんだ。そんなこと全然無いぞ。俺は女性には紳しん士し的だし」

　そう慌あわてふためく。その様に俺はツギハを弄いじるよりも楽しそうな予感を感じて、それでツギハに告げ口する。

「この間のクエストで、お前をかっ攫さらったのはこいつの仕し業わざだぞ」

「え？　すると、あの坊ちゃまをひどい目に遭わした人物ですか！　それはダメです！　許せません！」

　ツギハが睨にらむと、キリコはたじたじ。いい気味だな。この男、どうやら女性には弱いらしい。

「違う！」

「許せません！　あのあと結局坊ちゃまがズタボロになって床ゆかに醜みにくく這はいつくばって、それからなんかむぎいとか変な声だしてのたうち回って、最終的に私が何とかしたから良かったものの、全部終わったあとは急に調子こきだしてまるで我が手て柄がらだみたいな顔で私にお説教かましたのも、全部あなたの仕業なんですか！」

「おいツギハ、ちょっと待て」

　だからなんでお前は長く喋しやべるとナチュラルに俺へのあてこすりを織り込むんだ。わざとなのか？　そうなのか？　ていうかちょっと状じよう況きようがよくないな。時間はあと十分ちょっとだ。このタイミングを見計らってキリコが乱入してきたとなると、クエストのクリアに余よ裕ゆうを持っていられなくなる。今のうちに、ツギハがある意味キリコを攪かく乱らんしているうちにオッサンを引っ張り上げよう。と力を入れると、そこにキリコが我に返って笑って言う。

「おっと、そうはさせないぞ！」

　キリコは、そう言って手の中の何かを構えた。それは小さな六面体で、ルービック・キューブのような形をしている。

　あれには覚えがある。その効力を俺は以前、身を以もつて知っている。

「ツギハ、気をつけろ。そいつの能力は瞬しゆん間かん移動だ」

「そう。俺のキューブは座標を操作する」

　言うや、俺の手の中に変化を感じた。──軽い？　すぐにその違い和わ感かんに、視線を足元に戻もどす。すると。

「あっ！」

　俺の足元には何もなかった。俺が摑つかんでいたオッサンが消えたのだ。そしてそこには、ガラスでつるりとした『穴』が姿を現している。そう、砂時計の上部と下部を繫ぐ穴が──。俺はそして──。

　キリコが愉ゆ快かいげに叫さけぶ。

「はははっ！　モントージ！　これで俺の勝ちだな！　ボサボサしてるからいけないんだ。詰つまりを解消したのは俺だ。これで砂時計は動き出す。こないだ取り損そこねた勝ち分は貰もらうぞ！」

　そして宙の円盤に向かって言う。

「おいコーディネーター！　俺の勝ちで問題あるまい」

　しかしカナセは冷静に、その乱暴な物言いに対してこう答えた。

「いえ。《芸術家》の守護者様。あなたはまだこのクエストの横取りに成功しておりません」

「は？　なんでだ？　俺がクリアしただろうが。オッサンをどけてよー」

「いいえ」

　カナセは瓶びんコーラの最後を飲み干すと、一つ小さな溜ため息をついた。そしてスッと指を差す。

　俺に向かって。

「まだ、クリアしておりません」

「だから何言って──」

　と、キリコの声はそこで止まる。俺の姿を見たのだろう。そして。

「って、おい！」

　声を荒あららげた。

「おいモントージ！　お前が穴に詰まってどうする！」

　キリコに助けられたオッサンの代わりに、俺は穴にパッツリはまっていた。足元に穴が空いていると認にん識しきした瞬間、うっかり足を滑すべらせてはまり込んでしまったのだ。物の見事に下半身が抜ぬけない。

「……ふん！　お前にクリアされるくらいなら、こうした方がマシだ！」

　カナセがおかしそうに言う。

「モントージさん、ナイス判断」

　いや、わざとじゃなくて完全に偶ぐう然ぜんなのだが。しかしこのおかげでキリコにクリアを横取りされなかったのも事実だ。だからこれはこう言っておいた方がいいだろう。

「はっはっはっ、お前にクリアされるくらいならこうした方がマシだからな！」

　すかさずカナセが言う。

「モントージさん、なんで二回言ったんですか？」

　するとツギハが釣り竿をブラブラさせて声高らかにそれに答えた。

「たぶん坊ちゃまは誤ご魔ま化かしているのです。本当は偶然はまって動けないだけなのに、単なる棚たなぼたなのに、わざとだ作戦だと見み栄えを張っているのです！」

　しーんとした空気が場を包む。いや、それはきっとみんな分かってくれていることだ。だからそれをあんまり──。

　そんな俺の願いも聞き入れられず、ツギハは続ける。

「皆みなさん、これが坊ちゃまなのです！　自分のプライドを守る為ためなら白を黒と言い張ることも辞さない！　これが世界に名だたる物部家の御おん曹ぞう司しにして我が主君、モントージ様なのです！」

　おいツギハやめろマジでやめて恥はずかしいから。

　カナセが腕うで時ど計けいに目を落とす。

「ていうかそんなこと言ってる場合じゃないよ。あと五分だし、ほらモントージさん早く抜け出して」

「いや、それがだな──」

　俺は腕うでに力を入れてみる。しかし、身体からだがピタリと嵌はまって動けない。その様子にカナセは呆あきれた表情。

「抜けないの？」

「……はい」

「さっきあんなに『わざとだ！　作戦だ！』なんて大おお見み得え切ったのに？　抜けないの？」

「…………はい」

　すると呆れていたキリコがにわかに勢いを取り戻した。

「よし！　じゃあもう一度俺の能力でそいつを引っ張り上げて……」

「あ、もしそうしても穴を開通させる直接の原因はモントージさんってことになるから、あなたがクリアしたことにならないけど。そのケツの方はリタイア中でノーカンだし」

「何？　危ない！　じゃあやらない！」

　キリコはカナセの説明ですぐに一歩引いた。

「おいカナセ！　今黙だまってそのバカにやらせてたらそれでクリアだったんじゃないのか？」

「あっ……」

　カナセはしまったというように顔を横に背そむける。俺は思わず叫ぶ。

「ああ、どいつもこいつもバカばかりだ！」

　全員が俺を「お前が言うな」の顔で見る。すみません。

　ともあれ時間がない。どうする？

　そんな俺の焦あせる思考に、ツギハがあの忌いま々いましい勇ましさを絶やさない口調で割って入った。

「坊ぼつちゃま、何をお悩なやみですか」

「時間がないんだよバカ！　話聞いてたかバカ！」

「バカバカ言わないでくださいよ。本当にバカになったらどうしてくれるんですか。それより」

　ツギハはぐいっと釣つり竿ざおを掲かかげてみせた。

「私がいるんだから何とかなるに決まってるじゃないですか」

　そしてその釣り竿の先を……あの蟻あり地じ獄ごくを俺に向ける。

「おい！　お前何する気だ？　ふざけてる場合か？」

「ふざけてませんよ。だってこの蟻地獄ちゃん、さっきのエサを食べ損ねてお腹なかすかしているんですよ。だったら……」

　蟻地獄の、光の網あみからはみ出した前足がワチャワチャと俺の顔面に迫せまってくる。キモイ！

「やめろツギハ！　そいつを俺にくっつけるな！」

「坊ちゃま、男の子なんだから我が慢まんしてください」

　蟻地獄の屈くつ託たくのない眼が俺の顔を凝ぎよう視しする。その剛ごう毛もうな腕が、俺の頰ほおを撫なでる。そのよく分からない粘ねん液えきをしたたらせる口が、顔の正面に迫る。やめろ、やめてくれ……。

　そこから先の数十秒は、俺にとっては何時間にも感じられた。





『やったね！　クエストクリアおめでとう！』






　ペンダントに光る文言に溜め息をつく。カナセがタブレットＰＣを操作して、そんな俺の前に光で縁ふち取どられたゲートを召しよう喚かんする。

「さ。お疲つかれさま。無事クリア出来て良かったね。あと二分だったよ。こんなギリギリだったのって意外と初めてじゃない？」

　なんて労ねぎらいの言葉をかけるが、俺は自分のべろべろな服と髪かみが気持ち悪くてそれどころじゃない。

　釣り竿は効能が切れたのか、図ず鑑かんの中に吸い込まれて消えた。そのとき蟻地獄もついでに吸い込まれていった。

「カナちゃん、そのおじさまはどうされるんですか？」

　ツギハはカナセに問う。カナセの円えん盤ばんには、さっきキリコによって穴から引っこ抜かれたオッサンが気絶したままだらんと転がっている。

「ああ、この方はこちらで処理します。処理と言っても、この人の世界塔とうの主あるじの許もとに着ちやく払ばらいで送り届けるだけですが」

　宅配便で？　と、背後ではキリコが相変わらずの気に喰くわない口調で割って入る。

「お前、余計なコトしやがって」

「どういうことだ」

「そいつは《調停家》の守護者だ。とっくに競争から脱だつ落らくしていたのに。これでまた復活するだろう。つまり邪じや魔ま者ものが増えるってことだ。ああ、めんどくせえ」

　なるほど。我々守護者は世界塔の『高さ』を競きそい合っている。クエストを奪うばい合って、それに応じて世界塔は伸のびたり縮んだりするのだ。たしかにライバルが増えるのは厄やつ介かいなことだが、しかしうるさい。そんなもんは勝手に詰まってたそのオッサンに言え。そう俺が一いつ蹴しゆうしようとすると、カナセがそれに答えるような独り言。

「まあ、そんな暇ひまはないと思うから大だい丈じよう夫ぶだけど……」

「ん？　何がだ？」

　俺はその小さな言葉を拾い上げようと訊たずねるが、しかしキリコはまだ喋しやべり続ける。

「くそ、またお前の邪じや魔まに失敗したか。でもまあ、お前の間ま抜ぬけな姿を見られたから今回は良しとしよう」

　そう言ってキューブを操作。そして挨あい拶さつも残さずにシュンと姿を消したのだった。くそ、勝手に現れて勝手に消えやがって。二度とくんな。

　一方、話を遮さえぎられたことにいささか安あん堵どのような表情を見せて、カナセが俺とツギハを促うながした。

「ささ、時間ないよ。とっととお帰り」

　俺たちは言われるままにゲートに飛び込み、こうして砂時計の世界を後にする。




　　　　◇




　ゲートをくぐると降り立つ場所はいつも決まっている。

　世界塔の最上階。天てん井じようがドーム状になっていて空が見える。展望台、といえばイメージしやすいだろうか。その壁かべの一角にはエレベータがあり、俺たちの帰りを待ち構えていたかのようにチンと音を立てて開いた。

「おっかえりー。今回はどう？　余よ裕ゆうだった？」

　現れたのは着物姿の金きん髪ぱつ女。軽々しい口調で、いつもケラケラと笑っている。

「余裕どころか赤っ恥ぱじをかかされたぞ、炬こ燵たつ女」

　俺が言うと、彼女は一いつ切さい気に留めない口調で「あらそう、お疲れさん」なんて受け流し、

「さ。御曹司。じゃあいっちょ世界改変モンタージユといこっか。今日も神の力を見せつけちゃうよん」

　なんて続ける。

　そう。この金髪女こそがこの世界塔の神なのである。普ふ段だんはこの塔の一階の部屋で炬燵に潜もぐってゴロゴロしているだけなので、俺は炬燵女と呼んでいる。彼女は俺の手を引き、フロア中央の祭さい壇だんまで俺を導く。

「あれ？　御曹司、なんかクサイよ？　それにちょっとベタベタしてる……」

　そう言って眉まゆをひそめる炬燵女。うるさい。ちょっと蟻地獄に食われそうになっただけだ。俺は無言で炬燵女を軽く睨ねめる。彼女は相も変わらず少しも気にせず、「ま、君が臭くさくても私には何の関係もないもんね」なんて言って、俺を祭壇の前に立たせた。

　祭壇には黒くて細長い石せき碑ひが建っている。背せ丈たけは俺ほどのオベリスクで『月を睨にらむ瞳ひとみ《ムーンゲイザー》』と名付けられている。そのてっぺんには人の目の形をしたレリーフが設しつらえてあり、その視線の先は天てん蓋がいのはるか上空、月を見ているという。また、俺のペンダントに世界塔のクエスト通知を送ってくるのもコイツだとのこと。炬燵女曰いわく、世界塔のご本尊──自覚なき意思とのことだが、それがどういう意味なのかはよく分からない。とにもかくにもいつもながら奇き抜ばつなオブジェだ、と眺ながめていると、炬燵女は「さて」と前置きして訊ねた。

「御曹司の今回の望みは何だったっけね？」

　炬燵女は俺と向かい合わせに立ち、俺を見上げている。その藍あい色いろの瞳に向かって俺は答える。

「ああ、どっかのバカメイドがぶっ壊こわした屋や敷しきをキレイサッパリ直してくれ」

　すると傍そばで推移を見守っていたツギハが慌あわてて声をあげる。

「申し訳ありません！　でもその……わざとじゃないのであんまり怒おこらないでください！」

　わざとだったら怒るを通り越こしてぶっ飛ばしてるわ。そう睨みつけると、炬燵女は「まあまあ」なんて暢のん気きに宥なだめて、俺の首から下がるペンダントを手に取った。

「よし。神様の名に誓ちかって、その失敗、なかったことにしてあげよう」

　彼女は俺に身体を寄せると、ペンダントを取り上げて口づける。




『物部紋刀次の名前のもとに、この世の理ことわりを書き換かえます。全すべての世界よ願いのままに大人しく世界改変モンタージユされなさい。遍あまねく私の作り物なのだから──』




　言葉の終わりと同時に音もなく、ペンダントが炎ほのおに包まれる。それからすぐにドームの向こうに見える空がまだら模様にぐねぐねと蠢うごめく。

「キモイです……」

　ツギハがぽっけーんと口をあけて、いつもの感想を呟つぶやく。そのままたぶん何十秒かが過ぎて、空は普ふ通つうの夏の青に戻もどった。炬燵女はペンダントを手放すと、顔を上げて俺に向けてニッコリと笑えみを見せる。

「はい、終わり」

　世界塔のクエスト。そのクリア報ほう酬しゆう。それが今の一連だ。では、今ので何がどうなったのかというと、

「これで歴史は改変されて、壊れたっていうお屋敷は元に戻ってるよ！　やったね」

　ということである。世界塔のクエストの報酬は、『失敗をなかったことにすること』──一言で言えば、歴史改変だ。今の行いでこの世の全ては書き換わり、物部家にとって都合の悪いことは無かったことになる。
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「まったく、簡単すぎて未いまだに信じられないな……」

　俺は思わず口にするが、その結果に間ま違ちがいはないことをもう何度もこの目で見てきている。いつものように外に出れば、既すでに問題は解決しているはず。

　これこそが物部家がこれまで繁はん栄えいしてきた秘密なのだ。

「今日のクエストはたいしたことはなかったけど、まあでもおかげで世界塔の養分にはなったよ。いやはや我が世界塔がこんな大樹に育ったのは物部家のおかげだね！」

　なんて笑いながら、炬燵女が踊おどるようにくるりと回る。

「いやー、私ほんとキミたちにあえて良かったよー。ばんざーい！　もう思い残すことなんてひとつもないねっ」

　今日は妙みように機き嫌げんがいいな。いや、いつものことか。

「なんだそりゃ。卒業式の担任かよ」

　俺がそうからかうと、炬燵女はタンッと強くステップを踏ふみ変なポーズで固まった。そして顔だけ振ふり向いて、

「ほら、用が済んだらとっとと外に帰って世界改変モンタージユの出来を確かく認にんしてご覧。私、映画イイトコなのを中断して来てやってんだかんね」

　と俺たちをおいやる。ツギハが訊ねる。

「神様、今日は何を見てたんですか？」

「ん？　あれだよー。なんかみんなで拾った指輪を捨てに行く話。途と中ちゆうで出てくるロボが三体で三通りの合体をするから格好いいんだよね！」

　いつも思うが、お前の見ているその映画にそんなシーンは出てこない。




　世界塔の外に出る。世界塔の中でおよそ三時間を過ごしていたはずだが、時間は入ったときからほとんど過ぎていなかった。午後三時頃ごろ。まだ日は高く、夏休みの陽気な午後だ。

　いつものことだが、実に都合良くできている。

「うむ。どうやら屋敷の倒とう壊かいは免まぬかれたようだな」

　俺は中庭から屋敷を見上げて、満まん悦えつの表情を浮うかべた。

「すごいですね。バッチリ修復されてます」

　ツギハがパチパチと手を打つ。

「いや、そもそもお前がアホだからだろうが！　自分の屋敷にブルドーザー突つっ込ませるバカがどこにいる」

「す、すみません！　でも坊ぼつちゃまだって最初は褒ほめてくれたじゃないですか！」

　そもそもの始まりは、俺が中庭の土の入れ替かえをツギハに命じたことだった。現在物部家ではだだっ広い中庭の模様替がえ工事をしている最中である。それに伴ともなって余った土地に家庭菜園を作ろうというアイディアが出されたので、夏休みの自由研究も兼かねて俺が畑作りの陣じん頭とう指揮を執とったのだ。ところがツギハは役に立つどころか邪魔ばかり。あまりにウザイので部屋に下がらせたのだが、何を思ったか工事用に停まっていたクレーン車などの重機類に興味を示し、その中の一つのブルドーザーに頼たのんでもいないのに勝手に乗り込むとそのまま運転ミスって屋敷に特とつ攻こうをかましたのだった。

「昔ちょっと運転したことがあるって自信満々に言うからやらせてみればだな……」

「運転したことあるのは本当ですよー。でも私、クレーン車の方が得意なんですけど何か使ってたっぽかったので……」

　確かにクレーン車はリフトをつけて屋敷の外がい壁へきの掃そう除じなどもしていたようだが……。って、お前何？　土木作業畑出身なの？　それはさておき、ツギハのブルドーザー特攻のせいで屋敷は半はん壊かいし、それだけなら百ひやつ歩ぽ譲ゆずってまだいいとして、悪いことに破壊のあおりをいちばん喰らったのは親父おやじの書しよ斎さいであった。そこには国家レベルの重要機密書類が山のようにあり、更さらに世界レベルの秘宝財宝のコレクションも並んでおり、それらが全部瓦が礫れきの山に埋うもれてしまったことが最悪だった。しかもその一連でどこかの配線が切れたらしく防犯システムが全力で作動しまくって、警察やら消防やら自衛隊やら物部セキュリティ・サービスやらがこぞってフル装備で物部家の中庭に集結し、さながら開戦前夜の様相となってしまった。

　親父が長期出張で家を空けている最中にそんな壊かい滅めつ的な状じよう況きようを処理する能力は残念ながら俺にはない。そう途と方ほうに暮れている時にペンダントにクエスト通知が来て、俺たちは渡わたりに船だと世界塔とうに飛び込んだのだった。

　今、見上げればさっきはズタボロだった本ほん邸てい南みなみ棟とうは完全にいつもの様相であり、見上げれば五階には親父の書斎の窓が見える。現在親父はいないので、窓は閉められただ静かだ。

　俺は傍かたわらで、災難を乗り切ったことに満足顔を浮かべるツギハに言う。

「お前、明日また土の入れ替えな。今度はブルドーザー禁止。全部ちりとりでやれ」

「えー？　今度こそ腰こしがガッタガタになります……」

　萎しおれるツギハを従えて、俺は中庭を歩いて行く。確かに腰が痛いな。それに服がべったべただ。屋敷に戻ったらひとっ風ぷ呂ろ浴びよう。

「おいツギハ、後で背中流してくれ」

「はい、それは勿もち論ろん……あ、流すだけでいいんですか？　服装はいかが致いたしましょう。水着？　浴衣ゆかた？　それともは・だ・か？」

「死ね」

　そんな微笑ほほえましいやりとりをしながら俺たちは池沿いの遊歩道を歩いて行く。途中が一部動く歩道になっているが、それはいつかの世界改変モンタージユで出来た物で別にまったく意味はない。この屋敷にはそういうものが山ほどあって、きっとこれからも増えていくのだろう。

　隣となりではツギハがケータイをカチカチと操作しはじめた。

「何してんだ？　またアレか？」

「あ、はい。すみません」

　別にいいが。

　コイツは何やら詩作の趣しゆ味みがあるらしく、ときどきそれをネットのコミュニティ・サイトに投とう稿こうしたりしている。コイツの言葉に感かん銘めいを受ける人間がどれほどいるのかはしらないが、人の趣味に口出しするほど野や暮ぼではないので好きにやらせておく。

　と、俺はそんな平和な空気の中に紛まぎれているある違い和わ感かんに気付いた。横を見ると、ツギハはケータイをしまった後も何も気にせずテクテクと歩いている。まあ、コイツに気付くことは無理か。

　俺は木こ陰かげで立ち止まる。

「いかがされました？　坊ちゃま」

　急に口をつぐんだ俺に、ツギハは不思議そうに首を傾かしげた。

「まさか本当にお背中をお流しするときに裸はだかをご所しよ望もうですか？　どうしよう、むだ毛の処理が……」

　それを無視して、俺は周囲を見回す。

「どこにいる？」

「え？　私ならここにいますよ？」

「お前じゃない」

　俺はパンパンと二度、手を打って言う。

「いるんだろう？　出てこい」

　するとしゅんとつむじ風が一つ、眼前に舞まい上がった。ツギハがきゃんっと声をあげて目を瞑つぶる。そして目をあけ、声をあげる。

「わっ、いつの間に……」

　ツギハは一歩飛び退のいて、それから眼前に突とつ如じよ現れた人物の名を戸と惑まどいと共に口にした。

「なんでケイトさんが……」

　現れたのは、真っ黒なメイド服に身を包んだ一人の女性。切れ長の目は何の表情も伴わず、ただ静かにそこに傅かしずいている。

「お前が俺になんの用だ？　ケムマキ」

　物部家特とく殊しゆ警備隊・煙ケム巻マキケイト。

「坊ぼつちゃん、お話があります」

「お前が出てくるということは、穏おだやかな内容ではないな」

　彼女は決して表に出ることのない物部家の裏仕事を取り仕切っている。特に強きよう硬こう手段に出る場合や犯罪すれすれの分野において非常に有能であり、言ってしまえば影かげ、物部家の『暗部』である。俺の中の認識では、コイツが俺の目に触ふれるところに現れない限り物部家は平和である……という存在だ。そんなコイツが現れた。何事だ。俺は緊きん張ちようしながら返事を待つ。まさか、親父の身にでも何かあったか？

「さきほど、物部家に賊ぞくが侵しん入にゆう致いたしました」

「賊？　泥どろ棒ぼうだと？」

　それは聞き捨てならない。この家の防犯は徹てつ底てい的だ。それこそ、あっという間に警察や消防や自衛隊や物部セキュリティ・サービスが到とう着ちやくするほどに。並の侵入者など許さず、また仮に侵入できてもこの屋や敷しきから何かを持ち去って逃にげおおせるなど、ありえない。

「それはただ事ではないな。詳しよう細さいを聞かせろ」

「はい」

　ケムマキは顔を上げ、淡たん々たんと報告する。

「さきほど本邸南棟五階、旦だん那な様の書しよ斎さいから《禁帯出レベルＡ》の書類が紛ふん失しつしていることが確認されました」

「なんだと？」

　レベルＡといえば、国が揺ゆるぎかねないレベルのものだ。地球が崩ほう壊かいしかねないレベルＳよりも一つ下、これは……。

「よく捜さがしたのか？　どこかに埋もれているということはないのか？」

「旦那様のお部屋は長期出張の間、一日おきに換かん気きを行っており整理整せい頓とんも完かん璧ぺきです。そんな中を隅すみ々ずみまで捜しました。唯ゆい一いつ人の隠かくれられそうな場所であるウォークイン・クローゼットの中も念入りに捜しましたので、室内を見落としているということはございません」

「持ち出されたというのは確かなのか？」

「はい。そして、状況から既すでに容疑者が浮かんでおります」

　その言葉に、俺はホッと一息ついた。

「そうか。それなら焦あせることもあるまい」

　そしてコホンと咳せき払ばらいして、ケムマキに命じる。

「粛しゆく々しゆくと処理して、簀す巻まきにして霞かすみヶが浦うらにでも浮かべてしまえ」

「はい。そのつもりではありますが、確保に当たって念のためモントージ坊ちゃんのご意向を確かく認にんせよとの言いつけが奥様よりございましたので」

「意向など確認するまでもない。犯罪者には相応の罰ばつを与あたえよ。とっととな」

　するとケムマキは一度深く頭を下げて、

「承知しました。では」

　一いつ瞬しゆんにして姿を消した。同時に「きゃっ」と声が背後であがる。なんだ？　と、振ふり向くと、そこにはツギハを羽は交がい締じめにするケムマキ。

「……何をしている？」

「はい。物部播ハリ紡ボー斗ト様の重要機密窃せつ盗とう容疑で、月ノ目次葉を確保します」







　STEP2　簀巻きと煙巻、または名探偵は日常を破壊するの巻







　事件が起きたのは、本日八月三日の午後二時～二時半の間だという。

　物モノノ部ベ家の現当主・物部播ハリ紡ボー斗トの書斎から、禁帯出レベルＡの書類が盗とう難なんに遭あった。

　書斎は物部家本邸の南棟五階に位置し、窓を開くと中庭に面している。

　物部家本邸南棟は父の書斎専用の建物で、五階以外にはフロアが存在せず、部屋も書斎ひとつのみ。あとは階段と、書斎まで続く短い廊ろう下かのみの独特な作りの建物だ。

　部屋の主あるじである播紡斗は現在海外に出張中である。では書斎に人が立ち入ることはない……かというとそうではなく、一日おきに換気のために清せい掃そう担当のメイドが立ち入る。

　書類は書斎内の金庫に厳重に保管されており、金庫の鍵かぎは執しつ事じ長の強ごう羅らが保管している。他ほかに暗証番号や指し紋もん認証で開閉する方法もあるが、それを知っている、もしくは行使できるのは父のみである。




「──ということで、皆みなさんにお集まりいただいたわけ」

　住スメ良ラ木ギ粋スイ花カはそう言って、袖そでのないドレスで涼すずしげにくるりと回って見せた。

「……それはともかく、なんでお前がここにいる。そしてなぜ仕切っている。スイカ」

　俺の問いに、スイカは部屋の中央、簡易ステージ上から胸をはって答えた。

「だってトージくん！　これが事件だからよ！　事件と来たらそれはそう、探偵の出番で、ということはつまり私の出番だわ！」

　俺をニックネームで呼びながら、意い気き揚よう々ようと笑え顔がおを見せる。

「よくわからんが、お前に探偵の心得なんてあったか？」

　彼女は俺のクラスメイトにして許嫁いいなずけ……ではあるが、そんな話は聞いたことがない。

「言ってなかったっけ？　トージくん。私最近バイトを始めたのよ！　内職しなくていいくらい、すごく割のいいバイト」

　彼女はもともと裕ゆう福ふくな家の娘むすめだったが、現在両親が失しつ踪そうしており大勢の弟・妹の面めん倒どうを見つつ貧びん乏ぼう暮ぐらしをしている。そんな彼女が見つけてきた、内職より割のいいバイト……なんだそれは。まさかいかがわしいことではあるまいな。こいつは世間知らずなところがあるから……と訝いぶかしんでいると、彼女は続けて言う。

「トージくん、名探偵・談だん合ごう坂ざか臺だい太た郎ろうのことは知っているわよね？」

「ああ。知っているぞ。この世の謎なぞで解けない物はないという、稀き代たいの名探偵だ。ウチも何度かお世話になっている」

　少々変わり者なのが玉に瑕きずだが。それに知っているも何も、以前俺の誕生会にも来てくれたしな。

「私、その方と仲良くなって。それで助手として梅つ雨ゆ明け頃ごろから働いているのよ」

　そういえば俺の誕生パーティで談合坂先生と談だん笑しようしているスイカを見かけた気がする。なるほど、変わり者同士引き合ったということか。

「というわけで、このヤマは私の管かん轄かつとなったわけ」

「母は？」

「奥様は、お部屋から出てこないわ。何でかしら」

　そうか。

　実は今、うちの母は親父おやじの浮うわ気きを疑っておりたいそうに機き嫌げんが悪い。親父がいくら身の潔白を主張しても信用せず、完全に疑いが晴れるまでは部屋から出ないと宣言して天の岩戸状態なのだ。まったく親父の奴やつ、婿むこ養よう子しのくせに浮気疑ぎ惑わくを持たれるなど脇わきが甘いったらありゃしない。

　もともとは親父が夕暮れにちょくちょく一人で出かけることが増えたのが疑いの原因らしい。この数ヶ月は常に心ここにあらずでニヤついている……とのことだ。現在親父は長期出張中だが、母はそこにメイド長を筆頭とした尾び行こう班を送り込み、二十四時間態勢で監かん視ししているらしい。要するに、母はその報告を逐ちく一いちチェックしていて部屋から出る暇ひまなんてないのだろう。

「でも、ちゃんと奥様にもご了りよう承しようを得ているから！」

　スイカはそんな事情などつゆ知らず、バシッと胸をはった。

　そうか。

　母のご意向とあっては逆らうのは無む駄だなことだ。ならば、大人しくお手並み拝見と行くかね。

「じゃあスイカ。その犯人はなぜツギハになるんだ？　そして、なぜ犯行時刻が二時半までと分かる」

　俺は椅い子すに腰こし掛かけて、優ゆう雅がに振る舞うスイカの向こうに視線を飛ばす。ステージ上のスイカの傍そばにはケムマキと、そして天てん井じようから簀巻きにされてぶら下がっている蓑みの虫むしみたいなツギハの姿があった。スイカは満足げに胸をはる。

「安心してトージくん。それはこれから説明するから」

　パン、と両手を合わせ、スイカは室内をぐるりと見回す。
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「さあ、役者はそろったわね」

　八月三日。午後四時。

　ここは物部家別べつ邸ていの客間《板の間》である。普ふ段だんはパーティ会場などとしても使われる広間で、部屋の中には物部家の執事やメイドの数人。そして、

「おいマロンド。お前いつ来たの？」

　我が悪友、間マ宮ミヤ麿人マロンドの姿もあった。

「ああ、夏休みだからお前の家で蟬せみとりでもしようかと思って。ついさっききたばっかりだよ。そしたら何か騒そう々ぞうしいから……」

　小学生か。

　学年はひとつ上だがこの男、あまり友達がいないらしくてたいていウチに入り浸びたっている。俺が構わず放ほうっておくと一人で勝手に庭で鯉こいに餌えさやって帰ったりしていて、まあ無害だから別にいいのだが。

　ステージに目を戻もどすと、スイカが得意げに立って俺たちを見下ろしている。

　さて、世界改変モンタージユによって屋敷の倒とう壊かいは『なかったこと』になり、結果として歴史はこのように変わっていた。

　俺が朝から土いじりをしていたのは変わらず。

　一方でツギハは午前九時から十一時まで俺の手伝い。十一時から午後十二時半まで昼食の準備と後片付け。ここまでは変わらず。しかし本来なら十二時半以降も俺の手伝いをしていたのが、十二時半から三時までは休きゆう憩けい、ということになっていた。なるほど、ツギハが中庭のブルドーザーを運転したことが屋や敷しき倒とう壊かいの原因だったのだから、それが『なかったこと』になった＝そもそもツギハがブルドーザーに近づいていない、というわけだ。

　そして、午後三時頃に俺の付き添そいで敷しき地ち内を散歩していたところをケムマキによって逮たい捕ほされた、となっている。

　つまり、犯行時刻が午後二時から二時半というのなら、たしかにコイツにはアリバイがない。しかしそれだけで犯人に仕立て上げられてしまっては、さすがのツギハといえどもかわいそすぎるというものだ。こいつはもっと具体的で物理的ないびられ方をしたときにこそ輝かがやくというのに。

　スイカは傍かたわらに揺ゆれる簀巻きのかわいそ体を一いち瞥べつして、説明を始めた。

「順番に行くわよ？　南棟はハリーさん専用の建物であり、ハリーさん以外の人は通常誰だれも立ち入らない。そしてそのハリーさんは現在出張中で不在。つまり、あの建物は人っ子一人いない状態なわけ」

「そうだな」

　スイカが当たり前のように繰くり返すハリーとは親父の愛あい称しようである。外国人というわけでもなく、ただの耄もう碌ろくヒゲ親父だが。

「で、その南みなみ棟とうに行くには、通常の方法を採るなら本棟から二階の渡わたり廊下を通っていくしかないわ」

「だな」

「渡り廊下は今日の午後、掃そう除じが行われていたの。二時から三時までの予定でメイドさんが二人、およそ十メートルの渡り廊下と五階までの階段付近にいて、そして彼女たちは掃除中、そこを通る人物を誰も見ていない。つまり、二時以降誰も南棟から出てこなかった、ってこと」

「それはいい。で、事件が発覚したのは？」

「午後二時半に、書しよ斎さい掃除担当のメイドさんが書斎の鍵を閉め忘れたことに気付いたの」

「それは先の二人とは別の者か？」

「そう。その人は今日の午後一時から二時の間に書斎の窓を開けて換かん気きして、書斎の前の廊下を掃除する役目の人。二時に役目を終えて本棟に戻って暫しばらくしてから、鍵の閉め忘れに気付いたってことね」

「ふむ。それで？」

「それで彼女は執事長の強羅さんと一いつ緒しよに書斎へ向かったわ。そして中に立ち入ったら金庫が開かれていた、と」

　スイカは俺の背後に佇たたずんでいる老人を見ながら言った。俺は振ふり返りその老人に訊たずねる。

「今の話は本当か？　強羅」

「はい。その通りでございます」

　執事長の強羅は恭うやうやしく頭を下げた。

「扉とびらの開かれた金庫の中身を、僭せん越えつながら検あらためさせていただきました。するとそこにしまわれているはずの書類が一式無くなっており、それで私は慌あわてて奥様にお知らせしたのでございます」

「どうやって金庫は破られたのだ？」

「それがその……」

　強羅が言いよどむ。俺が「どうした？」と詰つめ寄ると、渋しぶ々しぶと彼は答えた。

「テレビの脇に付ふ箋せんで暗証番号と思おぼしきメモ書きが貼はってありました」

「あのバカ親父……！」

　国家機密をＰＣのパスワード気分で管理してどうする。そう俺が怒おこっていると、その先をスイカが継ついで、話をまとめる。

「二時にメイドさんが一度書斎を後にした際は、金庫に異常はなかった。つまり、犯行は二時から二時半の間というわけ。そして、今日本邸のお仕事を担当している中でその時間にアリバイのない使用人はツギハさんしかいないの。いい？　まずはこれが大事なことよ」

　ふむ。本ほん邸ていに使用人が入るには電子入館証がなければ無理だ。それが与あたえられる者は日によって変わるし、それは極きわめて厳密に管理されている。そして今のところ、俺の認にん識しきしている日ごろの掃除手順ともズレはない。つまりスイカの言い分に噓うそはない。

　しかし、俺は手を挙げて言う。

「スイカ、それは少々暴論だろう」

「というと？」

「なぜアリバイがないというだけでツギハが犯人となるのだ？　第一、その頃ころ、渡り廊ろう下かにはメイドたちがいて掃除していたのだろう？　そいつらは誰も見ていないと言っていたらしいじゃないか」

「そうよ。掃除していたのはそちらのお二人」

　そう言ってスイカは今度は反対側に立つ二人を指した。

「……お前らか。ちゃんと掃除していたんだろうな？」

　俺が軽く諫いさめるように言うと、背の高い方が慌てて反論する。

「当たり前ですよ坊ぼつちゃん！　私たちは二人でちゃんと渡り廊下と南棟の階段の掃除を隅すみから隅まで行っておりました」

　長い黒くろ髪かみの印象的な、少し口調のきついメイド。永エイ源ゲン寺ジ絵エ里リ香カだ。俺は彼女の心外だと訴うつたえる視線をたっぷり受けてからこう答える。

「ふむ。ならいいが。お前ら普段から大おお雑ざつ把ぱだからな」

　するともう一人、小こ柄がらな方が応戦する。

「そんなことないっすよ坊ちゃん！　私とエリさんはいつだって真面目まじめです！　ただ能力が追いつかないだけなんです！」

「それじゃダメだろ」

　俺が言うと、反論できないのかぐうっと息を吞のんで狼狽うろたえる。メイドのくせにややメイクの派手な、見るからにいい加減そうなメイド。千明千チギラチ佳カ子コだ。俺は二人をもう一度見比べる。いくらこいつらがいい加減でも、不ふ審しん者を見み逃のがすほど愚おろかではない。ツギハに比べればはるかにまともな人材だ。ステージ上のスイカに視線を戻す。

「スイカ。しかしこういう可能性もある。金庫が開いていたのは犯人の偽ぎ装そう工作。本当はもっと前に金庫は破られていて、何らかのトリックで二時半頃ごろに開くようになっていた、と。だとすると犯行時刻が二時半までというのは錯さつ覚かくにすぎず、実際はもっと前、掃除が行われる前に既すでに犯行は終わっていたのかもしれない。エリカとチカコが掃除を始める前に、犯人は脱だつ出しゆつ済みだった可能性もある」

　つまり、犯人がツギハを犯人に仕立て上げるためにそんなことをした、という案だ。

「それはありえないわ、トージくん」

　しかしスイカは即そく座ざに否定。

「偽装工作なんてありえないわ。だったらなんで犯人は、その時間にメイドが書斎に戻ってくるってことを知っていたの？」

「それは……」

　俺は言葉に窮きゆうする。確かに無理がある。二時半に犯行が発覚したのは偶ぐう然ぜんに過ぎない。ツギハだけにアリバイのない時刻だったのは、たまたまのことだ。いかん、焦あせって思考が正しく働かない、と感じる。

「それにトージくん。犯人が予あらかじめ書斎に忍しのび込んでいたというセンも考え難にくいわ」

「それはなんでだ？」

「わからないの？　たとえ渡り廊下でメイドさんが掃除していなかったとしても、たとえ南棟に入り込めたとしても、そもそも書斎に入ることなんて出来ないのよ」

　……なるほど確かに。簡単なことだ。

「鍵かぎか」

「そう！」

　スイカは俺をビシッと指さす。

「ハリーさんの書斎の鍵は特とく殊しゆな物よ。絶対に複製は出来ない。それに、ドアの開閉時にはドア前のカメラが作動して、リアルタイムにその映像情報が監かん視し室に送られる。記録もされる。掃除でメイドさんが出入りしたことも、先の強羅さんたちが戻ったときのことも、全部記録されているわ。その中で、犯人の映像だけはない。つまり、書斎の換気でドアが開かれっぱなしの間に犯人は忍び込んで、脱出には別の方法を使った。こう考えるのが妥だ当とうなの」

　スイカはすべらかな口調で続ける。

「まとめるわよ。南棟に予め誰かが侵しん入にゆうしていたとして、五階の廊下の物もの陰かげに潜ひそんでいた。あそこには壺つぼや花か瓶びんを飾かざる台や大きな彫ちよう刻こくもいくつか置かれているから、そういう死角もある。ここまではいいとしましょう。でも、書斎に入ることは出来ない。鍵がないから。そして犯人が書斎に侵入できたのは書斎のドアが開かれていた午後一時以降。金庫の鍵が開けられたのは午後二時から午後二時半の間。つまり犯人は午後一時より前に南棟に忍び込み、午後一時から二時の間には書斎のウォークイン・クローゼットに隠かくれ、二時から二時半までに金庫を破って脱出した、と。そして午後二時から午後三時の間はずっと唯ゆい一いつの連れん絡らく口である渡り廊下には人の目があった」

「……書斎の鍵の管理は？　犯人に持ち出された可能性はないのか？」

「それなら執しつ事じ長が管理しているわ。そして、執事長。今日の鍵の管理の記録は？」

「はい。スイカさん。今日は、先の話の通りメイドが掃除を行いました。そのときに一回目、そして、彼女が鍵を閉め忘れたために私と共に戻もどった際。それが二回目。書斎の鍵が使われたのはそれのみで、他ほかは私がずっと肌はだ身み離はなさず持っておりました」

　そう強羅は鍵を差し出した。複製不可能なキー。そして強羅が持ち歩いていたのなら、確かに盗とう難なんの機会などなかったろう。

　ということは、なるほど犯人の侵入時刻はスイカの言うとおり、となるか。

　ならば。

「……じゃあ南棟に今現在も誰かが隠れているってことはないのか？」

　するとスイカはニヤリと笑う。

「嬉うれしいわトージくん。ようやくこの話のキモが見えてきたようね」

　そして演技的な口調で説明する。

「でもトージくん。この家の家か紋もんのモモンガに誓ちかって、それはないわ。ここにいるケムマキさんが南棟の全すべてをキッチリ調べてくれたもの」

　スイカの隣となりでケムマキが無表情のままこくりと頷うなずく。

「彼女が『いない』と言ったら間ま違ちがいなくいないわ。それは、私なんかよりもあなたの方がよく知っていると思うけど」

　事実だ。物部家の暗部の人間だ。俺は誰だれよりも、その仕事の厳しさ優ゆう秀しゆうさを理解している。ケムマキが人間の存在を見逃すなど考えづらい。

「トージくん。あなたはこう思っているのよね？　犯人の脱出経路がわからないってことは、まだ隠れているんだって」

「ああ」

　俺は頷く。

　先のスイカの説明通りなら、犯人は予め南棟に侵入することは出来た。最初から隠れていれば、渡り廊下を掃除するエリカとチカコの視線に晒さらされることはない。

　更さらに。今の話からすると、書斎掃除担当のメイドは換気していたのだから、ドアを開けっ放しのまま書斎の外に出て別の場所の掃そう除じをしていたということになる。その隙すきをついて犯人は書斎に忍び込む。そうすれば監視カメラに捕ほ捉そくされることもない。

　そして、親父おやじの書斎の金庫。暗証番号は、さっきの通りバレバレだった。つまり犯行のチャンスもあった。

　犯行があったのは午後二時から二時半の間。これも疑う点はないだろう。

　しかしだ。

　どうやっても、脱出する方法がない。

　午後二時から二時半には、連絡通路に人がいた。彼女たちは何も見ていないというのだから。

　この事件の問題は犯行そのものじゃない。犯人はどうやって脱出したか、だ。

　俺はもう一つ確認しなければならないことに気付き、スイカに問う。

「書しよ斎さいの掃除をしていたのは誰だ？」

「そちらの……」

　すぐにスイカは例によって周囲を指し示そうとする。しかし、

「そち……あれ？　どこにいったかしら？　その……」

　とキョロキョロし始め、他の連中もそれに釣つられてキョロキョロ。やがてフロアのどこかから小さな声で「あの……」と小さな声が立った。俺たちがその声の方向に目を凝こらすと、いつの間にそこにいたのか、あるいはなんで今まで気付かなかったのか。部屋の隅に一人メイドの姿があった。

「今日の掃除当番は、私です」

「……お前は誰だったかな？」

　俺は首を傾かしげる。この家のメイドは一応全員把は握あくしている筈はずだが、彼女の顔には見覚えがない。先のチカコよりも更さらに小柄な、メイドと言うには幼すぎる容姿。淡あわい色のショートヘアで、もらわれたばかりの子こ猫ねこのような儚はかなげな印象。

「あ、坊ちゃんひょっとして知らないかも」

　言ったのはエリカだった。

「彼女はアレっす。今月から新しく配属された、贄ニエ森モリ二ニ矢ヤです」

　ニヤと紹しよう介かいされたメイドはそれに合わせて頭を下げた。

「なるほど。新人か。よろしく頼たのむぞ」

「は、はい。こちらこそ……」

　緊きん張ちようしているのか、途と切ぎれ途切れな口調で弱々しく頭を下げる。うむ。初うい々ういしくてすばらしい。ポンコツのツギハやアバズレコンビのエリチカとは大おお違ちがいだ。

「で、ニヤといったか。お前が書斎の鍵をかけ忘れたのだな？」

「は、はい。申し訳ございません。その……」

「いや、いい。結果的に事件発覚が早まったのだから。それよりも、状じよう況きようを教えてくれ」

「は、はい。一時ちょうどに書斎の鍵を開け、換かん気きと掃除を行い、それから廊ろう下かの掃除をしました。二時少し過ぎに掃除を終え、書斎の窓を閉めました。それからその後、鍵をかけたつもりで本ほん棟とうに戻ったのですが、もしかしたらと不安になり執事長に報告の後一いつ緒しよに確かく認にんに行きました。するとやはりドアの鍵と書斎の窓の鍵を閉め忘れており……」

「なるほど。窓の鍵も開いていたのか。ちなみに誰か見たか？」

「いいえ。怪あやしい方は一人も見ておりません」

「人っ子一人見ていない？」

「…………」

　ニヤは押し黙だまる。「どうした？」と訊たずねると、ニヤは言うべきかどうか悩なやましいような口調で呟つぶやく。

「人っ子一人、と言われると……厳密にはその……」

「ふむ。どこで誰を見た？　なんでもいい。言ってみろ」

　俺の問いにニヤは俯うつむき加減で、

「掃除を始めたときに窓を開けましたので、その際に中庭を見下ろしました」

　そりゃそうだ。窓の下には中庭が広がっている。

「そこで、その……」

　そう言って、ゆっくりと指さしたのは、俺だった。

「俺？」

「はい。中庭でモントージ様が土いじりをしている姿を見ました」

　ああ。よく考えたらそりゃそうだな。飯食った後もすぐに戻って畑作りをしていたし、午後一時にはたしかにその辺りにいたはずだ。おかしなことじゃないだろう。そういえば土いじりの最中、頭の方からギギギと窓の軋きしむ音が二回ほどしたな。それはおそらくニヤが書斎の窓を開け閉めしたときのことだろう。

「なるほどな。たしかにニヤは人っ子一人見ていなかったわけじゃない。だがニヤ。俺は容疑者から外して構わない。親父の物を俺が盗ぬすんだところで、使い道があるわけじゃないしな」

「それにトージくんの動向は、中庭の工事業者たちが見ていたわ。ずっとその辺をチョロチョロしていたって」

　スイカが補足する。チョロチョロしていたわけじゃないのだが、まあいい。

「ではニヤ、訊きくが、他には誰もいなかったんだな？」

　今必要なのは、不ふ審しんな人物の目もく撃げき情報だ。するとニヤはゆるゆると首を振ふり、

「もう一人います」

　と、またもゆっくりと指を差した。

　その先は、ステージの上。スイカの脇わきでブラブラ揺ゆれている。

「わ、私ですか？」

　それは、ケムマキに捕ほ縛ばくされて簀す巻まき状態で天てん井じようから蓑みの虫むしのようにぶら下げられているツギハだった。

「ツギハだと……？」

　って、いや、それはそうだろう。当たり前だろう。コイツのことを人間扱あつかいする観念が抜ぬけ落ちていたから気付かなかった。そうだよ、ツギハは今日は朝から俺と一緒に土いじりしているんだ。そりゃ、ニヤが中庭で俺を見たというならそこには間違いなく一緒にツギハの姿もあっただろう。

「いや、ニヤ。ツギハも除外していい。だってアレだろ？　お前がコイツを見たっていうのは、俺と一緒に中庭でなんかやってるときのことだろ？」

　するとニヤは首を振る。

「私がツギハ先せん輩ぱいを中庭で見たとき、モントージ様とご一緒にいたのではありません。あれは掃除の終わり頃ごろ、午後二時を少し回った頃ころでした」

「……どういうことだ？」

　ここでスイカが割って入った。

「だってトージくん。その時刻、ツギハさんは休きゆう憩けい中よ。あなたの傍そばにはいないはず」

　あ、そうか。いかん気をつけねばならない。

　先ほどの世界改変モンタージュで歴史は変わっているのだ。

　本来なら二時過ぎと言えばツギハがブルドーザーを運転しだして庭の土をどけまくっている頃だが、それが『なかったこと』になっている。そもそも俺はツギハがあまりに使えないから一度部屋に帰らせたのだ。ツギハがブルドーザーを運転していないのなら、休憩時間を自由に過ごしているというふうに変わっているはずだ。

　沈ちん黙もくする俺に、ニヤも沈黙。何やら、これから口にする言葉に恐きよう怖ふしている様子もある。

　俺はニヤを睨にらみつけてしまわないように気をつけて、訊ねる。

「詳くわしい話を聞かせてくれ」

　するとニヤは泣きそうな声で言った。

「ツギハ先輩は、一人で南棟の真下におりました」

　物部家別べつ邸ていの客間《板の間》に奇き妙みような沈黙が舞まい降りる。

　繰くり返すが、南棟の真下は中庭だ。俺はツギハを部屋に帰したが、俺をどうしても手伝いたいと思ってツギハが一人でその付近にいてもおかしくはない。だからそこに不審な点はない。

「ニヤ。それのどこに、言いよどむ必要があった？」

「それは……音が聞こえたからです」

「音？」

「はい。私が窓から下を覗のぞき込んだのは、そもそもその音がしたからでした」

「音とは何だ。もっと詳しく聞かせろ」

「はい。音は、何かの落下音です。私が掃除を終えて書斎を出て、廊下を歩いて南棟の下りの階段へさしかかろうとしたとき。中庭の方から何か大きな落下音がしました。ドン、とか、ドスッとかそういうのです」

　俺はそれで思い出す。確かにその頃、俺は何かの音を聞いた。落下音かは知らないが、ドゴッとかガスッとか、とにかく鈍にぶい音だ。きっとニヤの聞いたものと同じだろう。

「それで私は慌あわてて手近な窓から下を覗き込みました。すると、そこにはツギハ先輩がいて……」

「何か、異常だったのね？」

　口ごもるニヤに、スイカが先を促うながす。

「はい。ツギハ先輩は土まみれで身を起こし、エプロンや髪かみの毛を払はらっていました」

「別の誰だれかじゃないのか？　書斎は五階だ。下まではだいぶ遠い」

「いいえ。ツギハ先輩はメイド学園でお世話になっております。その御お姿すがたを見み間ま違ちがえるわけはありません」

　メイド学園というのは物部家の敷しき地ち内にあるメイド育成機関のことだ。ツギハも、エリカやチカコもそこの出身であり、このニヤは彼女たちの後こう輩はいなのだろう。

　スイカが満足げに言う。

「ということよ、トージくん」

「何がだ」

「あの時間帯にアリバイがないのも。そして犯行時刻に犯行現場近くにいたのも。このミス・ポンコツことツギハさんただ一人なのよ」

「いや、そいつがポンコツなのは同意だが、仮にそうだとしてもなんでそれが即そくツギハが犯人だということに繫つながるんだ？　近くといっても中庭ってことは南棟の外だ。関係ない。だいたい中庭なら俺もいた」

「じゃあトージくんは二時過ぎにどこにいたの？」

「俺は……」

　思い出す。そこが改変されていなければ、

「南棟付近から一いつ旦たん離はなれて、業者と石像の移動について相談していた」

　しかし中庭付近という意味では一緒だろう。だがスイカは俺の答えに満足げに、

「だからそのタイミングだったのよ」

　と笑った。

「どういうことだ？」

「まだわからないの？」

「わからんな。なぜならば仮にツギハが掃そう除じ前に南棟に侵しん入にゆうしていたとして、犯行時刻に書しよ斎さいに忍しのび込むことが出来たとして、犯行時刻頃に中庭にいたとして、脱だつ出しゆつの件はどうする？　渡わたり廊下にはエリカとチカコがいたんだろ？　彼女たちの目をかいくぐって降りてくるなんて器用な真ま似ねはツギハには出来ない。何も無い階段でも転こけて尻しり滑すべりを披ひ露ろうするアホだぞ？」

「そうね。じゃあエリカさんとチカコさんに訊たずねるけれど、さっきの通り、南棟からは誰も出てこなかったのよね？」

「私たちはつっつんを見てません」

「そうっす」

　二人は揃そろって首しゆ肯こうした。つっつんてのはあれか、ツギハのあだ名か？　まあいいが。しかし何のつもりだ？　スイカ。エリカとチカコの証言が固ければ固いほど、ツギハが南棟から出てきていない根こん拠きよとして強くなる。この二人はツギハの数少ない友人だ。ツギハに不利な証言などするはずもないのに、いったいなぜそのことを強調する。

「質問だスイカ。ツギハはどうやって脱出したんだ？　エリチカもこう言っているし、ニヤも外でツギハを見たと言っている。やはり最初から南棟になど入っていない、と考える方が自然だ」

「そのニヤちゃんの言葉が大事なんじゃない」

「なんでだ。ニヤの証言はむしろツギハが犯行当時に外にいたことの証しよう拠こだろう」

「そう？　私は思うのだけれど。エリチカさんの言うことと、ニヤちゃんの言うこと。どっちも真実だからこそ、見えてくる真相があるわ」

「何？」

　虚きよを衝つかれた俺の声は思わずひきつる。スイカはそれに気づいたか、いつになく妖よう艶えんな笑えみで俺を見つめる。

「トージくん。ほら、ツギハさんってちょっと変わってるトコあるでしょう？」

「何が言いたい？」

「ツギハさんってなんていうか、何してもダメですぐへこたれるしすぐ人の悪口言うし、ほんと自分の失敗棚たなに上げてなんでもかんでも自分の都合を押し通そうとするし、なんでメイドなんてやってるのかしら」

「スイカ様！　それはひどい言いがかりです！　そういうスイカ様こそしょっちゅう暴言吐はくし何か企たくらんで坊ぼつちゃまを拐かどわかそうとするし、変態だし、ひどいじゃないですか！」

　ツギハが簀巻きのまま食ってかかる。しかしスイカは少しも負けずに、

「何言ってるの。私は許嫁いいなずけだもん。ちょっとくらい無む茶ちやなお願いしても立場って物があるわ。あなたなんで従者のくせにえらそうなのよ。だいたいこの間だって、私の約束差し置いてトージくんってばあなたが庭の池の鯉こいを死なせたことを奥様に謝りに行く付き添そいしたのよ？　ちょっとありえなくない？」

「それを言うならスイカ様だってこの前のパーティで私が止めるのを聞かずに坊ちゃまで人体切断マジックやろうとして失敗しかけてあわや大だい惨さん事じだったじゃないですか！」

　醜みにくく罵ののしり合いを始める二人。俺は目め眩まいを覚えて二人を止める。

「お前ら、状じよう況きようをわきまえろ。話が横よこ滑すべりして戻もどって来られなくなるぞ。お前らは似たもの同士だから安心しろ」

「そんな坊ちゃま！　だってこの妖よう怪かい雌めす狸だぬきが！」

「ひどいわトージくん！　私をこんな女うっかり八はち兵べ衛えと一いつ緒しよくたにするなんて」

　間ま違ちがいなく同属だ。は、さておき。

「で、スイカ。話の続きだが」

「あ、そうか。ツギハさんが人と違うところよ。私知ってるわ。トージくんだって知ってる。そしてここにいる方々も、前からツギハさんを知っている方ならきっと知ってると思う」

　スイカはそう言って、周囲をぐるりと見回す。皆みな、その意図がくめないのか黙だまっている。しかし、俺は違った。

　なるほど。たしかに。

　スイカの言うとおり、ある。そして理解する。だからツギハなのだ。スイカは、そのやり方で脱出を実行できる人間がツギハしかいないことに気づいた。だから……。

　スイカは口滑なめらかに喋しやべる。

「ねえ、トージくん。すっごい昔だけど、この子ってば、私たちの見てる前でこのお屋や敷しきの五階から落っこちたことあるわよね」

　ある。ずいぶん昔のことだが、そのときは。

「そのとき、この子たしか傷ひとつ無くてしゃっくりだけで済んだっけ。覚えてる？」

「……覚えてる」

　その通りだ。それに。

「それに、いつか裏山からイノシシが突とつ進しんしてきたときも逆にはね飛ばしたよね。あのときは夜ごうせいな猪しし鍋なべをご馳ち走そうになったわ。他ほかにも……」

「いや、いい」

　俺はスイカの話を打ち切った。

　そうなのだ。ツギハは、なんでか知らないが異常に頑がん丈じような肉体を持っている。多少雑に扱あつかっても全然壊こわれないのだ。だから。

「スイカ。お前の言いたいことは分かった。要するに、ツギハなら『窓から飛び降りれる』ってことだな？」

　スイカは満足げに笑った。

「そうよ。だからツギハさんは、階段にいるエリチカさんに見つからずに書斎から逃にげ出せるの。そして、その脱出直後の瞬しゆん間かんをニヤさんは捉とらえたのよ」

　スイカの言っていることはこうだ。予あらかじめ南みなみ棟とうに潜ひそんでいたツギハは、ニヤが書斎のドアを開けた後、そしてニヤが書斎の掃除を終えてドアを開けたまま階段の掃除に向かった隙すきをついて書斎に忍び込む。ウォークイン・クローゼットの中に潜み、ニヤが去るのを待つ。金庫を開けて書類を盗ぬすむ。金庫の暗証番号は親父おやじのバカがテレビの脇わきに付ふ箋せんで貼はっておいたので、誰にでもわかる。そしてエリチカが渡り廊ろう下かの掃除を始める時間まで待って、窓から飛び降りて脱出。渡り廊下の掃除まで待ったのは、アリバイを作るため。あるいは、それまで俺が南棟の近くから離はなれなかったからかもしれない。そして、犯行が思ったよりも早く露ろ見けんしてしまったのは、ニヤがうっかり書斎の鍵かぎを閉め忘れていたから。もし計画通り進めば、犯行は最大で次の掃除のとき……二日後まで誰にも気付かれなかったかもしれない。

「以上よ、トージくん。この脱出を実行できるのはツギハさんだけ。そしてその時間に仕事がなかった使用人さんもツギハさんだけ。だから、彼女が犯人」

「……待てスイカ。その推理には穴がある」

「いいわ。言って？」

「ツギハは高所恐きよう怖ふ症しようだ。高いところから飛び降りることなど不可能だ」

　世界塔とうのクエストでもしょっちゅう下を見下ろして震ふるえているほどだ。自分から五階から飛び降りるなど無理だろう。しかしスイカは、

「トージくん。彼女が高所恐怖症だっていう証拠は？」

「いや、そんなのコイツがいつも言ってるだろう。お前の言ったその、屋敷から落ちたときの恐怖で高いところがダメになったって」

「それってつまり自己申告よね？　そんなのは証拠にならないわ」

　そう、とりつく島もない。くそ。俺は焦あせって何か他にないかと考える。

「じゃ、じゃあ。他にもある」

「なに？」

「中庭に飛び降りたのなら、窓の下は生け垣がきだ。そこに落ちたら痕こん跡せきが残る。そんなものがあったか？　生け垣ならツギハが証拠を隠いん滅めつしようとしてもそんな器用な真似は出来ない」

　だから『飛び降りる』なんて方法はない。と思ったのだが、スイカはあざ笑うように呟つぶやく。

「だめよ、そんなんじゃ」

　そして。

「足あし跡あとなんて。そんなもの知ってるくせに。だってトージくん、あなたその中庭で朝から何をしてたんだっけ？」

「何って、そりゃあ……」

　言いかけて、固まる。そうか。我ながら愚おろかなことを言ったものだ。

　痕跡なんて残るはずがない。

　だって生け垣なんて無いのだから。俺は中庭に畑を作ろうとして朝から土の入れ替かえ作業をしており、生け垣は午前中のうちにごっそり移動させてしまった。そのうえ中庭中の土はほじくり返されて、たとえ足跡や落下痕あとなんてあったとしても豊ほう穣じような大地と共にごちゃ混ぜだ。

「だ、だったら……そうだ。飛び降りたという証拠がない」

「でも証言があるんだって。落下音と、土まみれのツギハさん。不服なら反証を用意して。ねえツギハさん。あなたなんであの時刻にあそこで土まみれになってたの？」

　スイカはそう、簀巻きのツギハを見た。ツギハは急に話を振ふられたせいかビクッとして、そして慌あわてふためく。

「え？　いやその、私……」

　そしてひとしきり狼狽うろたえた後、こう答えた。

「……あれ？　どうしてでしょう。思い出せません。私、その頃ころの記き憶おくがすっぽり抜ぬけております」

　そうか。

　答えられるわけがない。だってその頃の記憶をツギハは持たないのだから。ツギハはその頃、ブルドーザー操作を始めていた。しかしそれは世界改変モンタージユで『なかったこと』になっており、ツギハの行動はツギハの知らない形に書き換かえられている……ということか。

　俺は慌てて助け船を出す。

「そうだ、スイカ。動機は何だ？　コイツにウチの重要書類を漁あさる理由がどこにある？」

「そんなの」

　スイカはツギハから視線を俺に戻すと、子供をあやすように言う。

「必要？　なら順次調べるわ。私は思うんだけど、ツギハさんってそもそもここに来る前にどこにいたのか全然わからない人じゃない？　だったら、そもそも誰だれかのスパイっていう可能性だって否定できないわ。だったらこれまでのわざとらしい足引っ張りにだって理由がつくと思わない？」

　コイツのへっぽこがわざとなら神をも恐おそれぬ演技力だが。は、いい。確かに動機なんてあとから解明すればいいことではある。俺たちは警察ではないのだから。

「じゃあ、書類をどこに隠かくした？」

「それもこれから確かく認にんすればいいことでしょ？　トージくん、時間稼かせぎの質問はよして」

　図星を指されて俺は言葉を無くす。

「おしまいのようね？」

「しかし……」

「あのね。トージくん」

　スイカが屈かがみ込んで俺に諭さとす。

「物部家に常じよう駐ちゆう使用人がフニャ百人いるのか知らないけれど、その中から容疑者を絞しぼり込む方法はたった二手順。まずは犯行するヒマのある人を探すこと。次にその中から犯行するテクのある人を探すこと。そして現在その両方を満たすのは月ツキノノ目メ次ツギ葉ハただ一人。そのうえ目もく撃げき証言もドンピシャ。したがって、彼女を最重要参考人にすることは不誠実な話ではないわ。もし異論を唱えるならば、根こん拠きよを明示してくれないと」

「しかし、やってない証しよう拠こなど……」

「トージくん。何も私は悪あく魔まの証明をしろと言っているんじゃないわ。求めているのは『やってない証明』ではなくて『ツギハさんが容疑者から外れる合理的な理由』よ。たったこれだけ。これだけ私たちにみせてくれたら、次の段階に移れるの。私たちの目的はツギハさんを犯人にすることじゃないわ。犯人を見つけ出そうとするうえで、ツギハさんが犯人である可能性の検証は避さけられない道であるというだけ」

　……ダメだ。スイカは教育で名を馳はせた住良木家の長女。本気を出したらその頭脳の明めい晰せきさ知識の豊富さは俺なんかをはるかに凌りよう駕がする。少なくとも、こんな付け焼き刃ばの推理合戦じゃ勝ち目なんてあるはずもない。

　スイカは嫌いや味みでもなくただ優ゆう雅がに微笑ほほえむ。

「沈ちん黙もくは白旗ね。じゃあ、ケムマキさん」

　そしてスッと横に視線を向けると、ケムマキに指示を出す。

「監かん視しをお願いね。私、このことを奥様にご報告しなくてはならないから」

　ケムマキは無言で頷うなずいた。

「坊ぼつちゃま、私……」

　ツギハが悲痛な声で言う。すまない、すぐに助けてやるには手持ちの武器が少なすぎる。

「私、足がむくんできました！　このままエコノミー症しよう候こう群ぐんになったらどうしましょう！」

　なってしまえ。




　　　　◇




　俺は一いつ旦たん部屋に戻もどると、途と方ほうに暮れてソファに沈しずんだ。意味が分からない。親父の書しよ斎さいに何者かが侵しん入にゆうし、重要書類を持ち去った。ここまでは百ひやつ歩ぽ譲ゆずっていいとしよう。そういうことはあるだろうし、そういうことを想定して警備している。それが想定外の方法で破られて警備の隙を突つかれてしまうこともあるだろう。

　だが、それを行ったのがなぜツギハということになるんだ？　あの裏表の持ちようもないペラッペラの駄だ女おんなが、なぜ犯人にされる。何か裏がある。

　もしかすると、以前あったように誰か他の世界塔の守護者のはたらきかけによるものかもしれない。他の守護者による世界改変モンタージユで、真実がいいように書き換えられている可能性。だとしたら、見破る方法なんてないぞ。参ったな。

　と考えているウチにいつの間にか眠ねむりこけてしまい、俺が目を覚ましたのは部屋のドアがノックされた音によってだった。

　いかん、寝ねていた。なんて慌てて身を起こす。

「誰だ？」

　ドアの向こうに問いかける。さて、スイカか？　それともツギハが解放されたか？　と思っていると、返事は男の声だった。

「おう、俺だ」




　間宮麿人は俺の従兄弟いとこにして、悪友だ。友人と呼ぶには俺はこいつをバカにしすぎている。だってこいつバカなんだもん。

　そんなバカはなぜか松まつ葉ば杖づえをついて部屋に入ってきた。

「どうした？　さっきまでそんな怪け我がしてなかったよな？」

「ん？　ああ。あのあと中庭を散歩してたらブルドーザーが急に突っ込んできてよ。土と一いつ緒しよにすくわれてかき分けられて死ぬかと思ったよ」

「中庭は工事中だと言っただろうが」

　おそらくツギハに操縦されるはずだったあのブルドーザーのことだろう。こんなむさ苦しい男が目の前を小学生のようにウロチョロしてたらさぞ迷めい惑わくだったろうに。

「あーあ。今日の夜はライブだったのに。これじゃ無理だよ」

「ライブ？」

　って言ってから思い出す。

「ああ、あの何とかってアイドルか」

　するとマロンドは身を乗り出すと、

「若わか草くさひかるだよ。いい加減覚えろ」

　そう言ってケータイを取り出し、待ち受け画面の黒くろ髪かみ少女を見せつけた。

「いい歳とししてアイドルの追っかけとか、よくやるな」

「馬ば鹿か言うな！　ひかるをそんじょそこらのアイドルと一緒にするな！　彼女は努力家で、でもその苦労を一いつ切さい俺たちに見せることなくだな──」

「いや、お前が知ってるってことはその苦労は意図的に公開されたものだろう」

　俺が正論を言うと、

「うるさい！　とにかく──」

　そしてどうでもいい御ご託たくが始まる。

　何度も聞いたよ。やれ笑え顔がおが神こう々ごうしいとかダンスが神がかっているとかトークがキュートで小こ悪あく魔ま的だとか歌声が天使のようだとか、五人とか十人とか四十八人とか人数に頼たよらない唯ゆい一いつ無二の絶対神だとか、過去と現在と未来を同時に内包した全にして一であり一にして全である者だとか、神か悪魔か天使かヨグ=ソトースかハッキリしろ。面めん倒どうくさい奴やつだ。

「で？　わざわざそれを報告しに来たのか？」

「まさか」

　マロンドは勝手に勉強机の椅い子すを引っ張り出すと、ギプスにくるまれた足を放ほうり出して腰こしを下ろした。背の高い男なので、細長い木の枝が横たわっているように見える。

「なんかスイカちゃんが張り切ってんな」

「ああ、困りものだ」

　俺がそう言い捨てると、木の枝は溜め息混じりにこうきり出した。

「なあトージ。俺はときどき思うんだ」

　夕方の部屋は薄うす暗ぐらく、そろそろカーテンを引こうかと思う。けれどもマロンドだからまあいいか。俺はソファに寝っ転がったままその様子をちらりと見やる。

「お前の思うことなどたかがしれているが、一応聞いてやろうじゃないか」

　マロンドはいつものずんぐりと背の高い様で、シャツに真夏だというのにきっちりとネクタイを締しめている。ネクタイの柄がらは……なんと蝶ちよう番つがい柄だ。あんなものいったいどこで売っているのだろうか。

「たとえばトージ」

　そうして始まったマロンドの話は、いささか奇き妙みような物だった。

「今俺たちの目にしているこの世界は、本当に実在するのだろうか」

　一いつ聴ちようして意味が分からない。

「何の話だ。くだらないたとえ話を聞く気はないぞ」

「いや、ひとまず聞いてくれよ。あのさ、夢の世界と現実の世界の垣かき根ねがなくなることって無いか？」

「夢？　いや、言っている意味が分からん」

「言葉通りの意味だ」

「言葉通りに捉とらえるのなら、ない。だいたい夢の中なぞ、辻つじ褄つまのあっていることの方が少ないだろう。それに目覚めたらほとんど覚えてなどいない。だからふと記き憶おくを探さぐる中で夢に見たシーンが過よぎったとしても、その滑こつ稽けいさにすぐに気付く。だからわかる。ああ、これは夢で見た話だ、とな。現実とごっちゃになることなんてない」

「そうか」

　マロンドはふと俯うつむいて、ポケットに手を突っ込んだ。その様はどこか哀あい愁しゆうに満ちていて、俺は一つのことを思う。訊たずねる。

「お前は違ちがうのか？」

「まあ……な」

　面倒そうな話だ。こっちはツギハのことだけでも頭が痛いのに。しかし、一時の気分転てん換かんにはなるかもしれない。そう思って俺は言う。

「聞こうじゃないか」

　安心したように頷いて、マロンドは話し出す。

「夢の中にも、この世界と同じような世界が広がっていて、同じような日常が繰くり広げられているんだ」

「同じような？」

「そう」

「つまりお前は寝ている間にも別の『現実』で生活している、とでも？」

「そこまで厳密じゃないんだが、なんていうか、二重生活とでも言うのか。別に夢と現実の区別がつかないといっているわけじゃない。夢の中にも世界があって、そこではそこで時間が流れている。『垣根』がないんだ。なんつーか、俺は現実世界で寝ながらにしてもう一つの生活を送っているという感じだ」

「その世界はこことまったく同じなのか？」

「まったく同じ、ってわけじゃない。けれども基本は同じだ。学校があって、両親がいて、お前やスイカちゃんや、ツギハさんもいる。でも百パーセント同じわけじゃない。家の作りとか、学校までの道順とか、微び妙みように違っていたりする」

「それは現実の記憶を夢で再構築しているだけだろう。よく言うだろ。夢で見た内容は必ず現実のどこかで目にしたことのある内容だと。どこかで……電車の中でも漫まん画がでもドラマでもいい。そういうもので目にした内容が、再構築されて違った形で登場しているに過ぎない」

「だったらいいんだが」

「なら何がダメなんだ。そんなふうにぼんやりしているから怪我するんだ。鳥に攫さらわれたりケーキにあたって入院したり」

　マロンドは息を吞のみ、探るように言った。

「それだよ」

「どれだよ」

「なあトージ。俺は前にもこの話をしたよな？」

　俺は一応、ざっと記憶を辿たどってから答える。

「……初耳だな」

「俺はさっきも言ったとおり、夢と現実の区別がつかないなんてことはない。そしてだな、トージ。現実のお前はときどき奇妙なことを言う。鳥だとか、ケーキだとか」

「意味が分からん」

「俺には確かに鳥に攫われたりケーキにあたって入院したりした記憶はある。けれどもな、いいかよく聞けよ？」

　そして一いつ拍ぱくおいて、

「それは、この現実世界の出来事じゃない。あくまでも俺の夢の中での話だ」

　マロンドはそこで言葉を切って、俺の反応を窺うかがう。しかし俺はその言葉の意味がうまく飲み込めず、ただ黙だまるのみ。するとマロンド、

「整理するとだな」

　深呼吸を挟はさみ、彼は自じ嘲ちよう気味にこう結論づけた。

「俺の夢とこの現実世界は勿もち論ろん違ちがう。なのに俺の夢の中の出来事を現実のお前が知っている。つまり、夢の中のお前と現実のお前が繫つながっているんだ」

「……予知夢って奴か？　ばかばかしい」

　無理やり吐はき捨てる俺に、マロンドは溜め息をつく。

「予知夢っていうか、時間はまちまちだ。夢で経験してから現実化することもあれば、お前に言われてから夢で経験することもある」

「知るか」

「まあ、伝わらないのも無理はないんだが……。なんせ自分でも何を言っているのかよくわからん」

　悲しげに、マロンドはポケットから真新しい薄うすい板を出した。それは蝶番だった。彼は慈いつくしむような目つきでそれを見つめると、絹のハンカチで柔やわらかく磨みがき上げ、もう一度溜め息をつく。

「話を変えよう。トージ」

「それがいい」

「だが、変えると言っても、違う側面から見る、ということだ」

　どうやら話が変わることはなさそうだ。

　俺は諦あきらめて窓の方へ視線を飛ばす。夏の夕暮れ独特の湿しめった匂においが漂ただよってくる。

「俺は思うんだが、夢と現実。そういう言い方をしたのが混乱の元だ。だからこう言い換かえよう。この世には、今こうして俺たちが認にん識しきしているのとは別の世界が存在する」

　マロンドは手の中の蝶番を見つめながら静かに言う。

「わかりやすく言え」

「パラレルワールドだ」

「それはあれか。この世にはこの世界以外にも無数の世界が同時に存在していて、それぞれの世界にお前や俺がやはりいて、同じように、けれどもちょっとずつ違う生活をしている──みたいなアレか」

「そうだな。シュレーディンガーのなんとかとか、ブレーンワールドとかその類たぐいのアレだ」

　観測するまで複数の可能性が混在しているだの、世界は見えない膜まくのように重なっていてすぐ傍そばに異世界があるだの……そこまで面倒くさい話をする気はないので、俺は受け流して問う。

「それがどうした？」

「俺は思う。いいか？　真しん剣けんに聞いてくれ」

　そう前置きしてマロンドの言った言葉は。

「俺は、自分が複数のパラレルワールドを経験しているんじゃないかって感じるんだ」

「疲つかれてるんだろ。帰って寝ねろ」

「たとえばトージ。お前との話だ」

　一刀両断した俺だったが、しかしマロンドは俺の気き遣づかいを無視して話し続ける。

「トージ。俺は、さっき言ったな。お前とこういうふうに話したことが前にもある。場所はどこだっていいが、まったく同じことはない。ただし、似たようなシチュエーションはあった。この部屋で、こんな時刻で、季節はもう少し早かったが。そして、そのときは傍かたわらにコーヒーがあって、お前はそこにミルクを入れて飲んでいた」

「あ？　なんだお前喉のどが渇かわいていたのか？　言ってくれたら用意させたのに」

「いや、いい。俺が気になっているのは、何で前回コーヒーがあったのに今回はないか、だ。なんで完全に同じではないのか」

「それは……」

「いや、答えなくていい」

　マロンドは夕日の沈しずみかける外を見つめながら言う。

「答えなくていい。単純なことだ。前回はツギハさんがいて、コーヒーを淹いれてくれたんだ」

「それはあいにくだったな。ツギハは知っての通り今は簀す巻まきの状態だ。無事に片付いたら好きなだけ飲めばいい。確かにアイツの淹れるコーヒーはうまいからな」

「ああ。まったくお前は羨うらやましい」

「言いたいことはそれだけか？　要するに今度コーヒーを飲ませろ、と」

「勿論違う」

　マロンドは蝶番を見せびらかす。そして久々に俺の目を見て言った。

「お前と前回話したとき、俺はこれの代わりにチェッカー盤ばんを持っていた」

「……チェッカー盤？　ゲーム盤がどうした？」

　眉まゆをひそめる俺にマロンドは続ける。

「何かがずれているんだ。そこが、俺が気にかかっている理由だ。俺は俺の記憶の中で何度も同じような話をしているのに、微妙に細部が違う。似たような記憶が一つだけならデジャブとか夢とかで済ませてもいい。だが、複数の微妙に異なるパターンが存在する」

「分かるように言え」

「もし、だ。俺のこの仮定があっていれば、の話だが」

「なんだ」

　そしてマロンドは、冗じよう談だんともそうでないともつかない口調で言った。

「俺が平行世界を移動しているのではなく、この世界が書き換えられている」

　窓の外はすっかり暗い。夏といえども一度日が陰かげりだすと落ちるのは早いものだ。沈ちん黙もくしているとエアコンの音が妙みように気になって、俺は誤ご魔ま化かすように口を開く。

「冗談だろ」

「いいや。たとえば、俺の記憶の中ではあるときはツギハさんは今日みたいに何かの事件の容疑者になったりはしていなかった。だからコーヒーが出た。今回はスイカちゃんが出てきたり何だりこんがらがって、あのケムマキって奴やつに拘こう束そくされている。だからコーヒーは出ない。別の時は、ツギハさんはお前のお母さんに叱しかられて、代わりにスイカちゃんの淹れたコーヒーを飲んだ。卒そつ倒とうした」

「……それがなんだ」

「微妙に姿を変えて、繰り返されているんだ。世界は何度もツギハギされて、モンタージュされている」

　心臓が急に鼓こ動どうを速める。俺は話を逸そらそうと、マロンドの手の中を指さす。

「で、その蝶番は？」

「そこだ」

　どこだ。

「いいかトージ。世界と世界を分断する物とはなんだ？」

「分断？　それは……空間と空間を切り分けるもの、ということか？」

「そう捉とらえてくれていい」

「そりゃ……パッと思いつくものでいいなら、壁かべとか、海とか空とか、そういうものだろう」

「海や空は自然にある物で、空間を分断しているとは言えない。地続きだ」

「じゃあ壁か？」

「そう。その中ではそれがいちばんイメージに近い」

「近い、か。じゃあ正解はなんだ」

「これだよ」

　そう言ってマロンドは、さっきからくるくるさせている蝶番を俺に見せる。

「何言ってんだお前。ホームセンターの回し者か？」

「真面目まじめだよ。いいかトージ。この世界は、壁で分断されている。では、世界と世界を行き来するにはどうすればいい？」

　俺は腕うで組ぐみ、鼻で嗤わらって言う。

「その文脈で答えるなら、壁をすり抜ぬけるってトコか」

「そうだな。そのためにはどうする？」

「知るかよ。あ、二重スリットだかトンネル効果だか、それ的なアレか？」

　壁に向かってボールを投げ続けたらボールが壁をすり抜ける可能性は理論上ゼロではない、とかなんとか……。しかしマロンドは首を横に振ふり、

「そんな奇き跡せきを待たなくてもいいだろ。人間なら誰だれしも、普ふ段だんからやっていることだ」

　そして蝶番をパタパタと開閉して見せた。その様に、俺は彼の意図を理解する。

「ああ。ドアを開けるってことか」

「そうだ。ドアってのが、世界を移動するのにもっとも重要なファクターだ。窓でもいいがな。では質問。ドアの本質とは何だ？」

「また質問かよ。いい加減にしろよ。ドアはドアで、それ以上でも以下でもない」

「違ちがうんだトージ。ドアは最小単位じゃない。世界を分断するのが壁。壁をすり抜けるための道具がドア。じゃあ、ドアを形成する物は何だ？」

　マロンドは蝶番のパタパタを速める。パチパチパチと乾かわいた音が性急に響ひびく。

「……お前、まさかそれが蝶番だって言うんじゃないだろうな？」

　パチン、と蝶番が一ひと際きわ強く音を立てた。

「そう。その通り。ドアは、蝶番の巨きよ大だいな末まつ端たん部分に過ぎない。重要なのは蝶番だ」

　マロンドの手の中で、蝶番は今度はきこきこと鳴らされ始める。コイツは何が言いたいんだ。

「トージ。俺は、今回の事件にはこの蝶番が絡からんでいると思う」

　そのとき。

　俺の胸むな元もとで何かが振しん動どうした。何か、なんて考える必要もない。それはペンダント。

　世界塔とうの通知だ。





『来きたるべき時を迎むかえるとき、私たちは巨大な光となって暗くら闇やみとともにこの世界に包まれるでしょう』






　ペンダントの文字を見つめて沈黙する俺に、マロンドは蝶番を差し出して言う。

「なあトージ。もし必要なら、お前にこれを──」

「マロンド」

　俺はその言葉を遮さえぎって、ソファから立ち上がった。

「続きは後だ。ちょっと用事が出来た」







　STEP3　深夜の晩餐、またはＵＦＯは何の為に上昇するのか







　俺は階段を駆かけ下り、別べつ邸ていへ向かう。マロンドがおかしいのは今日に始まったことではない。しかし今日はいつも以上に異常だ。何か、いやな予感がする。

　向かった先は《板の間》だった。

　俺を見るなり、ステージ上を監かん視しし続けていたケムマキが冷たい声を放つ。

「何か御ご用ようですか？」

「ケムマキ。すまないがツギハを貸してくれないか？」

　すると彼女は無表情に、

「なぜ私にそのような質問をされるのですか？　奥様やスイカ様に許可を頂けばよろしいかと」

「二人とも、すんなりと話を聞き入れてくれる人物じゃないのでな」

「……私の方が奥様やスイカ様よりも与くみしやすし、とお思いでしたら、それは嘗なめられたものです。坊ぼつちゃん」

　ケムマキは低く言う。

「坊ちゃま！　そうですよ！　奥様を説得してくれないと、私明日からお給料が支し払はらわれるかどうか不安になりながら働かなくちゃいけません！」

　ツギハがブラブラゆれながら割って入る。お前は黙だまっていろ。ツギハを無視して俺はケムマキに続ける。

「お前ならたやすいとは思ってないさ。しかしスイカを相手取るよりはまだ可能性があるとは思った」

「可能性？　私に勝てるとお思いですか？」

「違う。お前なら会話が出来ると考えたんだ。スイカや母は思い込みが激しいからな。なあケムマキ。お前は本当にツギハが犯人だと思っているのか？」

「どうでもいいです。私はツギハさんのことはよく知りません。坊ちゃんのお気に入りだというのは存じていますが、その程度です。そして、私はスイカ様に従うように奥様から仰おおせつかっております。『何なん人ぴとたりとも受け入れるな』、それが全すべてです」

　むう。やはり話の通じる相手ではないか。

　煙ケム巻マキケイトは構えもせずに俺を見る。棒立ちで、何の素そ振ぶりもなく突つっ立っているだけだが、隙すきだらけのようでいて一分の隙もないように見える。

　厄やつ介かいな話だな。

　俺はこれから世界塔に行ってクエストをクリアせねばならない。この異常事態は既すでに俺の力を超こえていて、ツギハの濡ぬれ衣ぎぬを晴らすには世界改変モンタージュでなんとかするしかない。しかし、そのためにはその後ろで簀す巻まきになっているツギハを連れて行かなければならない。そのためには、今ここで俺の目の前に立ち塞ふさがる物モノノ部ベ家暗部・ケムマキを倒たおさねばならない。

　俺に出来るか？　身内とはいえ、マジ物の暗殺者だ。一方俺は……。

　いや。考えている場合じゃないな。

　俺だって、物部家最強と言われたメイド長から手ほどきを受けた身だ。

　やってやろうじゃないか。

「悪いが、ケムマキ」

　俺はスッと半身に構えてステージ上の彼女を睨にらみつける。

「ばあやの一番弟で子しとして、お前を倒す」

「……やれるものなら」

　ケムマキは少し笑ったように見えた。しかし、まだ相変わらず構える気配は見せない。

　……嘗められたものだ。

「いくぞ！」

　俺はその場で両手を前に突き出し、それから頭上に掲かかげたあと更さらに左右にゆらりと広げる。見せてやろう。必殺の物部蛇だ蝎かつ拳けんを。

「今からお前に、この世の物とは思えぬ光景を見せてやる」

　解説しよう。

　物部蛇蝎拳とは、自らの両りよう腕うでをヘビに見立てて突とつ進しんと共に奇き妙みような動きで拳こぶしを繰くり出し、相手の虚きよを衝ついて喉のど元もとに一いち撃げきをぶち込む技わざである。これは五代前の我が祖先・物部龍リユウ之ノ介スケが三年に及およぶ山ごもりの末に辿たどり着いた境地。受けた相手はまるで毒どく蛇へびの牙きばを喰くらったが如ごとく苦しみのあまりのたうち回り、最悪絶命する。禁じ手とされてきたが、コイツが相手ならそうも言っていられない。

「はああぁああぁぁ──！」

　俺はケムマキに向けて突進する。踏ふみ込んで、ひとっ飛びにステージに駆け上がる──行ける！　今日は身体からだが快調だ。このスピードは、そう。数年前にばあやから初めて一本を奪うばったとき以来の──。

「──ごふっ！」

　次の瞬しゆん間かん、俺の身体は宙に吹ふっ飛んで、そして絨じゆう毯たんの上に叩たたきつけられた。眉み間けんに強きよう烈れつな一撃を喰らったのを感じる。

「……ばっ、馬ば鹿かな……。俺の物部蛇蝎拳が破られるとは……」

　目め眩まいを覚えつつ顔を上げると、ケムマキは仁に王おう立だちのまま俺を見下ろしていた。そして、笑え顔がおとも無表情ともつかない顔つきで言う。

「坊ちゃん。今の技、スピードは上々でしたが、いちばんのキモとなる筋肉のしなやかさがまったくありません。これは女性のしなやかな身体なみの動きが要求される技、今のように全身がちがちに緊きん張ちようされている坊ちゃんでは、本来の実力の十分の一も出せていないことでしょう」

　くそ……。

　いや、まだまだ。俺は立ち上がる。頭を振り、ケムマキを睨みつける。

「いいや、まだまだだケムマキ。なんとしてもツギハを返して貰もらうぞ」

「ぼ、坊ちゃま！　そんな私のためにご無理をなさらず……」

　背後で簀巻きで宙ぶらりんのツギハが声をあげる。馬鹿者。お前の為ではない。この物部家の為に決まっているだろうが。

「お前は黙ってろツギハ」

　俺は片足を上げ、上体を水平に倒す。顔をケムマキの正面に向け、睨みつける。

「くらうがいい。伝説の物部烏う骨こつ鶏けい拳けん」

　解説しよう。

　物部烏骨鶏拳とは、鳥の羽ばたきを真ま似ねた象形拳である。これは九代前の我が祖先・物部勘カン九ク郎ロウが飼っているにわとりを絞しめようとしたときに全力で刃は向むかわれてズタボロになった反省から編み出されたものだ。余談だが物部勘九郎は料理の腕うでも一流で、そのレシピは百年以上経たった現在でもなお物部家の秘伝として伝承されている。正月や誰だれかの誕生日のときに盛大に振ふる舞まわれる物部フルコースの原型を作ったのも彼である。今でも鶏とり肉にく料理の準備のために鶏にわとり小屋ではたくさんのシェフがこの物部烏骨鶏拳を使ってにわとりどもと死し闘とうを繰り広げている。そう、まさに自然と人類の命がけの戦いの中で生まれた究極の奥おう義ぎなのだ。

「はああぁああぁぁ──！」

　俺はケムマキに向けて突進する。──行ける！　身体から力がみなぎってくる。今なら去年俺を地につけたあの軍鶏シヤモにもリベンジできそうだ──。

「──ごふっ！」

　次の瞬間、俺の身体はきりもみしながら宙を舞まい、そして絨毯にめり込んだ。

「……ばっ、馬鹿な……。俺の物部烏骨鶏拳が破られるとは……」

　鼻血を流しながら俺は立ち上がる。

　ふらつきながら立ち上がると、ケムマキは仁王立ちのまま俺を見下ろしている。

「坊ちゃん。ひとつお伺うかがいしますが、にわとりを捕つかまえるのがせいぜいの技が、人間の……しかも物部家暗部である私に通用すると思ったのですか？　坊ちゃんはアホでしたか？」

　その口調には呆あきれが込められている。

「ケイトさん！　坊ちゃまは割とストレートに罵ば倒とうすると傷つくのでもっとやんわり言ってあげてください！」

「お前は黙ってろツギハ！」

　俺は鼻血を拭ぬぐうと一層強い眼まな差ざしでケムマキを睨みつける。

「ケムマキ。お前は確かに強い。しかし、かといって完かん璧ぺきな存在じゃない」

「坊ちゃま！　私の為にそんなボロボロに……どうしよう。私、まるで囚とらわれの姫ひめみたい。やだ素す敵てき！」

「……お前はホントに黙ってろ」

　俺は片足を上げ、上体を水平に倒す。顔をケムマキの正面に向け、睨みつける。

「くらうがいい。最終奥義・物部羊よう頭とう拳けん」

　解説しよう。

　物部羊頭拳とは、拳にオーラを纏まとわせて二本の角に見立て、突進して相手を貫つらぬく必殺奥義である。これは三代目物部家当主・物部阿ア太タ羅ラが飼っている羊をオオカミから守る為に、羊たちにもできるオオカミ撃げき退たい武術として考案した物だ。しかし羊は人語を理解することが出来ないため、羊に習得させるという目もく論ろ見みは儚はかなく散った。しかし物部阿太羅よ。悲しむことはない。その技はこうして数世紀の時を越え、あんたの子孫が復活させたぞ。ばあやから修練を施ほどこされた数多あまたの人間の中でも俺だけが習得し得た幻まぼろしの技、喰らうがいい──。

　次の瞬間、俺の身体は竜たつ巻まきに巻き込まれたように舞い上がり、天てん井じようのシャンデリアに打ち付けられた。そしてそのまま絨毯の上に落下する。

「坊ちゃま！」

　ツギハが叫さけぶ。しかしなんということだ。身体に力が入らない。「坊ちゃま！」とツギハが重ねるが、返事する気力もない。

「……ばっ、馬鹿な……。俺の物部羊頭拳が破られるとは……」

　ケムマキが無情に言う。

「坊ちゃん。坊ちゃんは確かに一いつ般ぱん人に比べればそこそこお強いでしょう。しかし、私は違ちがいます」

「く、くそ……ばあやの技の品格を下げてしまった……」

「更に申し上げますと、坊ちゃんの師し匠しように当たるそのばあや……物部家のメイド長ですが、彼女は私から一度も敗北を奪ったことがございません。所しよ詮せんは表の稼か業ぎようのお遊び。我々にはそのような技は児じ戯ぎに等しいです」

「しかし……俺が負けるわけには……」

　俺は耳血を拭うと、最後の気力を振り絞しぼって立ち上がる。

「坊ちゃま！　死にます！　殺されます！」

　簀巻きが悲鳴を上げる。俺はその声に応こたえる気力も最も早はや無くて、ただケムマキを睨みつける。はたしてその瞳ひとみに力は宿っていただろうか。すると、さっきから一度も構えの姿勢を見せなかったケムマキがゆらりと動いた。

「坊ちゃん。私に真正面から挑いどんできたその度胸に敬意を表し、一撃で終わらせます」

　その言葉の終わりと同時に、俺はその目にケムマキの動きを一いつ瞬しゆんも捉とらえることなく意識を失った。




「……ここはなんだ？」

　俺が目覚めると、目の前はどこかの部屋だった。そして自分の身体が妙みように不安定だ。上下もよく分からない。身体をねじろうとして、初めて自分が拘こう束そくされている事に気づいた。

「あ、坊ぼつちゃま起きましたね」

　隣となりで聞き覚えのある声。見ると、

「あ、ツギハ」

　ツギハがさっきと同じような姿勢で簀巻きになっている。ということはここは《板の間》のステージ上か。そんな中、ツギハの視線は俺と同じ高さで、それはつまり……。

「俺、今どうなってる？」

「はい、私と同じです」

　簀巻きで宙づりにされていた。

「坊ちゃま、私とおそろいですね！」

　相変わらず状じよう況きようを正しく認にん識しきしていないのか、ツギハはとんちんかんなポイントでニコニコと笑顔を見せている。まったくコイツは……。

「俺は、いったいどのくらいの間失神していたのだ？」

「そうですねえ……たぶん二、三時間だと思いますよ。時計がないから正確な時間は分かりませんが、坊ちゃまが倒たおされてケイトさんが坊ちゃまを古雑誌を梱こん包ぽうするときのテクニックで簀す巻まきのぐるぐる巻きにしてここにぶら下げて、それから私は軽く居い眠ねむりしてさっき起きたところです。そんなに寝ねた感じがしないのでたぶん二、三時間であってると思います」

　そうか。お前よくこの状況で居眠りできるな。

　と、目の前の廊ろう下かの奥からケムマキが歩いてきた。

「起きましたか。坊ぼつちゃん。たっぷり八時間はお目覚めにならなかったようですね」

「あれ？　そんなに経ってたんですね」

　さすがツギハ。あてにならない。

「ケムマキ。お前、俺をこんな目に遭あわせていいと思っているのか？　俺はこの家の重要人物だ。それを守る事がお前たちの役目であり、こんな状態にすることはお前の仕事ではない」

「ご冗じよう談だんを」

　ケムマキは少しも動じずに答える。

「坊ちゃん。物事には、なんにでも優先順位という物がございます」

「優先？」

「はい。今回の旦だん那な様の書しよ斎さいからの書類盗とう難なん事件。そこにいる月ノ目次葉が現在のところ最重要容疑者ですね」

「それは誤解だ」

「誤解でもなんでも、そういう現状です」

　ケムマキはつけいる隙すきなど最初から存在しないがごとく続ける。

「その現状において、いちばん優先されるべきは旦那様」

「しかし不在だ」

「はい。その次に、奥様です」

「……その通りだ」

「坊ちゃんはそのあとです。したがって、坊ちゃんの命令並びに事情は奥様のそれに優先しません」

「坊ちゃま。なんのお話ですか？」

　隣で聞いているくせに要領を摑つかめないツギハがとぼけ口調で訊たずねる。

「つまり、母からの命令に逆らえないということだ」

「ああ。奥様の命令は坊ちゃまより大事だって私もいつも言われております」

「その通りだ。そして母が絡からんでいる以上、たしかにこの状況から解放される手段はないということだな」

「……じゃあ、どうしましょう」

　ツギハの問いに困こん窮きゆうし、俺は眼前のケムマキに視線を戻もどす。ケムマキは相変わらずの無表情で、

「どうしようもない、ですね。ただし、もちろん坊ちゃんが坊ちゃんであることにお変わりはありませんし、ツギハさんが容疑者といえども物部家のメイドであることに違いはありません」

「だったらなんだ？」

　すると《板の間》の扉とびらが開き、配はい膳ぜん台が運ばれてくる。配膳台を運んできたのは、先の事件でも証言をしていた──たしかニヤといったか。彼女であった。

　ケムマキは珍めずらしく口元を緩ゆるめてこう告げた。

「お食事の時間です」




　俺たちは腰こしにロープをくくりつけられたまま、ステージ上に設しつらえられたテーブルセットに下ろされた。椅い子すにつくと両手を自由にされて、目の前のテーブルには二人分の食事が並んでいる。

「うわぁ……」

　ツギハが感かん嘆たんの声をあげる。当然だろう。いつもは配膳する立場の人間だ。それが俺と並んでテーブルを囲んでいる。もしかすると初めての経験なのではないだろうか。

「いいんですか？」

　訊ねると、ニヤは笑え顔がおで答える。

「はい。奥様よりのご命令です。容疑者といえども人道的に扱あつかうようにとの厳命を頂いております」

「で、この料理はなんだ……」

　テーブルにはご馳ち走そうがズラリと並んでいるが、なんというかその……節操がない。ジャンルがバラバラで前菜も主菜もわけがわからない。

　ニヤは軽かろやかな声で言う。

「はい。三大日本食であるカレー、ラーメン、パエリアを取りそろえてみました」

「どういう基準だ」

　呆れる俺の脇わきでツギハが早さつ速そく口を尖らす。

「ニヤちゃん！　カレーとラーメンはともかく、私、三つめには絶対ピザが入ってくると思うんだけど！」

「馬ば鹿か言うなツギハ。たしかにカレーとラーメンに異論はないが、三つめはどう考えたって寿す司しが入ってくるだろう」

「そうですか？　まあ、サッパリしたものが食べたいときはそれでもいいですけど……」

　いいながらツギハはパエリアに手を伸のばした。魚ぎよ介かいとトマトの良い匂においが漂ただよってくる。俺は一方。

「まずはラーメンから手をつけようか。伸びてしまったら大変だ」

　そう勢いよく麵めんをすする。ベーシックな醬しよう油ゆラーメンだが、魚介のダシが利きいていて季節にもあった好みの味だ。

　そうして二人、食事を進めていく。

「ところでニヤ」

「はい。なんでしょう坊ちゃん」

「スイカとマロンドは帰ったのか？」

「はい。スイカ様は先ほどお帰りになりました。夕飯の手伝いをすると言ってきかなかったのですが、先日裏山を爆ばく破はした際の請せい求きゆう書をちらつかせたところ黙だまって退散したようです」

「そうか。アイツ、三回目くらいから『そんなの知りませーん』とか言ってすっとぼけ始めるから気をつけろよ」

[image: ]

「はい。また明日お見えになるとのことです」

「マロンドは？」

「はい。マロンド様は、なんとかっていうアイドルの見物に行きました」

「ライブか？　あの足で？」

「いえ。せめて握あく手しゆ会だけでも……と意気込んでおりましたが、細かいことは分かりません。あれはたしか……坊ちゃんがケムマキさんにボコボコにされている頃ころかと」

「嫌いやなことを思い出させるな」

「大だい丈じよう夫ぶです。このことは物部家の中でも一部の者しか知りません。具体的には奥様とスイカ様とメイド一同と……とりあえず女子しか知らないですよ。はい」

　それだけ知られて一部もあるか。そう俺が溜ため息をつくと、その脇で、

「ふう、私、お腹なかいっぱいです」

　ツギハが軽くゲップした。

　確かに腹はいっぱいになった。しかし状況は何も進展していないな。この状態でまた吊つるされるのかなあ。やだなあ。なんとなく周囲を見回すと、ケムマキは今席を外しているようだ。どこにも姿が見えない。俺はそれに気づき、どうにか隙をうかがって脱だつ走そうできないかと考える。

　目の前にいるのは小こ柄がらなニヤ。新米メイドで、おそらくまだ武術指導もされていないひよっこだ。こいつをなんとか懐かい柔じゆうしてロープを外させることは出来ないだろうか。しかし、ケムマキがいないこと自体が罠わなの可能性もある。アイツがそんな半はん端ぱな隙を見せるわけがない。ということは、どこかに隠かくれて俺たちの出方を待っていると考える方が自然だ。ニヤに「ケムマキはどこだ？」などと訊きくことはかえって危険だろう。

　と、隣でツギハがお腹をさすりながら訊ねる。

「そういえばニヤちゃん。ケイトさんはどちらに？　トイレですか？」

「おい！」

　俺は思わず声を荒あららげる。

「お前そういうのバッサリ訊くなよ！　今俺が頭の中で一いつ生しよう懸けん命めい駆かけ引きしてたのが台無しじゃないか！」

「坊ちゃま、何かテレパシーの心得でも？」

「んなもんないわ！　シミュレーションだよ。ケムマキがここにいないことは罠かもしれないだろうが。普ふ通つうに考えてこんな下っ端ぱメイドを一人残していなくなるか？」

「あ、そうですね。そうでした。ニヤちゃん、これはケイトさんの罠ですか？」

「お前話聞いてた？」

　俺はメイドの頭にチョップを喰らわす。ツギハが「あいたっ！　今食べたパエリアが口から出たら坊ぼつちゃまどうするんですか！」と喚わめくので、今度は顔面に水平チョップをかましたら大人しくなった。

　それを待ってから、ニヤは答えた。

「ケムマキさんは今、席を外しております」

　そう、軽く会え釈しやくする。

「……なんだと？」

「ですから、席を外しております。そしてここにはお二人以外、私しかおりません」

　ニヤは純じゆん朴ぼくそのものな口調でにこやかに話し続ける。

「また、私は先ほどの坊ちゃんのお話通り、新米のぺーぺーでたいした事も出来ません。武術の心得もございませんし、出来ることといったらお掃そう除じとお料理くらい。それでもツギハ先せん輩ぱいには敵かないませんし、今回の件についても実は何のことかよく分かっておりません」

「お前、何を言っている……」

「ですから、ケムマキさんは席を外しているのです」

　そしてニヤは俺たちの背中に回ると、ナイフを取り出してロープを切った。

　コイツ、何をしている？　と、ニヤはツギハのロープも切った後、背後から俺とツギハの間に頭を割り込ませて言った。

「坊ちゃん。今から私の言うことは、奥様からの伝言です」

「なんだと？」

「しっ、坊ちゃま。今ニヤちゃんが喋しやべってるんです！」

　お前が言うな。そう睨にらみつけようとすると、俺の真横でニヤはコホンと咳せき払ばらいの後にがくんとその場で脱だつ力りよくした。顔を俯うつむかせ、肩かたも沈しずんでいる。しかし、倒たおれ込んだりはしない。

「ニヤ？」

　まるでそれは糸のたるんだ操あやつり人形のようで、更さらに。

　急に今度は糸が張られたように、ビンッと姿勢を伸ばして顔をにこりと笑わせた。その様に隣となりのツギハがギョッとしている。俺もきっと似たような表情だっただろう。一方ニヤは、先ほどまでの幼い声とは打って変わった落ち着いた声で。

「モントージ。いいですか？」

　突とつ然ぜんに俺を呼び捨てで呼んだ。まるで変わったその雰ふん囲い気きに吞のまれ、俺はただ目を瞠みはる。

「今回の件。先代でしたらきっと何事もなく解決していることでしょう。しかしあなたはまだ若い。今回は、力を貸してあげます」

　ツギハが小さく言う。

「あ、なんかこれ、奥様っぽい。……物まね？」

　いや、今は物まねするタイミングでは全くない。俺はむしろこう感じている。

　これは母本人だと。

「モントージ、返事は？」

「は、はい！」

　急に言われてビクリと身を固める。「よろしい」とニヤは受け、言葉を更さらに続ける。

「ケムマキには、私が命じて席を外して貰もらいました。スイカちゃんが明日の朝にまた来ます。それまでに、なんとかしてみなさい」

「なんとか、とは……？」

「物部家の次期当主でしょう？　ならば、ひとつしかないでしょう。私はそこで何が行われているか知りませんが」

　その、控ひかえめながらも分厚い圧力はまさに母そのものである。俺はただ気け圧おされて、ゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「今のあなたにはツギハの存在が不可欠であるということも知っています。だからケムマキから彼女を救出しようとしていたのでしょう。しかし、あなたの力ではケムマキに勝とうだなんてフニャ億年早いです。今回は泣きの一回です。いいですか？　ケムマキが目を離はなしている隙すきに偶ぐう然ぜんロープが切れてあなた方は脱だつ出しゆつしたのです。さあ、早く」

　そこまで言い切って、目の前でニヤがまたがくんと落ちた。そして数秒の後に、また元のあの幼い表情に戻もどった顔をあげる。そしてニッコリと笑う。

「お二人とも、お粗そ末まつ様さまでした。それでは食器を片付けますね」

　そしてテキパキとテーブルを片付け、去り際ぎわに振ふり返って言った。

「それでは私はこれで……。あれ？　そうするとここを監かん視しする人がいなくなっちゃいますが、どうするんでしょうね？　でも私は命令されていることを遂すい行こうするだけですので、細かいことはよくわかりません」

　そしてガラガラと配はい膳ぜん台を運んで《板の間》を去っていった。

「……ツギハ」

「……坊ちゃま」

　俺とツギハは顔を見合わせる。

　次の瞬しゆん間かんほぼ同時に二人無言で立ち上がり、中庭へ向けて走ったのだった。




　　　　◇




「坊ちゃま！　お腹がたぷたぷいって走れません！」

「お前は食い過ぎだアホ！」

　ひそひそ声で俺はツギハを叱しかる。周囲は静かで、虫の声のみ。完全に深夜の中庭を俺はツギハの手を引いて走る。真夏なので汗あせが滲にじんでくる。

「うっ！　吐はきそう！」

「お前今吐いたらぶっ飛ばすぞ！」

　俺の叱しつ咤たが効いたのかなんとか最悪の事態を免まぬかれつつ、俺たちは世界塔とうに辿たどり着く。

　満月の光る夏の夜に、ただただ果てしなく塔は空へと伸びている。その先端は見えないが、まるで月を目指すかのようなまっすぐな佇まい。俺は世界塔のドアを開けた。

　深夜の世界塔。

　十二時過ぎに訪おとずれたことは何度かあるが、さすがに午前三時を回ったこんな頃にあの炬こ燵たつ女は起きているのだろうか？

　中を見やると、真っ暗だった。

「坊ちゃま。さすがに神様もお休み中ですかね」

「……かもな。しかしたたき起こすぞ。朝まで待っていられるような暇ひまはない」

　暗くら闇やみの中で壁かべ際ぎわに手を伸のばす。手て探さぐりで電灯のスイッチを入れる。

　明るくなった部屋で、ツギハがキョロキョロと見回して炬燵の周辺をぐるりと回る。

「……あれ？　いないです」

　俺も遅おくれて後に続く。たしかにいつもこの辺に寝ねっ転がっているあの炬燵女の姿はない。ぼろい畳たたみ敷じきの部屋に、やけにデカいテレビと本ほん棚だな、そして真ん中には真夏だというのに炬燵。すべていつも通りだが、ただひとつ、持ち主がいない。

「神様がここにいなかったことって今まで無かったですよね。トイレかしら」

　ツギハが廊ろう下かに出て様子をうかがう。しかしすぐに戻ってきて首を傾かしげる。

「完全にいないです。お出かけ中ですかね」

「アイツがどこに出かけるんだ」

「でもいないですよ？」

　そうなのだが……。俺は、廊下に出て突つき当たりの奥に進む。ツギハが「あ、待ってくださいよ！」とテテテッと足音を立ててついてくる。

　廊下の奥にはエレベータの扉とびらがある。最上階に繫つながっているあれだ。

「エレベータですか？　坊ちゃま」

「アイツが外に行くとは思えん。いるとしたら塔の中だ」

　エレベータのボタンを押すとすぐには開かず、暫しばらく後にガコンと音を立ててからその重々しい鉄てつ扉ぴは開いた。

「ふむ。すぐに開かないということは、やはりエレベータの籠かごは別の階にあったということだ。ということは炬燵女はそこにいる」

　エレベータの中に入る。操作パネルにはボタンがいくつかあるが、反応するのは三つしかない。最上階と、一階と、そしてもう一つ。ツギハが言う。

「最上階ですかね？」

「それはない。だったらエレベータが降りてくるまでもっと時間がかかっただろう」

　言いながら、俺は真ん中らへんのボタンを押した。




　エレベータが開くと、そこは一面真っ暗な世界だった。

「……神様？」

　暗闇の向こうへツギハが声を投げるが、返事はない。

「奥へ入ってみようか」

　俺は手探りで壁へき面めんのスイッチに触ふれる。室内に薄うす暗ぐらい明かりが灯ともり、壁かべ一面の本棚が露あらわになる。

「おそらくここにいるはずだ」

　世界塔の《書庫バベル》。

　俺たちがクエストの際に一冊だけ選んで持ち込める『絵空図鑑アニマ・コレクテイブ』、その全すべてが収められている部屋だ。

　書庫バベルの中は相変わらず整然としていて、夏の暑さを感じさせない深々とした沈ちん黙もく。俺はその沈黙を破らぬように留意しながら、一歩一歩進んでいく。

「坊ちゃま。猫ねこがいません」

　ツギハが不思議そうに言う。

「……たしかにいないな」

　この神の書庫バベルには、その案内人（という言葉が正しいかはさておき）の黒くろ猫ねこたちがいつもいた。しかし、俺たちがどれほど方々を見回しても今日に限って一いつ匹ぴきも姿が見えない。

「災害の前に動物は一いつ斉せいに移動する、というが……まさかな」

「坊ちゃま、怖こわいこと言わないでくださいよ！」

　ツギハが俺の袖そでにしがみついて言う。

「だいたい、猫ちゃんたちが私たちをおいてどこかに行くだなんてそんなことありえませんよ」

「いや、猫ってそういう生き物なんじゃねえの？　それに……」

　それに、だ。いなくなっているのは猫だけじゃない。この書庫バベルの、この塔の主あるじであるあの炬燵女自体が姿を晦くらませているんだ。俺はマロンドと話したときに感じた嫌いやな予感を思い出していた。通常ではない状じよう況きようにあることは想像に難かたくない。

「炬燵女はどこへいったのか」

「やっぱりどこかにお使いにいったんですかね」

「どこかってなんだ？」

「どこかですよ。温水プールかスーパー銭湯か、スパリゾートハワイアンズか」

　お前、温泉行きたいの？　つうか、

「お使いってなんだ？」

「何か、ですよ。もう、そんなの私が知るわけないじゃないですか」

「そりゃそうだが……考えてもみろ。あの、四六時中炬燵にのらっと伸びていたあの女がなんで今日に限ってどこにもいない。世界塔に踏ふみ入ったときにアイツが炬燵部屋にいなかったことが今までに一度でもあったか？　ないだろう。お前もさっきそう言っていたじゃないか」

「……そうですが」

　ツギハは袖を握にぎる手の力を強めて言う。

「今日はたまたま、かも」

　そうだといいが。その可能性が絶望的であるかのような予感を感じながら、俺たちは室内を進んでいく。書庫バベルはハニカム状に部屋が連なっており、行けども行けども同じ光景。どの部屋もその床ゆかの中央に大きな換かん気き口が穴を空けており、ときどき風を飲む音がゴゴゴと響ひびく。俺は進路に気をつけながら、奥へと踏み入っていく。

「坊ぼつちゃま、私もう、どこから来たのか分からないです」

「案ずるな。壁に部屋番号が書いてあるだろう。道に迷うことはないから心配するな」

「気付きませんでした！　さすが坊ちゃま」

「お前がアホなだけだ」

　しかし、言いつつも少しずつ不安を感じている俺がいる。この書庫バベル、こんなに奥まで進入したことはなかったが、余りにも広すぎる。世界塔の直径から考えてもこんなに広くていいはずがない。……それとも、何でもありの世界だ。考えるだけ無む駄だなのだろうか。

　そんなふうに、足取りに影えい響きようされたのか思考までも迷めい路ろに入り込んでいく。するとやがて、

「あっ！」

　ツギハが大きく声をあげた。彼女の指さすその向こうは、隣となりの部屋に見える換気口。俺たちは小走りに向かう。

　六角形の部屋の中央にやはり六角形の換気口が黒い口を開けている。それを覗のぞき込むと真っ暗で、地中どこまでも吸い込まれそうなほどだ。

　そして、今眼前の換気口。それが、他ほかのものと違ちがっていたこと。違っていること。

「坊ちゃま、これは……」

　ツギハがおそるおそる口にする。俺も、それをどう捉とらえていいのか分からなくて困こん惑わくしている。

　換気口の傍そばには見覚えのあるものが転がっていた。

　少なくとも、俺はそれを使っている人間を身近には一人しか知らない。しかもその一人は、この世界塔の炬燵部屋でいつもゴロゴロしながらそれを使っている。

　そこには、脱ぬぎ捨てられたヘッドマウントディスプレイがまるでゴミのように転がっていた。

「まさか……」

　ツギハがそこまで駆かけ寄る。そしてヘッドマウントディスプレイを持ち上げる。

「もう冷たいです」

　いや、最初からぬくもりとかは期待してないが。ツギハがそれを俺に差し出すので、受け取って確かく認にんする。間ま違ちがいなく見覚えがある。炬燵女がいつもわけのわからない映画を見ている例のアレだ。

　なぜ、これがここに脱ぎ捨てられているのか。

「まさか……」

　俺は換気口を覗き込む。まっくらで、何も見えない。ツギハが俺の隣からおっかなびっくり覗き込む。

「うっ、吸い込まれそう。昔お屋や敷しきの時計台から落ちたときの恐きよう怖ふが……」

　そうくらりとよろめくので、俺はその背中をガシッと引っ摑つかむ。

「ここから落ちた？」

「だとしたら大変です！　助けなきゃ」

「いや……」

　はやる気持ちは分かるが、そんなことがあるのか？　そして仮にそうだとして、そもそもアイツは高いところから落ちて死ぬのか？　だいたいこの穴の底に落ちるとどうなるんだ？　更さらに。

　落ちたとしたら、うっかりなのか？　それともわざと『降りた』のか？

「坊ちゃま、早く助けにいきましょう！　私、お屋敷から縄なわばしごを持って来ます！」

「いや、待てツギハ」

　俺は今にも駆け出しそうなツギハを押しとどめる。

「なんでですか！　急がないと……」

「深さが分からんから縄ばしごは無意味だ。だいたいお前、一人で外に出られるのか？」

　するとツギハは頭を抱かかえて、

「あう……坊ちゃま、私たちどっちから来たんでしたっけ？」

　だろうな。俺は室内をぐるりと見回して、部屋を確認する。

「あっちだ」

「よく覚えてますね」

　簡単だ。分かれ道がある場合、各部屋の部屋番号が素数の方を選んできただけ……と言ってもツギハには伝わらない気がしたので、言わないが。意味はない。昔見た映画でそんなことをしていたから真ま似ねたのだ。

　と、そんなとき。
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　──ドンッ、と階下のどこかで震しん動どうがあった。

「わっ、坊ちゃま揺ゆれました」

　ツギハがよろめいてその場に座り込む。いや、そんなには揺れなかったが。しかし、明確だった。明確に、今まで感じたことのない異常。俺はヘッドマウントディスプレイを抱えたまま言う。

「急いで一階に戻もどるぞ」




　俺たちはエレベータで再び一階の炬こ燵たつ部屋に戻る。ツギハがさっきご丁てい寧ねいに明かりを消して出たので、部屋の中は暗い。また手て探さぐりで明かりをつけ、部屋がパッと明るくなる。

「──あっ！」

　すぐにツギハが慌あわてたように声をあげた。その視線の動きに釣つられて同じ方向に目を向けると、ツギハがバッと俺の方に両手を翳かざしていった。

「ダメです！　あっち向いて！」

　彼女の指の隙すき間まから見えたものに俺はその意図を理解して、慌てて目を逸そらす。

　なんだというのだ。なんでだ。

「神様！　裸はだかで寝ねてる！」

　その通りだった。さっきまで確かにいなかった炬燵女の姿がそこにあったのはいい。しかし、なんでか知らないがあのアホ、炬燵の薄うす掛がけを布ふ団とん代わりに熟じゆく睡すいしており、その下は素す肌はだが露わになっていた。

「坊ちゃま！　見ちゃダメですよ！　はしたない！　それに嫁よめ入いり前のお嬢じよう様さまなんですし……。あれ？　神様って何歳？　嫁入り前？　ツギハわかんない」

　そんなのトージだってわかんないよ。それより早く何とかしろ。

　しかしツギハは更さらに驚おどろいた声。

「え？　あれ？」

「どうしたツギハ」

　俺は壁かべ側に目を向けたまま背後のツギハに問う。

「…………」

　返事はない。

「どうしたツギハ」

「えっと、その……」

　ツギハは不思議そうな、何か間違いを指し摘てきするような声で、いつになく神しん妙みように言った。

「冷たいです」

「は？　何がだ」

「ですから、その……ええと……」

「要点を言え、何が冷たい」

「その、神様の、身体からだが」

　振ふり返る。

　服を着ているとかどうとかなど言っていられる状態ではなかった。たしかに炬燵女の身体はいつもの白さに輪をかけて青白く、それは夜のせいだなどと言い訳も出来ないような程ほどだった。更に、その頰ほおに触ふれてみればツギハの言うとおりまるで氷のように冷たい。口元を見ると、呼吸もしていないように見える。しかしコイツが普ふ段だんから呼吸していたかどうか、そもそも神なのだから呼吸が必要なのかどうかもわからないので、それが判断材料になるのかはいまいちわからない。

「坊ちゃま。脈もないです、心臓も……」

　ツギハは炬燵女の柳やなぎのような右手首を放すと、耳を胸に押しつける。そしてすぐに。

「……止まってます」

　どういうことだ。何が起こっている。

　俺はペンダントを見る。さっき通知があった。それはまだ消えていない。つまりまだ有効なはずだ。しかし、それを処理しようといざ世界塔とうに来てみれば、肝かん心じんの神は何やら亡なき骸がらになっている。何が起こっている。

「坊ちゃま、救急車ですか？　それとも警察？」

「いや、コイツがここにいることは誰だれにも知られてはならないことだ。母にさえもその素す性じようは知らされていないものなのだから」

「じゃあどうすれば」

「落ち着け、ツギハ」

　言いつつ、それは自分自身に言い聞かせる言葉でもあった。何かないか。この状じよう況きようで頼たよるべきは……。そう慌てる俺の目は、炬燵の上に放ほうり出されているタブレットＰＣを捉えた。反射的に拾い上げる。

「使えるかな」

　暗証番号はセットされておらず、簡単にロックを解除できた。続けて電話のアプリケーションを立ち上げる。

「あ、もしかして……」

　ツギハも俺の意図に気づいたようだ。

「それで救急車を？」

　違う。

「発信履り歴れきにカナセがある」

　というかそれしかない。それを選せん択たくすると、すぐにコール画面が表示されて五秒、十秒……。

　……一分近く鳴り続けた頃ころ。

「はい……もしもし……」

　極きわめて寝ぼけたカナセの声がタブレットＰＣから聞こえた。

「なあに？　神様……ていうか私、明日朝早いんだから電話の時間は考えて欲しいんだけど……」

　そう不平を零こぼすカナセに、俺はなるたけ声を落ち着かせて言う。

「カナセか？　俺だ」

「え？　え？　誰？　あ、モントージさん？」

「そうだ」

　カナセはビックリして電話の向こうで飛び上がったようだ。慌ててバタバタしたように、何やら物音が立つ。ほどなく、カメラがオンになって薄うす暗ぐらい背景の中でメガネをかけたカナセの顔が映る。

「どうしたの？　こんな時間に。ていうかなんでこの電話で？　あ、ツギハさんまで」

　どうやらこっちの状況も画面に映っているらしい。俺はかいつまんで事情を説明する。

「カナセ、炬燵女が死んでいる」

「は？」

　カナセは目を丸くして、ひょっとしてまだ夢の中だと思っているのかもしれない。頭を振って、叩たたいて、メガネをかけ直して、それからようやく答えた。

「意味わかんないんだけど」

「とりあえずこれを見ろ」

　俺はタブレットＰＣを炬燵女の横たわる身体の方へ向ける。きっとカナセにもその残ざん酷こくな光景は映っただろう。青白く力なく横たわるその姿。

「おわっ、マジで？　なんで？」

　カナセの、感情をどうしていいか分からないといった調子外れな声があがる。

　俺は説明する。炬燵部屋に入ったら誰もいなくて、書庫バベルに入ったら換かん気き口の傍そばにヘッドマウントディスプレイがあったこと。そして階下から震しん動どうを感じて戻ってみれば、炬燵女が倒たおれて死んでいたこと。

　カナセはそれを黙だまって聞き終えると、暫しばらく啞あ然ぜんとした表情を浮うかべ、次におもむろに頭を抱えた。

「もー……なんで勝手にそういうことするかなあ」

「は？」

　今度は俺が言葉を無くす。

「ど、どういうことですか？　カナちゃん」

　ツギハが先に問うと、カナセは溜ため息をついてメガネをクイッと持ち上げた。

「順番に説明すると、神様は神様なので、寿じゆ命みようも何もない。そもそも人間や動物のような生き物なのかもいまいちわかんないし、身体の存在自体あんまし重要じゃない」

　そう一息に捲まくし立てる。

「じゃあ神様は死んでるわけじゃないんですね。よかったー」

　ツギハが胸をなで下ろす。一方俺は当然の疑問を口にする。

「死んでないなら、なんでこの身体は死体そのものなんだ？」

「それは神様が身体を捨てて……」

「ていうかなんで裸なんですか？」

「それは、神様結構脱ぬぎたがりだから。って、モントージさん。たしかにあの方はすばらしいプロポーションをしていますが、そうは言っても中身はアレなのでくれぐれも粗そ相そうの無いようにお願いします」

「粗相するかアホ！」

「そ、そうですよカナちゃん！　坊ぼつちゃまは年増好きではありませんし、私の目の黒いうちは粗相なんてさせません」

　勝手に俺のレンジを決めるな。そう憤いきどおる俺だが、そんなことを口にする暇ひまもない。タブレットＰＣの向こうではカナセが困こん惑わくしている。

「ならいいけど、つうか今いま更さらどうでもいいや。いや、あー……どうしたもんかなー」

「落ち着け。要するにコイツはなんで仮死状態になっているんだ？」

「あのー、そのー」

　カナセは言いづらそうに口を尖らす。そして、やがてどうあっても言わないわけにはいかないと考えたのか、渋しぶ々しぶと答えた。

「職場放ほう棄きです」




　数分後、カナセが炬燵部屋にやって来た。メガネをかけて、白衣の下はどうやら寝巻きのままの様子。

「ごめんなさい。緊きん急きゆうってことで、身み支度じたくしてないんです。あんまり私を視界に入れないで」

　いつものぶっきらぼうな態度とは違ちがって弱々しい雰ふん囲い気き。いや、別にお前がどんな格好をしていようが俺は構わないのだが。

「わかります！　ちゃんとお化け粧しようしないとなんだか外に出るのが不安ですよね！」

「そうなの。しかも最近寝ね不ぶ足そくが続いているからお肌はだが……」

「そんな話はどうでもいい」

「なっ！　その言い草はひどいんだけど」

「そうですよ坊ちゃま、命より大事なことです」

　その後も二人は間断なくぺちゃくちゃとどうでもいい話を続ける。やれどこの美容液がいいだのやれマスカラはあそこのあれが買いだの、うるさい黙だまれ。何でお前ら自分の顔の落書きにそんなに夢中になれんだよ。とりあえず試ためしにカナセにチョップしたらうごっと珍めずらしい悲鳴をあげてうずくまったのでその隙すきに俺はこれまでのいきさつを説明する。

　これまでの一連。

　前回のクエストの後に予想外の事件が起きたこと。更さらにそれを解決するためになんとか今晩中にクエストをひとつ処理して炬こ燵たつ女に世界改変モンタージユして貰もらわねばならぬこと。そしたら炬燵女がこのザマだってこと。

「なるほど、それで世界塔にこんな時間に……」

　カナセはまだ頭を押さえながら、自分のタブレットＰＣを構える。

「てかツギハさん。いつもこんな高こう威い力りよくのチョップ喰らってるの……？　私あと三回くらいで死ねるけど」

　そうブツクサ言いつつ操作していく。

「私のところにそのクエストの通知が来てないんだけど、神様が先に職場放棄したせいで私への連れん絡らくがなかった、ということかな」

　そして炬燵女のタブレットＰＣを勝手に操作した。すぐにカナセの方のタブレットＰＣがピロリンと音を上げる。どうやら今回のクエスト情報を自分のところに送ったらしい。ふむふむとそこに表示されている字じ面づらをなぞり、それからカナセは一いつ瞬しゆんだけ表情を無くした。

　俺はそれを見み逃のがさず、問う。

「どうした？」

　カナセはギョッと身をすくめた後、白々しく「え？　いや別に──」と口ごもった。

　コイツ、もともと根暗な奴やつだし、すっとぼけた演技は苦手なようだ。

「別にってことはないだろ。お前今、何に気付いた？」

「あっ！　さてはカナちゃん！　難易度が高いってわけですか？」

　ツギハが割って入る。「だったら大だい丈じよう夫ぶですよ！　私がついてるんだし！」と胸をはるツギハにカナセは「そ、そうなんだけど！　ちょっと厄やつ介かいかも」とお茶を濁にごすように言う。

「なんだ？　高いのか？」

「いいえ。Ａだけど、お二人の力があれば問題は無いんだけど、ちょっとイレギュラーというか……それに……」

　炬燵女を見る。視線に釣つられて俺も見て、そして気付く。

「あ、こいつがいないと何にせよ世界改変モンタージユできないのか」

「いや、それはなんとかなるけど──」

　どうもさっきから歯切れが悪い。しかしカナセは結局多くを語らずに、俺たちを先導するように歩き出した。

「とりあえず行こっ。ちゃっちゃと片付けちゃいましょうそうしましょう」




　俺たちは螺ら旋せん階段をひーひーいいながら六十四階まで登る。そして、いつものように四つ扉とびらの並ぶフロアに出る。今回の入り口は……と、その扉の一つに立つ。

「なんだ、これは生き物なのか？」

　それぞれの扉の上には動物の顔の形をした《トーキング・ヘッズ》が設しつらえられている。今回もそれはおおよそ変わらないのだが、しかしこれまでのような動物ではなかった。何か正八方体のような、よくわからない形の図形のようなものがふよふよゆるく回転しながらたゆたっている。

「知らないの？　モントージさん。四次元立方体よ。火星にいると言われているわ」

「なんで火星の生き物が……いや、生き物かどうかもわからんものがここにあるんだ」

「細かいことはいいけど。とにかく行くよ。モントージさん、ツギハさん」

　カナセは焦あせりを押し殺すようにそう言って、そして急せかされるように俺たちはドアに踏ふみ込んだ。




　　　　◇




　扉をくぐると、急激に何かに吸い込まれるように俺たちは重力を失った。いや、吸い込まれたのではない。

　俺たちは落ちていた。世界塔とうではよくあることだ。

「坊ちゃま！　床ゆかがありません！」

「知ってる！」

「落ちてます！」

「知ってる！」

　喚わめきながらも、何もないと思おぼしき空間を落下していく。真っ暗で辺りは何も見えない。それから程ほどなく、どれくらいの間落ちていたのか分からないが、身体からだがふわりとした感かん触しよくに優やさしく受け止められた。

「さあ。二人ともついたよ」

　カナセが抑よく揚よう無く言って、俺たちは綿のような地面から這はい出る。

「わっ。まっしろ」

　顔を上げると、そこは雲の上のようだった。一面白くて、靄もやのような物も漂ただよっている。カナセは寝ね巻まき＆白衣のまま立ち上がると、寝っ転がる俺たちを見下ろしていった。

「今回のクエストは、ちと地味だけど」

「ここは雲の上ですか？」

　ツギハが訊たずねる。

「そうだけど」

「ということは、空の上ってことか」

　雲の上に立てるのか、というのはこの際どうでもいい。きっと天国をイメージした世界とか、そんなところなのだろう、などと勝手に納なつ得とくしていると、カナセはゆるゆると首を振ふった。

「違うけど」

「どういうことだ？」

「雲の上なのに空じゃないってことですか？　カナちゃん」

「そう。空中っちゃあ空中だけど、私たちが普ふ段だん見上げる空と同じかと言えばそうではないわ。ここは──」

　そこで言葉を切って、カナセは俺の胸むな元もとに視線を定める。俺はカナセの視線に促うながされて、ペンダントに目を落とす。

　クエストの内容は。





『世界塔：Z8812673244379981SAN1838テセラック

　バグレベル：Ａ

　クリア条件：ＵＦＯを空に還かえせ

　クリア期限：なし』






「ＵＦＯ？」

「ついに宇宙に進出ですか？」

「そういうわけじゃないんだけど──」

　カナセがコホンと咳せき払ばらいして言った。

「周囲を見て」

　見回す。薄うす暗ぐらい暗くら闇やみが広がっていて、遠くは見えない。視界は明るくない。

「夜、ってわけではないのか……？」

「明かりをつける」

　カナセがタブレットＰＣを操作すると、その背面のレンズから明かりがレーザーのように伸のびた。明かりは俺たちの十数メートル先に巨きよ大だいな光の円を作った。

「あ、坊ぼつちゃま！　壁かべですよ。壁があります」

　ツギハが言う。

「壁っていうか、岩がん壁ぺきだな」

　ゴツゴツとした岩いわ肌はだが光に照らされていた。カナセはタブレットＰＣを構えたままぐるりとその場で一周回ってみせる。どの方向も、変わらぬ岩壁に囲まれている。ほぼ円形で、広さは猪い苗なわ代しろ湖こほどだろうか。広がるのは水じゃなくて雲だが。俺は先のカナセの言葉を理解する。

「なるほど、空ではない。俺たちのいるのは洞どう窟くつの中か」

「その通り。ここは世界塔の一室《アンダーグラウンド》。周囲全すべてを岩壁に囲まれた、筒つつ状じようの縦穴。この雲に見えるものは、反重力作用を持つ糸状の物質で出来たクッション」「反重力？」

「そう。大きさに応じて地面と反対の重力を発生させる、綿わた飴あめみたいな存在」

「俺たちの世界にはないものだな。これはなんの元になっている……あるいはなる予定なんだ？」

「もともとは、とっくに現世に持ち込まれていた物よ。モントージさんもきっと知ってる」

　俺は首を傾かしげる。そんなものに心当たりはない。カナセは続ける。

「これは乗り物。雲のような形状で、人を乗せて自在に飛行することができる代しろ物ものだった。けど、人間が文明を作って空気が汚よごれたことで使用不能になり、一いつ旦たんここに回収されて保管されているの。それきり日の目を見ることもないままここにある」

「そうか。そういえば大昔の話で猿さるを乗せたりしているあれか」

「あたり」

　そう微笑ほほえむカナセに、今度はツギハが質問をぶつける。

「で、カナちゃん。ここで私たちは何をするんですか？　さっきＵＦＯと言ってましたが」

「そう、ＵＦＯ。このはるか下にＵＦＯがあって、それをここよりもずっと上の空まで運ぶことが今回のクエスト」

「下？　ＵＦＯ？」

　俺は雲の切れ間から下を覗のぞき込む。真っ暗で何も見えない。

「坊ちゃま、私も見ます──うっ、以前お屋や敷しきの煙えん突とつから落ちた時の恐きよう怖ふが」

　くらりとするツギハを俺はひっぱる。やはりコイツは紛まごうことなく高所恐怖症だ。

「で、カナセ。そのＵＦＯまではどうやっていく？」

「この雲は、自在にコントロールできるのよ。こういうふうに」

　言いながらカナセは雲の先せん端たんまで歩いて行き、下方に手を翳かざした。すると雲は震しん動どうし、ゆっくりと下降し始める。

「あ、下がってますよ坊ちゃま」

「分かってる」

　なんていう間に雲は落下のスピードを上げていく。

「ちょっ、落ちてます坊ちゃま！」

「だからわかってるよ！」

　俺は雲にしがみつくツギハにしがみついて、振り払はらわれないように必死に堪こらえる。

「──おいカナセ。底って、どのくらい下なんだ？」

「ほんの三千キロ」

「──は？」

　ああああああああ──とやがて口を開くのも困難なスピードになり、まるでシートベルトをつけていないフリーフォールだ。──なんて、ひょっとしたら俺はそのまま意識を失ったのかもしれない。次に気付いたときには、一ひと際きわ巨大な雲の絨じゆう毯たんに俺たちは降り立っていた。




「……ふかふかですね」

　ツギハがぼんやりとした口調で呟つぶやく。コイツも平へい衡こう感かん覚かくをやられたのか、どことなくふらついている。俺は耳鳴りがひどくて二、三度こめかみを掌しよう底ていで叩たたく。

　周囲を見ると、純白の綿飴のような雲の平原。ふかっとしていて、踏むと足あし跡あとが出来る。それはまるで新雪のようだった。

「二人とも。あそこ」

　カナセが自分の前方を指さす。

「うおっ──」

　そこにあった物に、俺は思わず息を吞のむ。

「なんていうか、ベタなデザインだな」

　雲の絨毯の上に鎮ちん座ざしていたのは巨大な円えん盤ばん。

「いかにもＵＦＯですね」

「まったくだよ」

「これ写真撮とってテレビに投とう稿こうしても作り物だって笑われそうです」

「絶対採用されないな」

　なんて感想を述べ合う俺たちに、カナセが引いん率そつの先生のように言う。

「何はともあれ、あのＵＦＯをこの上空まで運ぶことが今回のクエスト。さあ。始めるよ」

　そしてカナセはツカツカと先に進んだ。その背中に俺は問いかける。

「今回はずいぶん親切だな。いつもなら『この先は自分で考えて』なんて素っ気ないのに」
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「そうですよ！　カナちゃんふだん優しくないから私すごく悲しいのに」

　するとカナセは振り向きもせずに、

「今回は特別。終わったら説明するから」

　表情は見えないが、きっといつもの無表情なのだろう。しかしその口調にはどこか真しん剣けんめいたものがあった。




「お、開いた」

　ギシリと軋きしむハッチを開けて、俺たちはＵＦＯの上部から内部に入る。踏ふみ込んですぐに階段になっており、カンカンカン、と乾かわいた三つの足音が響ひびく。埃ほこりが舞まって、思わず眉まゆをひそめる。

「カナセ、このＵＦＯを宙に浮うかべるというのはだな。つまりさっきの雲をどうにか使って上じよう昇しようさせるということなのか？」

　俺が問うと、何やら計器類を確かく認にんしていたカナセがふと手を止めてこっちを見る。

「まあ、いろいろ。本当はあれこれ組み合わせて謎なぞを解いてようやく動かせる代物なんだけど、今回はモントージさんは何も考えなくていいよ」

　どういう意味だ？

　そう首を傾げる俺。カナセはそれを横目に続ける。

「私がやるから」

「いいのか？　お前は案内役だろう。守護者の俺たちがやらないと──」

「いいのよ、もう」

「お前、さっきから何か投げやりじゃないか？」

「それよりモントージさん」

　俺が疑問をぶつけようとすると、カナセはそれを明確に遮さえぎって言った。

「それとツギハさんも。お二人はあっちのあれを何とか対処して。ちょっと、邪じや魔まされるのは嬉うれしくないので」

「邪魔？」

「今回のクエストは他ほかの守護者に奪うばわれたくないから」

「他の守護者が来るのか？　なぜわかる」

　するとカナセ、俺をじっと見て溜ため息。

「モントージさん。いくら外の世界で慌あわただしいからって、いつものあなたならとっくに気付いていることでしょう？」

「何をだ？」

「この雲に降り立ったときも、ハッチを下ろして階段を下りたときも。見てないの？」

「何が？」

「──あっ」

　ツギハが声をあげる。同時に俺の袖そでをギュッと摑つかむ。

「どうしたツギハ？」

「そうですよ坊ちゃま！　私、あんまり考えてませんでしたが──。たしかにありました」

「だから何が」

　ツギハは俺の顔を見上げて、そしておずおずと答えた。

「……足跡」

　瞬しゆん間かん、俺の身体からだが何かに引っ張られた。俺は悲鳴を上げる間もなく吹ふっ飛んで、ＵＦＯの内ない壁へきに叩きつけられる。

「坊ちゃま！」

　ツギハが駆かけ寄る。

　俺は彼女に添そわれて立ち上がり、打だ撃げきの来た方へ顔を向ける。

「──誰だれだ？」

　すると、柱の陰かげから人ひと影かげが姿を現した。

「待ってたぞ」

　そう言って姿を現したのは、手の中にルービック・キューブを持つ男。

「……またお前か。キリコ」

　俺の行く先々で邪じや魔まをする、別の世界塔とうの守護者。

「そう邪じや険けんにするなよ。俺がトップになるには、お前を倒たおすのがいちばんの近道で不ふ可か避ひの道だ。それにこれがラストチャンスだからな」

「は？　何が？　お前引退するの？」

「なんだお前聞いてないの？　おい、コーディネーター」

　キリコはカナセの方に声を投げた。カナセは操作盤ばんを弄いじる手を止めて、恨うらめしそうに振ふり返る。

　そして、何かを諦あきらめたようにこう言った。

「……そんなあっさり情報をバラされちゃうと、なんか悲しくなるけど」

「どういうことだカナセ？」

「前に説明したと思うけど、来きたるべき時に一番高い世界塔の神様が次の世界の神様となるって話」

「ああ、きいたな」

　各おの々おのの世界塔の守護者は他の塔の守護者のクエストを横取りしてクリアすることで、他の塔の「高さ」を奪って自分たちの物に出来る。そしてある期限を迎むかえたときにもっとも高かった世界塔の神が、新しい世界の神になれるとか。とはいえ、その「新しい世界」が何なのかまでは聞いていないが。

　俺はカナセを見て、彼女の言葉の続きを待つ。しかしカナセはそれきりじっと黙だまったまま。俺は次し第だいにその意味を想像し、まさか……という思いを胸に問う。

「来るべき時、とはいつだ？」

「もう来てる」

「え？」

　ツギハが声をあげる。それに返事するようにキリコが告げる。

「だからこれがラストチャンスなんだ。今、世界塔の競争はロスタイムに入っている。このクエストを横取りしたら一発逆転、俺の勝ちだ」

「…………」

「モントージ。お前もこの間の砂さ漠ばくで穴にはまってたオッサンみたいにここに取り残してやるよ。そしたら世界塔最強で名を馳はせた物部家もおしまいだ。あとは、そこのコーディネーターにこのＵＦＯを上まで上昇させてもらってめでたしだ」

「で、でもカナちゃんはそんなことしません！　あなたのいいなりになんてなるものですか！」

「そうかな？」

　ツギハの叫さけびを軽く流し、キリコはカナセを見る。

「聞いたところ、あんたんとこの神様もずいぶん勝手な奴やつみたいじゃないか」

　カナセは溜め息をつき、キリコをじっと見る。

「ずいぶん、知ったふうな口を利きくけど」

「まあ、心中察するよ、ってやつだ。ウチのやつもロクでもない。まったく神様ってのは自分勝手で自分のことしか考えていない連中だよな。苦労するよ」

「おいキリコ。俺を差し置いて勝手に喋しやべるな。確かにウチの神はロクでもないが、それはカナセがお前に協力する理由にはならないだろ」

　するとキリコはおかしそうに両手を広げて、

「モントージ、このメガネはゲームの参加者じゃなくてチェック委員だ。誰が勝とうが関係ない。それどころか内心じゃ、自分の神なんて勝たせたくないと思っているかもよ。いろいろ後処理が面めん倒どうだしな。なあ、コーディネーター？」

「……そんなことないけど」

「どうかね。これから生まれる新しい世界の支配者があんなヤツでいいのか、って一度は絶対思うだろ」

　カナセとキリコの間に不ふ穏おんな空気が流れる。緊きん張ちようした面おも持もちの中、カナセはやがて吐はき捨てるように言った。

「それは否定しないけど。でも、もしあなたがモントージさんを倒したら、私は上昇をやめるわ」

「そしたらしょうがない。俺はこう見えて拷ごう問もんが得意なんだ。無理にでも言うことを聞かせる方法はいくつか知っている」

　キリコが肩かたをすくめる。その様に俺は割って入る。

「話は分かった」

　そしてキリコを睨にらみつけ、背後に立つカナセに問う。

「カナセ。ひとつ訊きかせろ。お前、炬こ燵たつ女は職場放ほう棄きしたと言ったな？　それは今回のこれと関係するのか？」

「前にも話したと思うけど、うちの神様は今のところ世界塔の高さ競争、ダントツで一位なわけだけど」

「聞いてる。俺がよほどの失敗をしなければ一位は余よ裕ゆうで死守できるだろうって話だよな」

「そう。そしてあの人はあなたたちを信用してるわ。だから余裕ぶっこいてるところがあると思うの」

　なるほど。それでもう自分の勝ちを確信して、一足先に表ひよう彰しよう式しきにゴーってわけか。

「カナセ。お前は俺たちを信用して操作を始めろ。こいつは俺とツギハでぶちのめす。おいツギハ、ちゃっちゃと図ず鑑かん使って片付けちまえ」

「はい、坊ぼつちゃま」

「あっ、ダメ」

　と、図鑑を構えるツギハをカナセが止める。

「この狭せまい中でそれを使われると、その……壊こわされたら困るの……」

　カナセは申し訳なさそうな表情を浮かべた。それを見てキリコが失しつ笑しようする。

「ははっ！　間ま抜ぬけだな。神のクエストで神の力を行使できないとは。こりゃ俺の楽勝か」

　俺はキリコを睨みつける。調子に乗りやがって。

「……まあいい。図鑑などなくても俺が何とかする。お前は操作を始めろ、カナセ」

「……ありがとう。よろしく」

　カナセの返事を背後で聞いて、俺はキリコに飛びかかった。コイツの身のこなしを見る限り、格かく闘とう術の心得があるとは思えない。ガタイは奴の方がデカイが、それでもばあややケムマキに比べれば一いつ般ぱん人と言っていい。コイツは俺とそう大差ない存在だ。適当にぶん殴なぐって砂にして雲葬してやる。

　──が、俺は、またも横から殴りつけられる。

　そして車にはねられたような勢いで壁かべに吹っ飛ぶ。

「学習しないなあ。モントージ」

　壁にへばりつく俺をキリコは笑う。

「俺の能力は座標操作。お前のトコの図鑑と違ちがって何度でも使えるし、お前をあっちこっちに吹っ飛ばすのが得意なんだ。お前は俺に触さわれもしないよ」

　ニヤニヤとした表情でキリコは手の中のキューブを弄もてあそぶ。そして笑えみを見せて言う。

「いい気味だな。お前たちがずっと目の上のたんこぶだったんだ。それも今日で終わるな。楽しみだ。楽しみついでにたっぷり痛めつけてやる。前回の仕返しも結局まだだったしな」

　奴の言葉の合間にも、俺はあっちへこっちへと吹っ飛ばされ、何度も壁に打ち付けられる。

「お前、本当に一人だと弱っちいなあ。今まで見た守護者の中でも最弱じゃないか？　メイドと親父おやじがいなかったらとっくに脱だつ落らくしていただろうになあ」

　言いたい放題だが、俺は反論どころか悲鳴を上げる間もなくぶっ飛ばされっぱなしだ。奴のキューブの動きに連動しているのかは知らないが、上下左右と俺は見えない指に抓つままれて放ほうり投げられるように、軽々と吹っ飛ばされる。

　くそっ、身体が言うことを聞かない。

「そうだ。せっかくだからお前ここで死体にして持って帰って剝はく製せいにしてやるのもいいなあ。ああ、でもお前みたいな情けない奴を飾かざってもウチの品格が下がるだけか」

　キリコの嘲ちよう笑しようは止まらない。その表情は愉たのしそうで、本当にこのまま俺を殺してしまおうと思っているように見える。そんなキリコは、

「それにあれだな、お前──」

　──と、次の台詞せりふを言いかけたところで、その身体が横に思いっきり吹っ飛んだ。

　そのままガンッと壁に激げき突とつし、ぐんにゃりして動かなくなる。

　俺はへたり込んだまま、その光景を茫ぼう然ぜんと見る。

「ちょっと！　ウチの坊ちゃまをそんな悪く言うなんて、なんかすっごくムカつくんですけど！」

　ツギハが図鑑で思いっきりキリコの横っ面つらを吹っ飛ばしたのだった。

　……なるほど、そんな使い方があったか。キリコはピクリとも動かない。完全ノックアウトだ。

　その様を横目に、カナセがいたって冷静に言った。

「ＯＫ、じゃあ上じよう昇しようを開始するわ」

　いうや、身体に次第に重圧がかかる。さっきの急下降と同じで、どんどん速度が上がっていく。俺もツギハも近くの椅い子すにしがみつく。キリコは気絶したままその辺にゴロン、あっちにゴロンと転げ回っている。

　次第に呼吸もままならなくなってきて、意識が遠のいていく。──そしてやがてふっと気付いたときには、身体からだに自由が戻もどっていた。

「きゃっ」

　ツギハがよろめいて、俺はそれを受け止める。なんとか自立した頃ころ、俺たちを見てカナセが言う。

「ついたけど」

　俺たち三人はハッチを開けてＵＦＯを出る。ツギハが少しだけ心配そうに問う。

「キリコさんはどうします？」

「ほっとけ」

　アイツにやられて身体中が痛いんだ。連れて帰ってやる気など一ミリも起きない。

　ＵＦＯから外に出ると、さっきと同じような雲の上だった。けれど、一見してさっきとはまるで違うことがわかる。

「今度は青いですね……キレイです」

　ツギハが嘆たん息そくする。その通り、周囲はさっきの岩いわ肌はだとは違い、紺こん碧ぺきの空が広がっていた。

　ペンダントが振しん動どうする。目を落とすと、そこにはこのように表示されている。


『やったね！　クエストクリアおめでとう！』



　カナセが寂さみしげに呟つぶやいた。

「さ、これで全部おしまい」




　　　　◇




　ゲートをくぐって世界塔とうの最上階に戻ってきた俺たち三人。夏の夜空の広がる展望台の下で、カナセが俺とツギハに世界改変モンタージユの仕組みについて説明しはじめた。

「世界改変モンタージユのカラクリはね。まず、世界がいったんバラバラになるんだけど」

　両手を広げ、何やらぐるぐるむにゃむにゃと動かす。「バラバラ」を表現しているようだ。

「で、組み替かえられるんだけど、そのときに自動的に使うピースと使わないピースが振ふり分けられて、使う奴はごちゃ混ぜにまとめる。使わない奴は箱にしまうみたいな感じ」

「レゴブロックをバラバラにして、いらないやつを片付けてから組み立て直す感じか？」

「まあそう。で、今回ツギハさんが世界改変モンタージユ直後に変な事件の容疑者にされたのは、本来必要なパーツがあぶれたパーツと誤ご認にん識しきされたせいで起きたんだと思う」

「なんで誤認識が起きた？」

「さあ。神様がやっつけ仕事をしたからだと思うけど」

　なるほどな。炬燵女に説教してやりたいところだが、あいにく本人がいないので諦あきらめるしかない。前向きに今後の方策を考えよう。

「じゃあそのあぶれたパーツを元に戻してやればいいのか？　あぶれたらどこへ行く？」

「あぶれたパーツは世界塔のクラウドサーバに飛ばされるけど」

　クラウドサーバ。いろんなデータをいろんなトコから出し入れできるアレか。

「それはこの塔の中にあるのか？　そこを捜さがせばいいって話か？」

「いや、その中身をのぞくことはできないんだけど。その中ではあらゆるものがゴチャゴチャグニャグニャに交じっているから、この現世にタグ付けするものがないと引っ張り出すことは出来ないの」

「タグ？」

「要はツギハさんがその時間に『犯行してない』っていう証しよう拠こね。それがないと、たぶんツギハさんの潔白は証明できない」

「それは具体的にはなんだ？　俺とツギハが覚えている。その事実じゃダメなのか？」

「そういうのじゃなくて、もっと五感によって認知できるものだね。『記き憶おくの中』じゃ夢の中と同じ。それは存在していたことにはならない」

　カナセの説明は少々観念的すぎて、俺にはいまいちピンと来ない。

「だったら、たとえば？」

「そうね。五感で知覚できるものだから、指し紋もん、声せい紋もん、写真、髪かみの毛、爪つめの先、歯形、そんな感じかな」

「それは遺体を照合するときの話じゃないか」

「たとえば、よ。別になんでも構わないわ」

　そう肩かたをすくめてみせる。

「とりあえず、部屋には案内するよ」

　そしてカナセは俺たちをエレベータに導いた。ウィンウィンとけたたましい駆く動どう音を鳴らしてエレベータは下がっていく。そして沈ちん黙もくに眠ねむ気けを覚えた頃に、唐とう突とつにチンと鳴って扉とびらが開く。

「ついたよ」

　出た先は空き教室ほどの広さの、殺風景な部屋だった。

「なんか散らかってますね」

　ツギハが言う。片付けたがりが首をもたげてうずうずしているようだ。気持ちは分かる。俺も室内をぐるりと見回す。

　床ゆかには散らばるガラクタの山。石板、巻物、本、フロッピーディスク、ＭＯ、ＣＤ、ＤＶＤ、レコード、ソノシート、ＵＳＢメモリ……。

「ここがサーバルーム」

　そうカナセが手を広げる。

「いや、確かに散らかっているのは『記録媒ばい体たい』ばかりだが、これがクラウドサーバ？」

「まあ、視覚認識しやすいようにしてるだけだけど」

　そんな俺の視線に何を思ったか、カナセは静かな口調で話し始める。

「ここにあるのは記録媒体のほんの一部。電気、磁気、光、物理的な凹おう凸とつ……」

「なかなか多た岐きにわたっていると思うが」

「まあ、ね。光は情報を記録する。電気も記録する。でも、大自然の中にはもっといろいろあるからね」

　その言い方は何か含ふくみを伴ともなっているように感じられて、俺はカナセをじっと見る。

「ようするに？」

　カナセはわざとらしく間を作ってから話を続ける。

「情報、つまり質量のないものは、あらゆるものに宿ってもおかしくはない、って話だけど」

「その言い分だと、何か？　土にも、水にも、壁かべにも、空気にさえも、情報をハードディスクのように記録する機能が宿っているというのか？」

「そうよ。たとえばこんなものも記録媒体よ」

　カナセは自分の胸に手を置いて答えた。

「人体……？」

「相変わらず話が早くて助かるけど」

　ツギハは我が慢まんの糸が切れたのか、さっきからせっせと床を片付け始めている。その横で、俺とカナセは禅ぜん問もん答どうのようなやりとりを続けている。

「ずいぶんと飛ひ躍やくしすぎじゃないか？」

　俺が言うと、カナセはふふっと笑って言った。

「それが、神様がね。これから私とお二人が勝負して、私が勝ったらその『タグ』をあげるって言うのよ」

「は？　炬こ燵たつ女が？　おい、奴やつと話せるのか？　つうか、いつそんな打ち合わせをした？　勝負とは？　いったい何の話だ？」

　息を荒あららげ詰つめ寄る俺だが、カナセは掌てのひらをピッと突つき出してそれを制止した。

「落ち着いて。勝負っていうかなぞなぞみたいなもの。気負わなくていいよ」

　そして、俺とツギハを見比べて言った。

「まずは質問だけど、お二人は幽ゆう霊れいはいると思う？」

　ずいぶん唐突な質問だな。と、ツギハが本を束ねる手を止めて答えた。

「私はいると思います」

　まったくコイツは素す直なおで結構なことだ。

「ツギハ、愚ぐ問もんに愚おろかな答えを返すな。時間の無む駄だだ」

「え？」

「今の質問に意味はない。俺たちに答えられるのは『見たことがあるかないか』で、俺は見たことがない。それだけだ」

「あー……じゃあ私もないです。幽霊は見たことない」

　やけに安あん閑かんとした様子でツギハは顎あご先さきに指を当て答えた。俺はカナセに向き直る。

「からかっているのか？」

　カナセは「そんなつもりじゃないんだけど」と変わらぬ調子。

「じゃあ次の質問ね。お二人は、幽霊って何だと思う？」

　今度は少し、真顔で訊たずねた。

「うーん……気のせい」

　ツギハが呟く。俺はそれに被かぶせて答える。

「勘かん違ちがい」

「え？　あー、じゃあ思い違い」

「ただの間違い」

「ところがそうでもない、こともあると思います！」

「じゃあ、人知れず買った恨うらみってところか」

「怨おん念ねんってやつですね」

「情念ともいう」

「もしかしたら、単なる嫌いやがらせかも」

「あとはそう、悪いた戯ずらってこともあるだろう」

「えーと、あとは……何だろ。あと何がありますか坊ぼつちゃま？」

「なんだ？　もうネタ切れか？　だからお前はダメなんだ」

「えー？　教えてくださいよー。あ！　枯かれ尾お花ばな」

「それは勘違いと同じだからダメだ」

「えー……？　そんなぁ」

　俺とツギハはオモチャを与あたえられた子供のようにあーだこーだと言い合う。と、正面からくくくっと笑い声が漏もれてきた。反射で顔を戻もどすと、カナセはおかしそうに口元を押さえている。

「あ、いやいや笑ってごめん。連想ゲームがあんまりにも楽しそうで……」

「べつに楽しくはない」

「だってそんなに張り合って」

「張り合ってなどいない。コイツが意地になって」

「違いますよ！　坊ちゃまが退ひかないから」

「うるさい」

「坊ちゃまこそ！」

　と、パンパンと手を打つ音。「はいはい、遊びはおしまい」とカナセが呆あきれ声を上げた。そして人差し指を立てて言う。

「さて。ここで本題」

　俺とツギハは言い合いをやめて、その指の先せん端たんをじっと見つめる。

「さっきモントージさんはこう訊きいたよね？　私がいつ神様と打ち合わせしたんだって。その答えでもあるんだけど」

　そして深呼吸の後、カナセは続きを言い放つ。

「私はこの部屋に入った瞬しゆん間かんから、神様の幽霊に監かん視しされているわ」

「幽霊？」

「そ。さっき炬燵部屋で見たとおり、神様はもうあの身体からだを捨てたわ。残っているのはあの人の思念のイメージのみで、それこそが幽霊」

「なんだ？　エーテルみたいにその辺に漂ただよっているのか？」

「違うの。あくまでも神様の存在を保ちながら、物質の内に記録された存在として私たちの傍そばのどこかにいるわ」

　どこか？　と訊き返そうとするが、それより先にカナセは続ける。

「それは、どこでしょう」

「……は？」

「それが解けたら、お二人の勝ち」

「勝ち……とは？　それは、さっき言っていた『タグ』……必要なパーツをくれるってことか？」

「そう」

「それがあれば、ツギハの容疑は晴れると？」

「そう」

　するとツギハが元気そうに手を挙げる。

「はい、カナちゃん！　それはこの部屋の中ですか？」

「そうよ」

　本当に単なるなぞなぞを出されているとでも思っているのだろうか。ツギハはどこか楽しそうだ。

　それにしても。この部屋に記録媒体はあるが、記録装置や再生装置はない。つまりその幽ゆう霊れいとやらは映写や再生によって発現するものではない、ということだ。カナセはこの部屋のどこかに炬燵女の幽霊がいるという。どういう意味だ？

「お二人がここに入ったときも、今だってそう。神様はずっとここにいる」

　にわかに、俺の背後がガタガタと震ふるえだす。

「……ツギハ、震えるな」

「は、はい、でも冷静に考えたら急に怖こわくなってきて……。幽霊が近くにいるなんて」

　そう背後から俺にしがみつくので、片手を差し出す。ツギハはそれを握にぎりこむが、それでもなお震えている。まったく気の弱い奴だ。幽霊っていっても炬燵女だぞ？　どこに怖がる要素がある。俺は軽い溜ため息の後、カナセに訊ねた。

「お前からは炬燵女が見えるのか？」

「イエス。途と切ぎれ途切れだけれども恒こう常じよう的に、そして見られているときはずっと私の目を見つめているけど」

「今も？」

　彼女はすっと目を閉じた。そして両手を組んで言う。

「見られているときは、ね。神様は私の目を見つめているわ」

「目を逸そらしてやればいい」

「限界があるよ。ずっと目を逸らしっぱなしなんて無理」

　すると、ようやく震えの収まったツギハがぐいっと割って入る。

「夜は？　もしここで寝ねたらどうなるのでしょうか？　神様も寝る？」

「ああ、寝ているときは逃にげていられるかもね。でもきっと、普ふ通つうに目を瞑つぶっただけじゃ逃げられない。疲つかれが溜まってぶっ倒たおれるように眠ねむったときだけ、ちょっとだけ忘れていられるって感じ。でもきっとそれもほんのちょっと。もしここで私が寝たら、神様はじいっと私を見つめて、私はその瞳ひとみにたたき起こされる」

　そしてカナセは目をあけて力なく笑った。

「大まかなヒントは以上よ。さあ、わかったかしら？」

　俺は目を閉じ暫しばし黙もつ考こうの後、背後に向かって問う。

「ツギハ」

「はい！　なんでございましょうか坊ちゃま！」

　ツギハは勢いよく返事。さっきはあんなに震えていたくせになんでこんなにテンションが上がっているのやら。ここは修学旅行の怪かい談だん大会じゃないぞ。

「今の話でわかったか？　幽霊の居場所とやら」

「はい！　わかりません！」

　自信満々に即そく答とうする。振ふり返り「少しは考えろ」と睨にらみつけると「え……えーっと……」と指先を口元に、困こん惑わく顔。さすがツギハだ。頭を使わせると百パーセント役に立たない。しかしそう溜め息をつこうとしたところで彼女は「あっ！」と目を輝かがやかせた。

「坊ちゃま！　それって心の中じゃないですか？　私すごーい！」

　そう笑えみを見せるが、

「それはない。カナセは『記録』されるのは物質だとさっき言っている。心は物質じゃない」

「そうね。それに、心の中だとしたらそれは神様じゃなくて、ただの思い出、記き憶おくよ。そんなものは幽霊とは呼ばない」

　俺が即否定し、カナセも皮肉げに重ねる。「えー？　自信あったのにい」と口を尖らし、ツギハは地じ団だん駄だを踏ふんだ。その様を眺ながめる俺を見て、カナセは腕うでを組みながら笑顔を見せた。

「その感じだと、モントージさんはわかったみたいだね」

「え？　ほんとですか坊ちゃま」

　ツギハが背後から俺の顔を覗のぞき込む。「すごーい」と耳元でデカイ声。素直な賞賛を贈おくれることは美徳だが、全く全く鬱うつ陶とうしいやつだな。俺はくっつくツギハを手で追いやって、説明してやる。

「いいかツギハ。カナセはなぞなぞを出しているわけじゃない。言っていることから場所を絞しぼっていけば、考えられるのは一いつ箇か所しよしかない」

「というと？」

　ツギハの問いに、俺は頭の中で今一度思考を整えた。そして順をおって説明する。

「炬こ燵たつ女はカナセを恒常的に見ていて、しかし途切れ途切れでもある。炬燵女がカナセを見ているときは常にカナセと目が合う。ということは、この部屋の中どこか一箇所にいるという話ではない」

「あっ！　わかった坊ちゃま！　『目玉』じゃないですか？　黒目の表面にその姿がはっついてる！」

「うるさい。違う。邪じや魔まするな」

　ツギハはきゅうっと拗すねた声をあげる。全く全く全く鬱陶しい。

「たしかに網もう膜まくかとも思ったが、カナセは言った。視線を逸らすことも出来るが長くは無理。視線を逸そらせる、ということは、目に直接貼はり付いているのではない。だとすると、残りは一つしかない。それは」

　一いつ拍ぱくおいて、カナセの表情に曇くもりがないことを確かく認にんして（つまり、俺の考えは当たっているということだ）、俺は告げる。

「瞼まぶた、だ」

「まぶた？」

　ツギハがキョトン顔でオウム返し。その間ま抜ぬけ面づらに俺は説明を続ける。

「瞬またたきの度たびに炬燵女がカナセの視界に映り込む。目を閉じたままでも左右に眼球を動かすことは出来るから、それで多少の間は視線を逸らすことが出来る。以上、お前の話から導き出されるのは瞼の裏しかない」

「はいはーい！　坊ちゃま。寝てる時ってのは？」

「カナセは言ったろう。寝てるときと言っても、単に目を閉じている間は逃げられない。逃げられるのは疲れ切ってぶっ倒れたときだけだ。カナセの言う睡すい眠みんは、睡眠じゃなくて気絶だ。理解できたか？　ツギハ」

　返事がない。

　振り返ると、彼女は青ざめた表情で我が身を抱だきしめている。

「どうした？」

「うー、なんかそれ、考えたらぞっとしてきました……」

　コイツは、割と想像しやすい類たぐいの怖いものが苦手なようだな。今後イジメるバリエーションが増えそうだ。

　と、カナセは一つ、大きく息を吐はいた。そして告げる。

「そう。モントージさんの正解よ」

　ゆったりと両手を広げて天てん井じようを仰あおぎ、目を閉じて薄うすく笑んだ。

「私の両の瞼の裏側それぞれに神様の目が貼り付いていて、私の目をじっと見ているの」

　なるほどな。目を閉じると、目の前に、目がある。確かにそれは紛まごう事なき監視だ。

「……目には目を、を地でいってますね」

　ツギハがぼそりと呟つぶやいた。

　しかし幸いカナセの耳にはそのくだらない冗じよう談だんは届かなかったらしく、目をあけるとむなしそうに言った。

「ま、勝負は終わり」

　そして彼女は、

「約束通り、これをあげる」

　そう言って俺に何かを手て渡わたした。いつの間に手にしていたのかは知らないが、それはカチャリと音をたてて俺の掌てのひらに冷たい感かん触しよくとともに落ちる。

「私に世界改変モンタージユはできないけれど、これを持って帰ればきっと『誤認識』は解消されるわ。あとはモントージさん次し第だい」

「……これは？」

　俺は、それを見て目を疑った。もう一度カナセを見て問い直す。

「本当にこれが、重要なヒントなのか？」

「ヒントどころか、必ひつ須すアイテムよ」

　それは、鉄色に輝く、四角くて、真ん中で半分に折りたたまれた……。

「……蝶ちよう番つがい、だと？」

　一人声を荒あららげる俺に、反対に二人は不思議そうな顔を見せる。

「何が問題？」

「ていうか、それでどうするんですかね？」

　じゃなくて。なんでこれが出てくるんだ？　これはいったい何なのだ？　俺の胸に、にわかに不ふ穏おんが舞まい降りる。前回これを見たのはいつだったか。……そうだ、あのときだ。

「カナセ、一つ訊きかせろ。世界改変モンタージユ前の記憶を維い持じするのは、改変時に世界塔とうにいた人間だけなんだよな？」

　確か、以前そう聞いているが……。

　俺の頭に蘇よみがえるのはマロンドの話。

　アイツは蝶番を弄もてあそびながら、別世界がどうのこうのとほざいていた。

　カナセは俺の唐とう突とつな問いに首を傾かしげつつも答える。

「そうよ。世界塔の外の人間は、世界改変モンタージユ時に世界のパーツとして一回全部ごっちゃごちゃにされてクリーム状になって、そっから再構築されるからね」

　するとツギハ、

「うげぇ、それってなんか気持ち悪いです。じゃあたとえば改変前の……たとえばスイカ様やマロンド様と改変後のお二人はそもそも違ちがう人物なんですか？」

「何を違うとするかにもよるけど。人間の身体からだなんてもともと何年かのサイクルで細さい胞ぼう全部入れ替かわるわけだし、それがちょっと小刻みなスパンで行われてるって考えればなんもおかしなことじゃないけど」

　そりゃそうだが……って、話が逸れた。

「話を戻もどすぞ。確認したいのは次のことだ。マロンドが、世界改変モンタージユ前後の記憶を朧おぼろ気げに持っている。それはどういうことだ？」

「そんなのあるわけないよ。夢でも見てるんでしょ？」

「いいや、かなり詳しよう細さいに覚えているようだ。本人はまだ半分夢だと思っているようだが、あいつバカのくせに察しがいいからあまり楽観視したくはない」

「考えすぎよ。ていうかマロンって誰だれ？　栗くり人間？」

　カナセは困惑声をはねさせる。そういや知らないのか。

「俺の従兄弟いとこだ。物部家の第四分家の長男の間マ宮ミヤ麿人マロンド」

　フルネームを告げると、途と端たんにカナセは顔色を変えた。

「ああ、そのコ知ってる！」

「は？　なんでだ？」

「いや、分家の子でしょ？　間宮家でしょ？」

　カナセはコホン、と説明を始める。思えば説明させてばかりだが、やむを得ない。分からないことだらけなのが悪いのだ。

「物部家が世界塔の守護者の一族である、ということは先に説明したよね。この神様のテスト場である世界塔のバグを取り、世界崩ほう壊かいを防ぐ人」

「そうだな」

「そして、その報ほう酬しゆうとしてこの現世における失敗を無かったことにする。つまり世界改変モンタージユする権利を有する」

「それも、身を以もつて知っている」

「クエストクリアに三回連続で失敗すると、これまでの世界改変モンタージユが全部取り消しになって全部あなたにペナルティとして跳はね返ってくることも」

「だから知ってる。いま訊いているのはマロンドの件だ」

「せっかちだなあ」

　カナセは首をゆるりと振って、苦笑いを浮うかべた。

「いい？　モントージさん。今あらためて考えてみて。あなたの家のその役目、どう？」

「どう、とは？」

「客観的に見て、途と方ほうもないとは思わない？」

「んなもの最初から思ってるわ。毎度都合が良すぎて怖こわくなってくる」

「じゃあ、こう考えたら納なつ得とくいかない？　世界改変モンタージユの負担は、物部家だけが負っているわけではない」

「は？」

　そうカナセに顔を寄せると、彼女は俺の鼻先に指を突つきつけて「つまり」と続けた。

「足りないのよ。物部家だけでは、世界塔と世界改変モンタージユを制せい御ぎよするにはダンゼン足りない」

「……何が言いたい」

「はるか昔からの契けい約やくでね。物部家以外の四つの分家には、それぞれ物部家と世界塔をサポートする役割が用意されているってこと」

「初耳だぞ」

「言ってないし。それに、このことを伝える義務を我々は有していないし。これは過去の守護者、物部志シ具グ摩マ氏のご意向です」

　シグマ、知っているぞ。たぶん家系図の相当最初の方に名前がある。カナセは俺の鼻先をもう一度指で突っつき、更さらに続ける。

「彼により分家の人々の運命は延々隠かくされたまま、現在に至っているの。だからこの話は誰も知らないはず。あなたのお父さんのハリーさんですら。モントージさんにも、特別なことがない限り伝える予定はなかったし」

「特別なこと……」

「そちらから訊かれない限りってこと」

　カナセは気まずげに肩かたをすくめた。

「じゃあ訊くぞ。今の話は単に物部家以外も世界改変モンタージユに絡からんでいるということだけだ。マロンドが世界改変モンタージユの改変前の記き憶おくを朧気に有している。これはどういうことだ？」

「簡単。間宮家は、世界改変モンタージユ時に発生する歴史の歪ゆがみを一手に引き受ける一族だから」

「……歪み？」

「考えてもみてよ。『あったことをなかったことにする』、そのためには、あらゆる事象を一から組み立て直さなければならない。さっきも説明したよね？」

「ああ聞いた」

「じゃあ、今からたとえ話をするよ？　たとえば、モントージさんが洋服のデザイナーだったとして」

「ふむ」

「そこで、クライアントから『赤をベースにした春物の服が欲しい』と言われたとする。そこでモントージさんは赤を基調にした新しいデザインの服を作りました、と」

「ふむふむ」

「そこに、今度はクライアントからの追加要求でピンクとか水色とか、緑とか、そういう要素がたくさん積み上げられていく」

「まあ、ありがちだな」

「そして生き地じもさ、デニムにしろとか絹を使えとか言われたり。そのうえやっぱ秋冬物にしろとか言われたり。その果てにようやく完成したとき。そのデザインは、極きわめて繊せん細さいなバランスの上に成り立っているとは思わない？」

「そりゃそうだ。ミリ単位での変化でも大きく印象が変わることだろう」

「はい、じゃあ」

　カナセはパンと両手を打って、それから俺をじっと見つめた。

「そこで、もしクライアントのいちばん偉えらい人がその洋服を見てさ。突とつ然ぜん『やっぱこの赤を青にして』と言ったらどうなるでしょーか？」

　俺は即そく答とうする。

「ぶっ飛ばす」

「いやいや、モントージさんがいちばん下っ端ぱだとしたばあい」

　そんな状じよう況きようは起こりえないのだが。しかし、イメージしてみる。そうだな……。

「……困るな」

「でしょ？」

　カナセは正解を告げるように笑った。

「でもね。そのとき、たぶん偉い人はこう思っているわ。『赤を青に変えるだけだ、すぐだろう』。でも実際は違うよね」

「当然だ。せっかく奇き跡せき的なバランスでピンクや水色や緑を配置したんだ。土台の色が変わったら配分は一から組み立て直しだ」

「それと同じこと。世界改変モンタージユで物部家の人たちが希望する願いは、その『土台の赤を青にする』行こう為いです」

　そうあらためて言われると、相当無む茶ちやな要求をいつも言っていたんだなと感じる。しかし。

「しかし、それはお前たちが認めていることじゃないか。それの見返りとして俺たちは世界塔のバグ取りをしている。何もそれを咎とがめられる筋合いはない」

「咎めているわけじゃなくて、説明してるの。そういう無茶な組み立て直しをすると、必ずどっかで誤ご魔ま化かしとか処理しきれない箇か所しよが生まれるわけ。それは想像できるでしょ？」

「まあそりゃ」

「その誤魔化し部分のバランス調整を、全部間宮家が負っているってこと」

「バランス調整？」

「そうよ。私たちは世界改変モンタージユ後の世界が改変前とどう違うのか細かくは把は握あくしてないけれど、たぶん言いきれるわ。その間宮家の御おん曹ぞう司しのマロンドさん、世界改変モンタージユの度たびにひどい目にあってない？」

　俺はマロンドに思いを馳はせる。

　毎回毎回、その通りだ。ケーキにあたって入院したり、巨きよ大だいな鳥に攫さらわれて入院したり、他ほかにも気球に乗って外国に飛ばされかけたりマンホールに嵌はまって亀かめに助けられたりしていた。

「……言いきれる。確実にあっている」

「でしょう？」

　カナセは満足げに言った。

「彼がひどい目にあうことによって、世界改変モンタージユは帳ちよう尻じりを合わせているのよ」

　……なんてこった。

　今までマロンドのことは「単なる不運な奴やつ」くらいにしか思っていなかったが、よもやそれが運命づけられたことだったとは。

「他にも。たとえば一位分家の女米メ木キ家はモントージさんに何かあった場合の代理人だし、二位分家の無ム量リヨウ小コウ路ジ家は世界塔とうの改変記録をまとめる任務を負っているわ。それに三位分家の御ミ堂ドウ家は──」

「いや、もういい」

　俺はカナセの話を遮さえぎる。知りたくない。というか、聞けば聞くだけ途方もなさに気が滅め入いる。自分の行動がここまで大規模に波は及きゆうしているとは思っていなかった。世界改変モンタージユとは、その規模と反比例して至し極ごく個人的な閉じた世界での出来事だと錯さつ覚かくしていたのだ。

「で、話は戻もどるけど」

　カナセはコホンと咳せき払ばらいしていった。

「マロンドさんが改変前のことを覚えているっていうのは、たぶん世界改変モンタージユがだんだん雑になってきたからだと思う」

「それはさっき言っていたやつか。炬こ燵たつ女がもう勝ちを確信してやっつけ仕事になっていたっていう」

「それもそうだけど、他の神様はきっといくら余よ裕ゆうな状況だってそんな醜しゆう態たいをさらさないわ。これはきっとうちの神様に特有のこと」

　カナセは後ろめたいことがあるようにすっと目を逸そらす。そして「これは言ってなかったっけ」と独り言のように呟つぶやいて、言い訳するように続ける。

「神様が言ってなければたぶん初めて言うことなんだけど……」

「アイツが率そつ先せんして俺たちに何か説明することはない。百パーセント聞いていないだろう」

「だよね」

　カナセはくすりと笑った。

「世界塔は、ときどき減ったり折れたりすることがあるけれど、最大で九本存在するわ。地球上に」

「九本ってのは初耳だな」

「それで、この間のクエストで……覚えてる？　砂さ漠ばくのクエスト」

「ああ、俺のせいでオッサンを一人世界塔の守護に復帰させちまったって話だろ？　キリコが文句をつけていた件だな」

「まあ、復活自体はどうでもいいんだけど。だってもともとあったものだし、リタイア状態になってた今までがイレギュラーだっただけだし」

　カナセがそう言うのならきっとそうなのだろう。彼女はそれから視線を端で片付けを再開させているツギハに向けた。アイツはどうせ話を聞いても理解できないだろうからほっといていい。と、俺の意思が通じたかカナセはもう一度俺に視線を戻して言った。

「九本の塔には、それぞれ意味があるわ」

「それもキリコに聞いたかな。俺はなんだっけ、《挑ちよう戦せん者》だったっけ」

　そしてキリコは《芸術家》だったか。なんか気に喰くわない。なんで俺が《帝てい王おう》じゃないのだ。そんな属性があるのかは知らないが。するとカナセは頷うなずいて、

「それは守護者の話ね。でも私がこれからするのは神様の話」

　そして、もう一度ツギハに目を向けて「神様もあのくらいかいがいしい人だったら良かったのに」とぼやいてから呟く。

「神様も世界塔の数だけ存在して、つまり九人いるわ。そして、それぞれの神様もまたそれぞれの特性に基もとづいて秀ひいでた能力があるのだけれど……」

「じゃあこの炬燵女も何か特技があるのか？　ずいぶんだらしなくてただダラダラしているだけに見えるが……」

　俺が反射的にからかいの言葉を向けると、カナセは目を伏ふせて小さく言った。

「正解」

「……なんつった今？」

「九本の世界塔に住む九柱の神様は、それぞれ《憤ふん怒ぬ》《傲ごう慢まん》《欺ぎ瞞まん》《嫉しつ妬と》《貪どん欲よく》《恐きよう怖ふ》《大食》《色しき欲よく》《怠たい惰だ》を守護していて……」

　カナセは目を伏せ、

「そして、その……この神様は……」

　とてもとても言いづらそうに。

「《怠惰》を守護してるの」

　と告げた。

　怠惰？

「……えーと。それは、だらしなくダラダラしている様を表するあの怠惰？」

「だから、正解って言ったけど……」

　カナセは俺の言葉を遮るようにそう言って、

「ただでさえひたすら楽したい人だから、そこに優勝確定気分でいたから世界改変モンタージユもとことんおざなりになっているというか……」

「おいちょっと待てつまりそれは」

「それで、マロンドさんの記き憶おく調整もちょっとイマイチきいてない感じになってるんだと思う」

　俺は思わず声を荒あららげる。

「ふざけんなよ。お前ら俺に仕事を強要しておきながら報ほう酬しゆうを手て抜ぬきするとはどういうことだおい」

「それは神様に言って……」

「じゃあ連れてこいよ！」

「無理。今回のクエストでもう勝ちが決定してるから、たぶん準備に入ってる」

「準備？」

「新世界に突とつ入にゆうする準備」

「それはなんだ」

「それは──」

　それは。

　世界塔の殺風景な小部屋で、カナセはその先を告げることを躊躇ためらった。その表情を見て俺は急激な恐怖を覚え、思わずツギハの手を引いて世界塔から逃にげるように脱だつ出しゆつする。もう夜は明けていて、待ち構えていたケムマキが一いつ瞬しゆんにしてツギハを連れ去った。明け方の中庭に一人佇たたずむ俺は、手の中の錆さび付いてひしゃげた蝶ちよう番つがいを眺ながめながら、ただこう思った。

　自分はなんとちっぽけな存在なのだろう。
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「スイカ。話したいことがある」

　俺が《板の間》でそう宣言すると、スイカはたっぷり不敵に笑えみを見せた。

　世界塔から戻ってのこと。ケムマキによりツギハが連れ去られたのち、俺はひたすら南みなみ棟とう周辺を調査した。そしてスイカが物モノノ部ベ家を訪おとずれたのを見計らって、昨日いた全員をここに招集したのだ。

「へえ。ずいぶん自信がありそうな物言いね。受けて立つわトージくん。で、犯人はツギハさんじゃないって言うのね？」

　スイカは隣となりで簀す巻まきになっているツギハを見つめながら言う。

「勿もち論ろんだ。ツギハは犯人なんかじゃない」

「ふうん」

　俺の答えに目を細め、

「ツギハさんしか入れない場所で、ツギハさんしか脱出出来ない環かん境きようで、ツギハさんしかアリバイのない人がいない状じよう況きようで、ツギハさんの目もく撃げき証言しかない現状で、なのに犯人はツギハさんじゃない、と」

　そして俺の目を見て、

「じゃあ聞かせて？　その根こん拠きよを」

　そう笑った。

「とても簡単なことなんだ」

　俺はぐるりと周囲を見回して、そこにいる人々の顔を見回す。スイカ、マロンド、ケムマキ、エリカ、チカコ、ニヤ、執しつ事じ長の強ごう羅ら。

「今から、ツギハが犯人ではないことを説明しよう」

「だったら、まずはトージくん。この中には、ツギハさん以外に南棟に侵しん入にゆうする機会のあった人は一人もいないわ。それはどう説明するの？」

「そうだな。侵入時間とされる午後一時前に休きゆう憩けい時間だったのはツギハだけだ。でも違ちがう」

「それはなぜ？」

「犯人は、その時間帯に忍しのび込んだのではないからだ」

「……説明が欲しいな」

　もちろんくれてやる。俺はスイカに向かって堂々と言い放つ。

「そもそもだ、書しよ斎さいへの侵入経路が一いつ箇か所しよしかないという前提が間違っている」

「違うの？」

「違う訳じゃない。が、正確ではない。書斎の出入り口は扉とびら一つだが、出入り出来る場所はそうではない。それはお前も指し摘てきしていることだ」

　スイカは首を傾かしげ「私が指摘？」と口の中で呟く。そしてすぐに当たりがついたか、自分のこめかみに指をあてながら訊たずねてきた。

「……つまり犯人は、窓から入ったってこと？」

「そうだ」

「どうやって？　どうしたら高さ五階の、二十メートルはある場所の窓に入れるの？　縄なわばしごでもかける？　でもそれは変よね。仮にそうしたら、別の問題が出てくるもの」

　スイカは不満を隠かくせない口調で言う。別問題。それが何かは考えるまでもない。スイカはすべらかに続ける。

「だって、朝から中庭ではあなたがずっと畑を作っていたもの。犯人が縄ばしごで窓から侵入したというのなら、犯人はあなたの目をかいくぐったことになる。トージくんは目の前の壁かべをよじ登る不ふ審しん者に気付かないような、そんなポンコツだったっていうの？」

「いや、ポンコツなのはツギハだけで充じゆう分ぶんだ」

「じゃあなんで」

「今、中庭では工事が行われている」

「そうらしいわね。見に行ったわ」

「昨日の昼ひる頃ごろには中庭にはクレーン車が停とまっていた」

「らしいわね」

「あのクレーンの高さは最大三十メートルほどだ。そして、クレーンのフックには今、荷物の上げ下ろし用のリフトがついている」

「まさか……」

　スイカは眉まゆ根ねをあげて怪け訝げんな目をした。俺はその目に頷いてみせる。

「そう。それを使えば、窓への侵入は不可能じゃない。そしてクレーンはちょこちょこ稼か働どうしていた。俺はいちいちその動きに注視していたわけじゃないし、そのリフトが上じよう昇しようしたまま書斎の窓に近づいた瞬しゆん間かんがあったとしても不思議じゃない」

「つまり、トージくんはこう言うのね？　犯人は中庭の工事業者と共きよう謀ぼうして、クレーンを使って窓から書斎に侵入したって」

「共謀か利用かは知らないが、な。クレーンは南棟の外がい壁へき清せい掃そうもしていた。南棟に横づけられたときに犯人も一いつ緒しよにそこに乗り込めば南棟の書斎付近に近づけた。業者はこの家の内情までは知らないから、この家の関係者にそう指示されれば受け入れても不思議じゃない」

「工事業者に話は聞いたの？」

「いや、まだだ。昨日来ていた人たちは今日は黒くろ部べダムの補修に行っていて連れん絡らくがつかない。が、あとで確かく認にんすれば俺の話の裏付けは取れるだろう」

「じゃあ、どうやって窓をあけるの？　鍵かぎは？」

「鍵は開けられていただろう。午後一時から二時の間は。侵入当時、換かん気きのために書斎の窓は開かれていた」

「なるほどね」

　スイカは頷うなずく。

「犯人は一時より前……つまりニヤさんが書斎を開く前に南棟に行ったのではない。ニヤさんが書斎の窓を開けた後に、窓から忍び込んだ、と」

「そうだ」

「百ひやつ歩ぽ譲ゆずってそれはそういうことだったとしましょう」

　スイカは両手を広げ、溜ため息をついた。そして間かん髪はつ容いれずに続ける。

「では、脱出は？　午後二時にはもうクレーン車は中庭から移動していたわ。そしたらやっぱり飛び降りるしかないじゃない」

「それも違うんだ。犯人は堂々とドアから脱出して、南棟を後にした」

「トージくん。それはひどい主張だわ」

　柄がらにもなく俺を睨にらみつける。

「第一に鍵は？　第二にドアのカメラは？　ドアが開け閉めされる度たびに自動的に撮さつ影えいされるのよ。そして、第三に。エリチカさんはどうなるの？　誰だれも見てないって二人は言ってるわ」

　それからすぐに気付いたように、

「あ、もしかして、ニヤさんが犯人だって言うの？　いや、違うわね。トージくんの主張は、犯人は窓から侵入したってことなんだから」

「そう。それにニヤは今日初めて書斎に入ったんだろう。なら、テレビの脇わきの付ふ箋せんに金庫の番号が残されているなんて知らない。そもそも計画を立てられるはずがない」

「じゃあやっぱり説明して」

　ふて腐くされたようにスイカは口を尖らす。どうやら彼女の理解の外にあることを俺が話しているのが気に喰くわないらしい。

「第一に、鍵は無用だ。検証済みだろう。書斎の中ではウォークイン・クローゼットに隠れることができる。だったらニヤが出た後で堂々と出ればいい」

「堂々って、そんな……」

「鍵は開いていたんだろう？　ニヤが閉め忘れて」

「でもそれは偶ぐう然ぜんでしょう？　ニヤさんがたまたま鍵を閉め忘れたから、犯人はラッキーで逃げおおせたっていうの？」

「勿もち論ろん違ちがう」

　そして俺はニヤに目を向け、訊ねる。

「ニヤ、お前はなぜ鍵をかけ忘れたことに気付いた？」

「え？　あ、はい」

　ニヤは小こ柄がらな身体からだを縮こまらせておずおずと答える。

「エリカ先せん輩ぱいに『大だい丈じよう夫ぶ？　鍵の閉め忘れなんてない？』って言われて……」

　それを受け、今度は視線を反対側に。

「それは確かか？　エリカ」

「はい。前に蔵くらの鍵の閉め忘れで大問題が起きたことがあったんで、ちょっと嫌いやな予感もあったし、新人のニヤっちに『大丈夫？』って念ねんのために訊きいたんですが……」

　エリカは頷いて答える。

「ちょっとトージくん、今の話に何の意味が？」

　詰つめ寄りそうな勢いのスイカに、俺は説明する。

「新人のニヤは先輩に『確認漏もれを確かめた方がいい』といわれた。そしたらニヤは確認せざるを得ない。そしていざ戻もどったら、実際に鍵が開いていた。ならニヤは思うだろう。ああ、やっぱり自分が閉め忘れたんだなって」

　するとチカコが手を挙げて、

「それってエリ先輩が犯人の共謀者ってことッスか？」

「え？　んなわけないよ！」

　エリカが慌あわてて言う。俺は宥なだめるようにいう。

「そうだな、違う。エリカの行動は善意によるものだろう。エリカ。その『嫌いやな予感』について教えてくれないか？」

　エリカは「えー？　そんな急に言われても……」と暫しばし考え込んで、それから「あっ」と声をあげた。

「そうですそうです、何で嫌な予感がしたか。思い出しました。あれは──」

　そしてエリカは指をあげる。その人差し指は、まっすぐ。

「えっ、私？」

　スイカを指さした。

「いや、私そんな……え？　あのこと？」

　どうやらスイカは思い当たったようだ。

「エリカ、説明してくれ」

「はい坊ぼつちゃん。私、昨日渡わたり廊ろう下かの掃そう除じに入る前にスイカさんに呼び止められたんですよ」

「ほう。なんと訊ねられた？」

「なんか、この家に秘密の隠し通路とかは無いかって」

「ほう。それは何でだろう」

「一年くらい前にほら、スイカさんが蔵の鍵が開いていたのをいいことに高い壺つぼを持ち出して質しち入いれしようとしたのをメイド長に見つかって大おお騒さわぎになったんですけど──」

「……そんなことがあったのか」

「ああ、坊ちゃんは知らないかもしれません。その頃ころまだスイカさん猫ねこ被かぶってたから、みんなで必死に隠してたんですよ」

　スイカがスッと俯うつむいたのが視界に入ったが、後でじっくり聞くことにしよう。

　エリカは続ける。

「んで、昨日のこと。午後二時ちょい前の話ですね。渡り廊下に向かう私に、スイカさんが『人目につかないルートを知りたい』とか『監かん視しカメラの目を盗ぬすみたい』とか訊きいてきまして……」

「それで、お前は何と答えた？」

「はい。隠し通路はスイカさんの方が詳くわしいですよ、と。それからカメラだったら南みなみ棟とうの傍そばの建物に配電盤ばんがありますが、それを壊こわしたところですぐに予備電源に切り替かえられるから一いつ瞬しゆんしか隙すきは出来ないです、と」

「それから？」

「はい。それでスイカさんは大人しく去っていきました。でも私は『こりゃあの人が何かやらかすパターンだな』と思ったんで、最低限戸と締じまりには気をつけようと。そんでニヤっちにも念を押したんです」

　俺はスイカに視線を向ける。

「……だそうだが、スイカ」

「……そうだったかしら？」
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　スイカは気まずそうに視線を泳がせた。

「否定しても構わないが、もしそれが噓うそだと判明した場合、お前の根こん拠きよは弱くなるぞ？　いいのか？」

　スイカは諦あきらめたように肩かたを落とした。

「で、でも、それは関係ないわ……」

　するとチカコが驚おどろいて声をあげる。

「え？　もしかして探たん偵ていが犯人？　ベタっすねー」

「そ、違ちがうわよ！　そりゃ私はときどきこの家のお高い物に目をつけて虎こ視し眈たん々たんと狙ねらったりするけど、今回は失敗したからやってないわ」

　それについてもあとでじっくり話を聞くとして、ともかく。

「確かに今回に関してはスイカが犯人とは思わん。盗まれた書類は国家機密クラスのもの。簡単にはした金に換かえられる類たぐいのものではないからな」

「でも、今の話を聞く限りじゃ……」

　その台詞せりふを受け、俺は全員を見回す。

「犯人は、スイカとエリカの話を聞いて『鍵の閉め忘れがあってもスイカのせいにできるんじゃないか』と考えた」

「え？　私のせい？」

　スイカが驚きの声をあげる。

「そう。スイカ。お前、エリカから話を聞いてどうした？」

「……え？」

　スイカはビクリと身を固める。

「正直に言え」

「……一応、本当にカメラを切ることが出来るのかどうか、確かめました……」

「つまり？」

「本ほん邸てい南棟の近くの配電棟に忍しのび込んで、配電盤を壊したわ。どこをいじればスイッチを切れるか分からなかったから、ハンマーでぶん殴なぐって」

　やはりか。電源は故障したらすぐに予備電源に切り替わる。しかしそれでも多少のタイムラグが生じる。

「それで、第二の問題もクリアだ。スイカがハンマーで電源を破は壊かいした瞬しゆん間かん、ドア上のカメラは数秒から数十秒作動していなかった」

　するとずっと沈ちん黙もくで推移を見守っていたマロンドが訊たずねてきた。

「おいトージ。じゃあ、ニヤさんの聞いた落下音は……？」

「そうだ。スイカが起こした音だ」

「え……？」

「ニヤの聞いた落下音とは、スイカが配電盤にハンマーを振ふるった時の音。落下ではなく破壊の音だ。そして、破壊の瞬間にスイカは書しよ斎さいにはいなかった。だからスイカは犯人ではない」

　全員が「なるほど」と納なつ得とくの表情を見せる。俺はその様子に続ける。

「同時に。今の出来事から、飛び降りなくても書斎から出るルートが存在したことがわかる。これでツギハにしか犯行は出来ない、という理り屈くつは崩くずれる」

「い、いやまだっすよ坊ちゃん」

　チカコが挙手して言う。

「三つめの問題は？　犯人が私とエリカさんの掃除の目を盗めたのは何で？」

　すると復活したのかスイカも口を挟はさんでくる。

「そうよ。いくらカメラが切れていたって、エリチカさんがいる限り結局どうやったって飛び降りしかないのよ」

「違う」

　俺はそれを即そく座ざに否定する。

「そもそも、飛び降りはあり得ないんだ」

　そして俺はポケットから、とっておきのものを取り出す。

「……それは？」

　それは、世界塔とうでカナセから受け取った物。小さい四角い、ひしゃげて錆さびた、鉄の板。

「蝶ちよう番つがいだ。かなり軋きしんでいて、開け閉めする度たびに音がする」

「……それが何か？」

「これは、書斎の窓の物だ」

「窓？」

「そう。今朝、書斎に行って確かく認にんしてきた。書斎の窓の片方の下側の蝶番が無くなっていた。木の窓まど枠わくが老ろう朽きゆう化して一部欠けたらしい。そこにピタリと嵌はまる物だ」

「……で、それが？」

　と、ここでずっと呆ほうけていたツギハが「あっ、それ！」と声をあげた。

「それ！　それです！　私が捜さがしてたの！」

　全員の視線、ツギハへ。スイカが訝いぶかしげに訊ねる。

「どういうこと？」

「私、南棟でニヤちゃんが窓を閉めたときにそれが落ちたのを見たんです。それで、窓の下でそれを捜していたんでした。でも見つからなくて諦めたんですが……坊ぼつちゃまが拾っていたんですね！　さすが坊ちゃま」

　もちろん違う。これはカナセから貰もらった物だ。

　だが、ツギハの言葉に噓はない。

　これが、『いらないと誤認識されていた』そして『本来絶対に必要な』パーツだったのだ。これが落ちた事実が消えていたため、ツギハは自分の記き憶おくの中から世界改変モンタージユ後の新しい事実を失っていた。そのせいで、自分の身の潔白を叫さけべなかった。

「まとめるぞ。ニヤの聞いた音は破壊音。そしてツギハが窓の外で泥どろまみれだったのは、窓から落ちた蝶番を捜していたからだ」

　スイカは躊躇ためらいつつも言う。

「で……でもそんなのツギハさんの狂きよう言げんかもしれないわ。たとえば、ツギハさんが飛び降りようと窓を開けた際に蝶番が落ちて、それをツギハさんは見たから、飛び降りてそのまま捜しはじめた……かもしれないわ」

「考えられるか？　そんなの。犯人が逃にげる途と中ちゆうで古ぼけた窓を気にかけるなど。真っ昼間で、盗んだ書類を持っているんだぞ？　何よりも逃げるのが先決だろう」

「それは……」

「それに、だ。ツギハが窓を開けるなんて、あり得ないんだ。なぜならば」

　俺はスイカを指さして言う。

「お前の破壊音は俺も聞いている。しかし俺はその前に、重要な音を聞いていないんだ」

「……音？」

「そう。ニヤが窓を閉めた音を俺は聞いた。あの窓は無む茶ちや苦茶軋むからな。そのあと何かの大きな音も聞いた。しかし、その間に、もう一度窓を開ける音を俺は聞いていない。むろん、閉める音も。つまりニヤが窓を閉めてから落下音ないし破壊音の間に窓は開かれていないのだ。だからツギハは飛び降りていないんだ」

　しーんと《板の間》に沈黙が降りる。ほどなく、まだ諦められないスイカが口こう撃げきを再開させた。

「じゃあ、千歩譲ゆずって窓から飛び降りてないとして、犯人は渡り廊下にいるエリチカさんの目をどうやってかいくぐったのよ」

　それは。

　この状じよう況きよう下かで、それが成立する唯ゆい一いつの理由。これしかない。

「簡単だ」

　皆みなの視線が俺に集まる。

「エリカとチカコは掃そう除じをさぼっていたんだ。つまりあの時間にあの場所には誰だれもいなかった」

　俺はそう言いきって、周囲を見回した。皆呆ぼう然ぜんとしている。

　完全な推理だ。これならツギハが犯人だと断定されることはない。

「なら、真犯人は……？」

「そんなものは工事業者と連れん絡らくが取れたら一発でわかる」

　少なくとも、これでツギハは解放される。

　しかし、口火を切ったのはエリカだった。

「そりゃあんまりですよ坊ぼつちゃん！　私たちお給料貰ってるんだからお仕事はキッチリ致いたします！」

　あれ？　そう？

「そうっすよ！　怠なまけてるのはつっつん先せん輩ぱいくらいっすよ！」

　チカコも乗じる。む、そうか……。

「や、チカちゃん余計なこと言わないで！」

　ツギハがぶら下がったまま慌あわてる。すると、スイカが言う。まるで力を取り戻もどしたように。

「トージくん。最後の詰つめでその理屈はちょっとどうなの？　それにさ。蝶番がどうのこうので音がなんやかんや言っていたけど、そんなのだって当てにはならないわ。だって中庭ではクレーン車が動いていたんでしょう？　だったらその駆く動どう音に搔かき消されて窓の開け閉めの音なんて聞こえなくたって全然不思議じゃない。トージくんはニヤさんが窓を閉める音と私の破壊音を聞いたかもしれないけど、ツギハさんの窓の開閉と落下音は聞き逃のがしただけかもしれない」

　あ、そりゃそうか……。

「トージくん。これ以上、引っかき回さないで頂ちよう戴だい」

　スイカが髪かみをかきあげると、それを合図にしたかのようにケムマキが俺の背後に立った。一いつ瞬しゆんにして俺は段ボールをまとめるときの手て際ぎわの良さで簀す巻まきにされる。そしてスイカは、

「残念ね。まだツギハさんが犯人の可能性は崩れてないわ。とりあえず私はここまでのことを奥様に報告してくるから」

　そう言ってカツカツと《板の間》を去った。

　むう。状況は悪くなる一方だ。




　　　　◇




　簀巻きにされて、俺は《板の間》のステージ上で蓑みの虫むしのようにぶら下がっている。ツギハと並んで、傍そばにはケムマキが無言で立っている。そしてツギハはくーくー寝ねてる。こいつ、すさまじい胆たん力りよくだな。

　しかしどうにかしてケムマキを籠ろう絡らくしたいな。無理かな。無理だな。

　そんなことを考えていると、《板の間》のドアが開いて二つの人ひと影かげが姿を現した。

「坊ちゃん！」

「つっつん！」

　その二人はメイドだった。片方はすらりと背が高く、長い黒くろ髪かみをはためかせている。もう一人はふわふわしたパーマで、小こ柄がらなタイプ。

「……あ、エリさん！　チカちゃん！」

　その声に目を覚ましたツギハが寝ぼけ眼まなこでその名を呼ぶ。そう、物部家のメイド、永エイ源ゲン寺ジ絵エ里リ香カと千明チギラ千チ佳カ子コの二人だった。

　ケムマキが緩ゆるく目を眇すがめて二人に問う。

「何か用？　今のところ、奥様からの指示は何も出ていないけれど？」

　そんなケムマキに多少怯ひるんだ様子を見せつつも、エリカが言う。

「アンタには用はないよ！」

「それは通じない。ここでの最高権限は現在私が握にぎっている」

　すると今度はチカコが。

「私らは摑つかんできたんすよ！　つっつん先輩が犯人じゃないっていう証しよう拠こを！」

「そうだよ、アンタが暗部か何か知らないけれど、それを見せればつっつんを簀巻きにする理由はなくなる。そうだろ？」

「……たしかにそうね。でもそんなのあるのかしら？　坊ちゃんでさえも失敗したのに」

「坊ちゃん如ごときと一いつ緒しよにすんない！」

　エリカが大おお見み得えを切る。

「あるよ！　だから来たんだ！　おい、今から見せるから、納得したらつっつんを放せよ！」

「そうっすよ！　あとついでに坊ちゃんも解放してあげてよ！」

「おいお前ら！　俺はついでじゃないぞ！」

「んなこと言ったって坊ちゃんいっつもつっつんにひどいんだもん！」

「そうですよ！　坊ちゃん何気に友達少ないからいっつもつっつんで遊んでばっかりだしさ！　ほんとつっつんが普ふ段だんどんだけ頑がん張ばってるかも知らないで！」

「あの、エリさん、チカちゃん！　お気持ちは嬉うれしいけどあんまりその、つっつんつっつん言わないで……そのあだ名正直恥はずかしいので……」

「何言ってんのつっつん！　すぐ助けるから気をしっかり持ってねつっつん！」

「そうっすよ！　私ら何があってもつっつん先輩の味方なんですからね！」

　ツギハは小さく溜ため息をついた。味方というのはこの状況で非常に頼たのもしいが、いかんせんツギハの先輩と後こう輩はいだ。過度の期待は禁物のような気がしてならない。

　しかし、一応は希望的に訊たずねる。

「なあエリカ、チカコ。本当に証拠があったんだろうな？」

「だから来たんすよ、ほんと坊ちゃんは理解力がアレだなー」

「そうっすよ、そんなんだからつっつんにいっつも尻しり拭ぬぐいして貰ってるんですよ！」

「何言ってるんだ。俺がいつコイツに尻拭いを任せた？」

　するとツギハは慌てたようにギシギシ揺ゆれて、

「いえその、今はそんなことより早く証拠を……」

「いやいやつっつん、言えるときにちゃんと言っとかないと！　この間だってつっつんのおかげで坊ちゃんは誕生会をなんとか乗り切れたんでしょ？　坊ちゃんがやらかした屋や敷しきの大停電を救ったって。私らはちゃんと分かってるからね！　つっつんのスーパーメイドっぷりを」

「エリさん！　今は……」

　ほう。

「そうっすよつっつん先輩！　あと坊ちゃんが学校で爆ばく発はつ事件を起こしてすんげー怒おこられたときもつっつんの活かつ躍やくで……」

「チカちゃん、マジでやめて……」

　なるほどなるほど……。

「ツギハ。お前」

　俺の横でギシギシ揺れるツギハがビクリと身を固めた。

「お前、俺のいないところではだいぶ調子がいいようだな？　ずいぶんと俺の理解と異なる様子が、二人には伝わっているようだが？」

「い、いえ坊ちゃま。その件につきましては海よりも深い誤解が存在すること、私ここに申し上げたく存じます」

「聞こうか？　お前の日ごろのスーパーメイドっぷりとやらを」

「あの、その、今は……」

「今は、な。あとで楽しみにしておけ。お前、五体満足でいられると思うなよ？」

　ギシ、ギシとロープが揺れて、ツギハは完全に俺に背中を向けた。

「で、どうなの？」

　ひとしきりどうでもいいやりとりが終わったのを待って、ケムマキがこの状況に冷静な声を放ほうり込む。

「ツギハさんが犯人ではないという、その証拠とやら。あるならお昼にスイカ様やマロンド様の前で見せてみれば良かったじゃない。なんでそうしなかったの？」

「それは……そのときは忘れてたからよ」

「それと……これを他ほかの人に知られるわけにはいかなかったからっすよ」

「面おも白しろい」

　ケムマキがメイド二人に詰め寄る。先に動いたのはエリカだった。

「やいケムマキ！　あとつっつんとついでに坊ちゃん！　たんとみやがれい！　これが、事件当時つっつんが旦だん那な様の書しよ斎さいに行っていないという証拠だ！」

　そうして取り出されたのは、一枚の写真だった。それは渡わたり廊ろう下かの入り口付近で、三人の人物が楽しげに笑う写真。日付は八月三日で、時間は午後一時五十分とある。アヒル口でピースサインを決める三人は、エリカ、チカコ、そしてツギハ。

「昨日、三人で写真を撮とったんだよ！　遊んでると思われて怒られるのが怖こわくてさっきは出せなかったけど……」

「そうっすよ！　この時間につっつん先輩が私らと一緒にいたってことは、書斎には入ってないってことっす！」

「どうだ！　これなら一発だろい！」

「さあ解放してくださいっす！」

　その写真はその、ツギハだけ妙みようにデカイし角度が変だし影かげがないし、つまり誰が見ても一発で分かる合成写真で……なんでだろう、一瞬にして俺は気が遠くなった。




　それからしばらく、どうやら眠ねむりに落ちてしまったらしい。

「……はっ、寝てた！」

　目覚めると、相変わらず身体からだは宙ぶらりん。

「あ、坊ぼつちゃま起きましたね」

　隣となりでやっぱり簀巻きのツギハが言う。

「坊ちゃま、よくこんな状じよう況きようで眠れますねー」

「お前が言うな。それより俺は、いったいどのくらいの間失神していたのだ？」

「そうですねえ……たぶん二、三時間だと思いますよ。私もちょっとうとうとしてて、それでもせいぜい三十分くらいだったんで、そっから考えると二、三時間であってると思います」

　そうか。と、

「いいえ坊ちゃん。あなたたっぷり八時間は寝てるっすよ」

　その脇で声がした。よく見ると、チカコが同じように簀巻きになって宙ぶらりんになっている。

「なんでお前まで簀巻きなんだよ」

「それが、あの黒ずくめのケムマキに証拠を偽にせ物ものだと看破されて、偽ぎ証しよう罪で同罪だってんで……」

　ふむ。

「あーあ。あのケムマキなんなんだろーねー」

　今度は反対側から声。振ふり向けば案の定エリカがそこにぶら下がっていた。

「お前もか」

「そうなんですよ。まったくひどくないですか？　つうかなんでばれたんだろー」

　こいつら、爪つめの先ほどの役にも立たなかったな。俺は溜め息をつく。

「……で、お前は何で簀す巻まきになってる」

　そして、俺は二人と共になぜかぶら下がっているマロンドに言う。すると、

「いや、何か様子を見に来たらさ、ついでだってスイカちゃんに……」

　どうでもいいや。

　参ったな。状況は何一つ進展なし、希望は緩やかに逓てい減げんの一いつ途とをたどっている。もう手て駒ごまは何も無い。そう懊おう悩のうする俺の脇で、緩い口調で問いかけがあった。

「そういや坊ちゃん、前から訊きたかったんすけどー」

　見ると、エリカがぶら下がったままニヤニヤした視線を向けてくる。

「なんだ」

「坊ちゃんってスイカさんと今どんな感じなんですか？」

「は？　どんなもこんなもないぞ。普ふ通つうだよ」

「普通ってあーた。高校生にもなって、幼なじみで、許嫁いいなずけで、なんかあるでしょー。一緒にどっかいったりしないんですか？」

「だってお前、スイカってアレだぞ？　知ってるだろ？」

「あ、貧びん乏ぼうっすか？」

　反対側からチカコが口を挟はさむ。

「お前そんなストレートな物言いするなよ」

「でもそれこそ坊ちゃんがとっとと娶めとって幸せにして差し上げればいいじゃん。なんでしないの？」

「俺は別にそうしてもいいと思ってるけどさあ」

　するとツギハがえっと声をあげた。

「ダメですよ坊ちゃま。坊ちゃまはまだ十六歳で高校生なんだから、まずきっちり学業を修めて、経営学やいろんなことを学んで立派になってからでないと妻を娶るなんてことは時季そうしょうにも程ほどがあります」

　時じ期き尚しよう早そうな。

「つうか、それにスイカ本人的にもまずは兄弟の面めん倒どうを見るのと両親を見つけるのが先だろうしな」

「ならいいんですけど……」

「ほらつっつん焦あせらないの」

　そうエリカが囃はやし立てる。「別に焦っては……」とか、そんなやりとりを横目に俺は独り言のように呟つぶやく。

「でもスイカってちょっとキツいんだよな。それに鬼おに嫁よめになりそうだし、そもそも俺を立ててくれなそうだし……」

　正直なところではある。スイカと結けつ婚こんするくらいならツギハをいびって暮らした方が気が楽で楽しそうだ。するとエリカ、

「うわっ、坊ちゃん器うつわちっさ！　ちょっとチカコ聞いた？　まったく器の小せえ坊ちゃんとはこのことだよ」

「ホントっすよエリ先せん輩ぱい。そりゃスイカさんの尻にも敷しかれマスわ」

　なんてぎゃーぎゃーくだらない話を広げる。最悪だ。女だらけの空間はこれだからあれだ。

「でもスイカさんて確かにときどき怖いですよね。私スイカさんと話してて気付いたら田んぼの用水路で寝ねてたことあるもん」

「私もよ。スイカさんに夕飯の献こん立だて訊きかれたから説明してたはずなのに、大ハゲワシの巣でタマゴと一いつ緒しよに温められてたことあるよ私」

　似たようなことが俺もよくあるからフォローできない。スイカは少しバイタリティに溢あふれすぎているのだ。

「お、俺もあるぞ！　庭で鳩はとと遊んでいたら金属バット持って追いかけられた」

　とマロンドも入ってくるが無視してぼんやりしていると、エリカが俺に簀巻きのままギシッと身体をぶつけて言った。

「でもだからって坊ちゃんはつっつんに八つ当たりしすぎですよ。なんか庭に埋うめたり風ふ呂ろに沈しずめたり」

「そうっすよ。私たちで良ければいつでもお遊ゆう戯ぎにお付き合いしますのに」

　とチカコも続く。

「いや、お前らを苛いじめてもあんまり悲ひ愴そう感が出ないから興味がない」

「──なっ？」

「なんていうか、やはりツギハからにじみ出るかわいそ感はすばらしい。なんかテンション上がってくるんだよ。お前ら苛めても平へい凡ぼんな反応しか返ってこなそうで愉たのしくない」

「うわ……ひくわー」

　眉まゆをひそめる二人。だが知るか。あのニヤはうまく育てればなかなかいいものを持っているかもしれないが……しかしツギハには及およばないだろう。やはりアイツは特別なのだ。と、俺はそこで一つ重要なことを思い出した。

「なあ、エリカ、チカコ。お前らニヤについて何か知ってるか？」

「ニヤっちですか？　まあ、学校一緒だし。あ、チカって同じクラスじゃん？」

「そっすよ。ニヤっち最近編入してきた子なんで、付き合いは浅いですけどまあ友達っちゃ友達です」

「アイツ、何か妙な力を持っていたりしないか？」

「妙な？」

「力？」

　まるで隙すき間まを埋めるようにバラバラに口にする二人。ほどなく、エリカが首を傾かしげつつ答えた。

「あー。関係あるかは知りませんが、あの子はスカウトされてメイドになったって聞きました。普通は血けつ縁えんとかコネとかでここに入ってくるじゃないですか。そういうんじゃなくて、ニヤっちは特別な素養があるからわざわざ奥様が見つけ出して連れてきたとか」

「特別な素養、か」

「あ、そういえば」

　今度はチカコが話し出す。

「あの子、ときどき自分が夢の中にいるような気分になることがあるって言ってたっす。気付いたら自分が奥の方にいて、表面に別な人が出ていて勝手に何か話しているのを聞いているみたいな」

「何だそれ？　幽ゆう体たい離り脱だつ？」

「逆じゃないっすかね。なんかに憑ひよう依いされているというか」

　……憑依。

　なるほど、もしそれが……依より代しろのような能力なら、前回まるで母親のような素そ振ぶりで俺たちを手助けしてくれたことにも理由がつく。

　もう一度、なんとかニヤと接せつ触しよくする機会はないだろうか。

　と、脇でツギハが「あっ」と声をあげた。それで正面に目を戻もどすと、《板の間》のドアが開き、人ひと影かげが。

「お食事の時間です」

　ケムマキと、配はい膳ぜん台を運ぶニヤであった。




　俺たちは腰こしにロープをくくりつけられたまま、テーブルを囲む。前回はツギハと二人だけだったが、今回は三人増えてだいぶ賑にぎやかだ。

「うわぁ……」

　ツギハが感かん嘆たんの声をあげる。エリチカも目を丸くしており、「おお、こうしてみるとやっぱ坊ちゃんっていいもん食ってんなー」「マジヤバイっす」なんて宣のたまう。

「で、この料理はなんだ……」

　テーブルにはご馳ち走そうがズラリと並ぶが、例によって統一感がない。ニヤが笑え顔がおで答える。

「はい。三大日本食であるカレー、ラーメン、フェイジョアーダ・コンプレッタを取りそろえてみました」

「どういう基準だ。つうかフェイなんだって？」

「フェイジョアーダ・コンプレッタです」

　言いながらニヤは粛しゆく々しゆくと並べる。

「ニヤちゃん！　カレーとラーメンはともかく、私、三つめには絶対ナポリタンが入ってくると思うんだけど！」

「いやつっつん。そこは譲ゆずれないよ。たしかにカレーとラーメンは正解だけど、三つめはどう考えたってハンバーグだね」

「何いってんすか二人とも。三大日本食と言えばカレー・ラーメン・パンナコッタでしょ？」

「いや、メイドさんたち。牛ぎゆう丼どん・カツ丼・天丼ですよ」

　マロンドも割り入るが、女三人に全無視される。俺はその様に溜ため息をつきながら食事に手を伸のばす。

「で、この何とかレッタってのはなんだ？」

　するとニヤが当たり前のように答えた。

「ブラジルの郷土料理ですね。豆を利用したヘルシーなお食事です」

「お前、三大日本食って言いながらブラジルの郷土料理ってどういうことだよ」

「まあ、食べましょうよ」

　軽く流してツギハはカレーに手を伸ばした。チキンとスパイスのよく煮に込まれた良い匂においが漂ただよってくる。一方俺は最近ラーメン食ったばっかりだったので、そのブラジル料理とやらに手を伸ばす。ふむ。素そ朴ぼくで嫌きらいな味ではない。そうして食事を済ませていく。

「ところでニヤ」

「はい。なんでしょう坊ぼつちゃん」

「スイカは帰ったのか？」

「はい。スイカ様は先ほどお帰りになりました。夕飯の手伝いをすると言ってきかなかったのですが、先日バズーカ砲ほうを坊ちゃん名義で密輸しようとした件について追つい及きゆうしたところ黙だまって退散したようです」

「そうか。アイツ、なぜか親父おやじのカード番号知ってることあるから念ねんのためカードの利用履り歴れきを調べておいてくれ」

「承知しました」

　そんな脇わきで、

「あ、ラーメン美味おいしいです」

　ツギハはカレーをぺろりと平らげた後すぐにラーメンどんぶりに手を伸ばしている様子。

「さすがにどれも美味しいっすけど、カレーもうちょい辛からいほうが好きっす。カレーウマナールが欲しいとこですね」

「あ、ありますよチカちゃん」

「おいトージ、その豆の奴やつ俺にも食わせろよ」

「マロンドさん、フェイジョアーダ・コンプレッタですよ」

「つうかマロンドさん食べ方汚きたないっす」

「そもそもマロンドさんヒゲが汚いです」

「あとなんか臭におうっす」

　そんなふうに楽しげに食事は進む。やがて、

「ふう、私、お腹なかいっぱいです」

　ツギハはそうゲップした後、ケータイを取り出した。

「……何してんだ？」

「いえ。その、趣しゆ味みの──」

　ああ、また何かの詩か。俺はマメ料理をさらいつつ、ツギハの横からそれを覗のぞき込む。





『来きたるべき時を迎むかえるとき、私たちは巨きよ大だいな光となって暗くら闇やみとともにこの世界に包まれるでしょう


Ｈ．Ｎ　月を見つめる瞳ひとみ』








　その文字列に、俺は目を疑った。

「おいツギハ、それ見せろ」

「は？　やですよだから。坊ちゃまは女子の趣味に口出ししないでください」

　ツギハがそうケータイを隠かくすが、知るか。チョップをかますとホゲエと喚わめいてケータイを落としたので、それをすかさず奪うばい取る。

「坊ちゃまなんすかもー」

　脳天を押さえながら怒おこるツギハだが、全力で知るか。

　この文字には。この文字には見覚えがある。

「ツギハ。なんだこれ？」

「いや、だから前にもお話ししたじゃないですか！　その……趣味です」

「そんなことは訊いてない。この内容についてだ。前はなんかこう、日記みたいな奴だったろ？」

「そういうのもありますが、そんなものは数あるパターンの中の一つですよ。私の想像力の引き出しを甘く見ないでください」

「お前の引き出しなどカラッポのスッカスカだろが。これはお前のオリジナルなのか？」

「当たり前ですよ！　盗とう作さくなんてそんなクリエイターの恥はじです！」

「お前が考えたのか？」

「当たり前ですよ！　オリジナルこそアーティストの作品です！」

　俺の聞きたいポイントとコイツの言いたいポイントがずれていてウザイ。が、ということは？

　この文字列はいつかＵＦＯのクエストの時に俺のペンダントに届いた通知と同じだ。そして、俺はあのときコイツにそれを見せてはいないはず。だからコイツの言うとおり、ツギハがこの文章をどこかで目にしたことはあるまい。では、なぜ同じ文章が？

「ツギハ。いいかよく聞け。お前はこのわけわかんない文字列を、いつ書いた？」

「え？　今さっきですが」

「本当にオリジナルなんだな？」

「ですってば！　坊ちゃまといえども怒りますよ？」

　ツギハが口を尖らして言う。

　だとすると。どういうことだ？　こんな偶ぐう然ぜんがあるのか？

　いや。

　未いまだかつて無い不安と焦しよう燥そうが俺の胸を突つき抜ぬけた。

　と、そのとき。

「わっ、ニヤちゃん！」

　ツギハが声をあげた。反射的に見ると、俺とツギハの間に立っていたニヤがかくんと項うな垂だれていた。

　これは──。あの「憑依」か？　また母親が？

　──しかし、すっと顔を上げたニヤの表情は母のあの威い圧あつ感かんたっぷりのそれではなかった。それはどちらかというと表情に乏とぼしく、仏ぶつ頂ちよう面づらに近い。これは、誰だれだ……？

「あ、モントージさんツギハさん。急に呼ばれても困るんだけど」

　この口調は。

「カナちゃん？」

　ツギハがビックリして言う。

「そうだけど、何の用？」

　彼女はなんでニヤに呼び出されているのか分かっていないようだった。それを問い詰つめたい気持ちもあったが、そんなことを聞いている場合ではないという気持ちの方が強かったので俺は問う。

「カナセ、一つ質問させてくれ」

　それはたった今思いついて、にわかには信じられないこと。

「お前の神は、一人だけか？」

　脇でツギハがキョトンと首を傾かしげている。ニヤは、カナセそっくりの面めん倒どうくさそうな目で俺を見ている。

　それから少し右上に視線を泳がせて、溜め息をついた。

「……モントージさん。あなたがどうしてその質問をするに至ったのか、は興味ないけど」

　その口調はカナセそのものだった。彼女は続ける。

「ただ──」

「そうなんだな？」

「それを答えることは、私には許可されてないけど」

「イエスかノーもか？」

「同じ答え」

「そうか。なら、イエスだと判断する」

「坊ちゃま、それってどういうことですか？」

　ツギハがわけのわからないといった表情で俺の袖そでを引く。俺はその困こん惑わく顔に、溜め息混じりに言う。

「しっかりしろ。お前はともすると当事者だ」

　もしかすると、たぶん、いや、それはとても可能性の高いことかもしれない。

　俺は再度問う。

「お前は、最初から知っていたのか？」

「そりゃ、まあ」

「炬こ燵たつ女もか？　知っていた上で、バグだの何だのいって俺を誤ご魔ま化かしていたのか？」

「あ、それは違ちがう」

　カナセ口調の小さなメイドはバッサリと答える。

「あの神様は、今回の世界塔とうだけの神様。物部家が守護する世界塔の神様は過去に一度だけ優勝したことがあって、今の神様は二代目。あの方は初代のことも、次の代のことも知らないわ」

「……お前は違うのか？」

「そう。違う」

　ニヤの顔が、カナセのような硬かたい笑え顔がおで答えた。

「私は、世界塔についているんじゃなくて、物部家についている担当だから」

「どういうことですか？　坊ちゃま」

　ツギハが問う。俺はそれに答えがてらに言う。

「ツギハがこの家に来たのは十年前だ。いや、時期はどうでもいい。重要なのは、こいつがここに来る前のことを誰も知らないということ」

　俺はツギハを横目にして言う。

「俺は勿もち論ろん、こいつ自身も。他ほかのメイド連中も、ばあやも執しつ事じ長も、両親もだ。ツギハがどこの誰なのか、誰も知らない」

　ツギハは困惑して、何か言いたげだが何も出てこない様子。まあ、無理もないだろう。

「炬燵女は以前言っていた。世界塔の世界改変モンタージユで『人』の存在が増えたり減ったりはしない。なのに、うちにはどこから来たのか分からないメイドがいる。この理由は何か？　俺は今確信した」

　俺とツギハとニヤは沈ちん黙もくする。他の三人は相変わらず仲良く食事している。そんな中で、俺は言う。

「こいつが人ではない、ということだ」

「え？　私、人ですよ。だってちゃんとお腹すくし眠ねむくなるし」

「普ふ通つうの人はお前みたいに頑がん丈じようじゃない」

「ですけど、そんなの誤差でしょ？」

「五階から落ちてしゃっくりで済むとか、誤差どこじゃねえだろ。それにだな」

　俺はツギハの問いを無視して続ける。

「お前のさっき書いていた詩？　だったか」

「え？　はい、そこそこの自信作ですが」

「出来に言げん及きゆうする気はないが、それは俺のペンダントにいつかきた物と同じだ」

「は？　それってクエストの通知ですか？」

「そうだ」

「私、そんなの見たことないですよ！　だって坊ぼつちゃま見せてくれないし、あれは私のオリジナルで……」

「そういうことじゃない。世界塔の中の時間の流れは現実世界のそれとは無関係だってことは常々身にしみているだろう。中で何時間も過ごしたはずなのに戻もどったら一分も経たっていないとか。だから、俺はこう思っている。さっきお前が書いた詩が、時間を越こえてこの間のクエスト通知として俺のところに届いた」

「時間を越えて？……過去に遡さかのぼってってことですか？」

「だろ？　カナセ」

　するとカナセはふん、と鼻を鳴らし、

「ずいぶんと断言するけど、そこまで言うならさすがにちょっとなんで気付いたか聞きたいけど」

　彼女は肯こう定ていの返事を口にはしなかったが、その言葉の内容は俺の推察が合っていることを示している。

「炬燵女は言っていたな。クエストの通知は世界塔の自覚なき意思が送ってくる、と」

「そうだけど」

「つまり、炬燵女自身もそれがどこから来ているのかは知らなかった」

「だから？」

「炬燵女はこう呼んでいた。世界塔の自覚なき意思を。月を睨む瞳ムーンゲイザー」

「それが何か……？」

「ツギハ、お前のハンドルネームはなんだ？」

「え？　そんなの恥はずかしくて口にしたくないですよ」

「じゃあいい。お前の名字はなんだ？　お前、フルネームを言ってみろ」

「え？　それでしたら、物部家メイドの月ツキノノ目メ次ツギ葉ハですが」

「見ろ。名前が表しているじゃないか」

「……えーと」

　まだわからんか。忌いま々いましい。

「お前は月の目。月を見つめる瞳ムーンゲイザー。更さらに、世界塔は炬燵女に大樹に喩たとえられていた。それを考えれば名前すら明示だ。世界塔の次の葉」

「えーと？」

「まだわからないのかよ！　お前は──」

　その先を俺は言葉にはせず、ツギハを睨にらみつける。そして視線はそのままにカナセに問う。

「世界塔は、来きたるべき時を迎むかえてどうなる？」

「新しい世界を目指すけど」

　ツギハが困ったように口を挟はさむ。
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「この世界がどうにかなっちゃうんですか？」

「いや、どうにかっていうか」

　カナセはそしてコホンと咳せき払ばらいして、俺たちに訊たずねた。

「新しい世界は、新しい世界。モントージさん、ツギハさん。お二人は『世界』とは何だと思う？」

「ここのことです」

「定義による。俺たちの過ごす空間という意味ならツギハと同じだが、第三者的な答えを求められているのなら違う」

　俺たちは世界塔の中の部屋で、様々な世界を見てきた。それらが独立して存在しているのなら、この世界と同じくらいの規模の世界が複数あっても不思議じゃない。

「じゃあ、定義するよ。この現実世界は、ひとつの膜まくのような存在。この膜のすぐ傍そばには、別の膜が存在してる。そのすぐ傍には、また別の……って、延々とたくさん連なってたゆたっているわ。世界とはそれら一つ一つのこと」

「パラレルワールドってことだな？」

「そう」

「それって、いくつあるんですか？」

「さあ。グーゴルはくだらないと思うけど」

「グーグ……ゴーグ……えーと？」

「グーゴルだ。一〇の一〇〇乗だ」

「へえ、そんなおっきい数があるんですか。そんなにあるんですか？」

「もっとかも。グーゴル・プレックスくらいかも」

「それは……？」

「一〇の一グーゴル乗だ」

「へえ。そんなにそんなにあるんですか？」

「もっとかも。グーゴル・プレックス・プレックスかも」

「それは……？」

「一〇の一グーゴル・プレックス乗だ」

「そんなにそんなにそんなに？」

「もっとかも」

「あ、ってことは、グーゴル・プレックス・プレックス・プレックスくらいあるんですね」

「いや、そんな単位はない」

「ひどい。罠わなです」

　ツギハはしょげる。

「で、結局その膜がなんだ？」

「世界塔は、その中の新しい膜──まだ世界が形成されていない膜に突つき刺ささるわ。刺さったところから世界塔の中に蓄ちく積せきされた様々な部屋が膜の外を侵しん食しよくし始めて、その膜は新たな世界を形成するの。神様は、その世界を永遠に治める宇宙そのものとなる」

「神様すごい」

「世界塔が刺さるってのはどういうことだ？」

「言葉通りだけど」

　カナセは何でもなさそうに言って、

「もうすぐ世界塔がこの世界から飛び立つわ」

「んな、ロケットみたいな」

「ロケットだったらまだいいかと」

「どういう意味だ？」

「まあ今いま更さら隠かくしてもしょうがないので言うけど、地球は巨きよ大だいなタマゴなの。世界塔は、その中に宿っている生物の巨大な角なのよ」

「……わからん」

「生き物が生まれるときは、タマゴの殻からは破られるよね」

「だとすると……？」

「そう、地球はおしまい」

　小さなメイドは両手を広げて小さく微笑ほほえんだ。

「……おしまい？」

「あ、でも心配しないで。前回はそれで歴史が一回壊こわされたけど、およそ五千万年かけて同じ程度の文明が出来たから」

「いや、おかしいだろ。じゃあなんで物部家は断絶していない」

「新しい守護者が世界改変モンタージユで元に戻したのよ。昔から、新しい世界が生まれる度たびにそうやって世界改変モンタージユされているわ」

「ちょっと待て。ということは、だ。俺たちは……人類はこれまで何度も滅ほろんで、そのたびに何千万年後かの人類によって『滅んでないこと』に世界改変モンタージユされてきたということか？」

「ほんと、理解が早くて有り難がたい」

「なんてこった……」

　俺は怒おこるも呆あきれるもできなくて、ただ茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。するとカナセは精せい一いつ杯ぱいの柔やわらかな表情を作って言う。

「安心してよ。ちょっと長いお別れだけど、その間のことなんてどーせ誰だれも覚えてないんだから。モントージさん、これまで何度もやって来たでしょ？　世界改変モンタージユ。それのちょっとデカイやつってだけ。それにすぐ傍に次の神様がいるんだし、なんにも怖こわい話じゃないよ」

「あの、坊ちゃま。全然分かりません」

　ツギハが悲鳴に似た声をあげる。見ると頭から煙けむりが……お前それ陽かげ炎ろう的な奴やつじゃないのかよ。

　それにしても、だ。

　今にして思えば、どうして俺は炬こ燵たつ女を神だと思えなかったのか。分かる気がする。

　ツギハ。お前が横にいたからだ。そう、こいつこそが。

　俺の神だ。

「じゃ、またね」

　カナセが言う。

「おい、カナセ──」

　俺は慌あわてて呼びかける。しかし間に合わず、ニヤはまたがくんと項うな垂だれた。そしてすぐに顔を上げる。

「……どうされました？」

　その小動物的な戸と惑まどい顔は、また元のニヤだった。

「ねー坊ぼつちゃん！　せっかくだからこっちともお話ししましょうよー」

　背後からエリカが何も聞いてなかったのか楽しげに呼びかけてくる。

「あのさー坊ちゃん！　今だから言いますけど実は私ら掃そう除じ中に一いつ瞬しゆんだけ廊ろう下かから目を離はなしたんですよね」

　なんか酔よっ払ぱらってるのか？　とでも思いたくなるような陽気さでエリカは言って、そこにチカコも言葉を重ねる。

「そうそう。外から変な音がしたから、『あーこりゃ絶対スイカさんだ』って二人して窓から外を探したんすよ」

「でもほんの何十秒くらいですよ！　だからそんな隙すきをついて犯人が後ろを走り抜ぬけたなんてたぶんないですよ！」

「だからサボってたわけじゃないんで奥様に告げ口はやめてくださいっす！」

　そうして二人ギャハハハと笑いあう。いや、今いま更さらいい。なぜなら、状じよう況きようはどうやらそれどころじゃないからだ。しかしチカコが尚なおも笑いながら言う。

「つうかそれより坊ちゃん！　さっきからマロンドさんがなんか最悪なんす」

「そうそう、マロンドさんてば前にも私らとこうやって食事したことがあるとか夢で会ったとか、超ちよう絶ぜつナンパ野や郎ろうなんですけど」

「違ちがうよエリチカさん！　俺はただ、こんな光景を何度か見たことがあるっていう気がしているだけで……」

　……どうでもいい。

　今更どうでもいい。本当に今更どうでもいいことだが、今の三人の言葉に俺は急速に視界が開けた事に気づいた。

　ツギハは犯人じゃない。じゃあ、誰が真犯人なのか。

　俺は、ツギハの濡ぬれ衣ぎぬを晴らすために意図的に無視していたことがある。

　クレーン車を使って書しよ斎さいに忍しのび込んだ犯人は、どうして監かん視しカメラの途と切ぎれた瞬しゆん間かんを見計らうことが出来たのか。どうして、スイカが監視カメラの電源を一瞬だけ破は壊かいする──そのタイミングを知っていたのか。……普ふ通つうに考えれば知るわけのないことだ。

　更さらに、なぜ犯人はエリチカに気付かれずに脱だつ出しゆつ出来たのか。

　今のエリチカの発言。

　エリチカは廊下の掃除をサボっていたわけじゃないが、一瞬だけ目を離した。窓の外から聞こえる破壊音を気にして、窓から外を眺ながめていた。その間およそ一分足らず。

　それは普通なら取るに足らない瞬間で、そんな瞬間を見計らって渡わたり廊下をダッシュするなんてことは普通は出来ない。

　しかし、ある者にとっては充じゆう分ぶんな時間だ。

　クレーンが南みなみ棟とうに近づくこと。

　スイカがカメラを停止させること。

　ニヤが鍵かぎを確かく認にんしに戻もどってくること。

　ツギハにアリバイがないこと。

　そして、エリチカが渡り廊下から一いつ瞬しゆん目を離すこと。

　それらを全すべて予あらかじめ知っていて、全て利用できる人物。それが真犯人だ。そして、それが可能なのは、世界改変モンタージユ後の出来事を予知夢のように先回りして知ることができる人間。世界改変モンタージユの前後で不確かながらも記き憶おくをキープできる唯ゆい一いつの人間。

　……理由は知らないが、あとでたっぷり問い詰つめてやる。

　と、ニヤが急に何か言いつけを思い出したかのように動いた。

　俺の背後に立ち、ロープを切る。「いてっ」と俺はバランスを崩くずして椅い子すから床ゆかにドスンと落ちる。

「どしたんすか？　ニヤっち」

　食事の手を止めて訊たずねるチカコに、ニヤは微笑んで答える。

「あの、皆みな様さまを解放いたします」

「えっ？」

「……解放？」

「なんで……？」

　残された全員が顔に奇き妙みような表情を浮うかべた。

「おい、どうしたんだお前ら？」

　俺が自分のロープを払はらい身を起こしながら言うと、みんな緊きん張ちようした面おも持もちで他者を見回すばかり。

「え？　俺たち、解放されるのか？」

「そうだぞマロンド。お前、いちばん縄なわが食い込んでいるじゃないか。もうすぐ終わりだ。まあお前なりにお疲つかれだ。ところでお前にはちょっと訊ききたいことが山ほどあるぞ」

「いや、でもだな……」

　なんだよ、と俺は眉まゆをひそめる。するとその脇わきで、

「え？　私も、どうしたらいいんでしょう……？」

　チカコがおそるおそる言う。

「何言ってんだチカコ。解放されるんだ。何も問題は無いだろ？」

「でも、私……」

　そしてチカコは傍かたわらのエリカを見る。

「私、エリ先せん輩ぱいと……」

「どうしたチカコ。安心しろ。お前らが掃除を怠なまけていたとは思ってない。心配するな」

「チカちゃん……」

　エリカもわなわなと声を震ふるわせる。

「私、チカちゃんと一いつ緒しよに、このままこうして簀す巻まきチャンピオンになる約束をしちゃったのに……」

「は？　お前何言ってんだ？」

「そうっすよ！　エリ先輩！　私も簀巻きの道を、これから一いつ生しよう懸けん命めい歩んでいこうと……」

「いや何言ってんの？」

「二人とも、私もついていきます！」

「いやツギハ。お前まで何言ってるの？」

　俺は呆れて簀巻きどもに手をかける。

「おいニヤ。お前はエリカとチカコをほどいてやってくれ」

　すると。

「近寄らないで！」

　エリカが大きな声をあげた。

「何だよ！　どうしたんだよ！」

「トージ坊ちゃん！　坊ちゃんはいったい私たちをどうするおつもりですか？　私たちのこの結束を、今更解こうというのですか？」

「結束？　いや、簀巻きをだな」

「ニヤっち！　騙だまされちゃダメよ！」

　チカコが大声。

「トージ坊ちゃんは今ちょっと錯さく乱らんしているんです！　ニヤっち！　私たちがこうやって仲良く新たな人生を歩もうとしているのを、こうやって邪じや魔まして……」

「なんなんだよお前ら」

「やっぱりそうか、トージ！　見み損そこなったぞ！」

　マロンドがふてぶてしく声をあげる。

「いくらお前でも、俺たちがこうやって怠けながらまっすぐ生きていくことを邪魔していいはずがないだろ！」

「いやお前何言ってんの？　ていうかお前に限っては一いつ貫かんして何言ってんの？　ここ数日でまともな台詞せりふいっこもないじゃん」

「俺は誰だれよりもまともだ！」

「だめだなこりゃ。おいツギハ。とりあえずお前だけでもおりろ」

「坊ちゃま、その、私……」

「なんだ」

「簀巻きとしての人生を、踏ふみ出したくて……」

「なんで？」

「簀巻きは宇宙です」

「何だって？」

「そうだ！　簀巻きは宇宙なんだ！」

「宇宙！」

「簀巻き！」

「大宇宙！」

「大簀巻き！」

　謎なぞの大合唱が始まる。

「いいかトージ。よく聞け。俺たちはぐるぐる巻きにされることで、ここに留とどまらされることで、ひとつの宇宙を知った」

「わからん」

「俺たちは、これまでの人生ずっと縛しばられていたんだ」

「いや、今縛られているところだろ？」

「いいや。俺たちは自由に縛られていた。俺たちは無数の選せん択たく肢しの中で途と方ほうに暮れているしかなかった。しかし、簀巻きにされることで、俺たちはそこから解放されたんだ」

「ごめんわかんないからちょっと黙だまって」

「そうっすよ！　坊ちゃん！　むしろ坊ちゃんも簀巻きになってください！　カムバックヒア！」

「そうだー！　坊ちゃんこそきっと気に入りますよ」

「そうです！　坊ちゃま、私、坊ちゃまとずっと簀巻きになっていたいです！」

「おっ！　つっつんだいたーん！」

「えへへ……」

「お前らマジで何言ってるんだ？」

　俺は怖おぞ気けを感じる。まさか世界塔とうの影えい響きようが……？　すると背後でニヤが言う。

「モントージお坊ちゃん。私が思うにですね……」

　控ひかえめな口調だが、達観したようにその口ぶりに迷いはない。

「どうしたニヤ」

「こんな話をご存じですか？」

「ああ、知ってる」

「まだ話してません。いいですか？」

　そしてニヤは俺を見上げて小声で話す。

「フランスの高速道路がある日大だい渋じゆう滞たいになりました」

「は？　何の話だ？」

「渋滞は……」

　ニヤは俺の質問に答えることなくすらすらと続けた。今まで見たことがないほどすらすらと。

「渋滞は、一昼夜続いてもまだ解消される見通しがありません。そのまま二日、三日と過ぎていきますが、一ミリも動きません」

　それはとんでもないな。まさかこいつまでどうかしたのかと不安を覚えつつも、俺はやむなくニヤの話に耳を傾かたむける。

「やがて渋滞でまったく車の進むこと無いまま季節は過ぎて、夏が終わり、冬も過ぎていきます」

「いや、どんだけだよ！」

　俺は思わず突つっ込みを入れる。

「それはさすがに無理があるだろ。トイレや着き替がえはどうするんだ。食料は？」

「渋滞が余りにも動かないので、人々は周囲の車同士でグループを作り合って、リーダーを決め、お金を出し合って、周辺の村に食料の調達に行ったりします。周囲は森や自然に囲まれており、出歩くことは困難ではありません。そうやって皆みな協力して暮らしていくのです」

　ニヤはまるで独り言のように話し続ける。

「彼らは……渋滞に巻き込まれた人々は、その状態のままそこに新たな秩ちつ序じよを形成していきます。そして、そのままそこでの生活が自然のものであるように、まるで生まれたころからそのようにして生きてきたかのようにその生活に馴な染じんでいき、やがてその状態の維い持じを渇かつ望ぼうするようになります」

　ん？　それって……？

　俺はその話の意味に次し第だいに気付き始め、目の前の簀巻きの面々を見る。ニヤは頷うなずいて言う。

「はい。まさに、眼前の彼らのように」

　たしかに彼らは今、簀巻きになっていることが自然で当たり前になっており、それに執しゆう着ちやくを見せている。

「その話は、最後どうなるんだ？」

「それは……眼前の彼らの行く先を見れば分かるかと」

　言いながらニヤは、チカコのロープをナイフで切った。チカコはドサッと蓑みの虫むしのように倒たおれて、ニヤの肩かたに担かつがれる。その瞬しゆん間かん、他ほかの簀巻きどもから一いつ斉せいに悲痛な叫さけび声。

「チカコ！」

「チカちゃん！」

「チカコさん！」

　続けてニヤは、「みんなー！」と力なく叫ぶチカコを床ゆかにごろんと転がすと、続けてエリカのロープを同じように切る。

「エリさん！」

「エリカさん！」

　すぐにさっきと同様にツギハとマロンドが悲しげな声をあげる。

「みんな！　私のことは忘れて……頑がん張ばって生きて！」

　エリカは涙なみだながらにそう叫ぶと、ツチノコみたいに床に転がる。

　マロンドが俺に向かって喚わめく。

「あんまりだよトージ！　俺たちが何をしたっていうんだ！　なあ、俺たちから自由を奪うばわないでくれ。俺たちは簀巻きだ！　ずっと簀巻きでいたいんだ！」

　続いてツギハも悲しげな声で、

「そうですよ坊ぼつちゃま！　ああ！　なんてこの世は残ざん酷こくなのでしょう。私たちの生活はいともあっさり破は壊かいされて、あとには何も残らないんですね。まるで失敗作の烙らく印いんを押されたかのように──いいえ、ただひとつ残る物がありました。それは……むなしさです！」

「ツギハさん！　むなしさなんて悲しいことを言うな。俺たちは、いつだってただ自然に翻ほん弄ろうされるだけの存在だ。その全すべてを受け入れよう。そう、全ての物事は諸行無常。あらゆることは移ろいゆくのみ、そこに意味なんて本当は何もないのかもしれない。だけど、俺たちがそこに意味をそれぞれ見つけることで人間は進化していくんだ。そう、俺たちの心次第で、その先には無限の広がりが存在している！」

　お前ら簀巻きになって何マジ泣きしているんだ。




　そんな泣き顔に包まれる中、少しずつそれは始まった。




　大地が揺ゆれる。それで俺は無意識に理解する。きっともう間もなくなのだろう。

　世界塔の発射とやらが。

　俺はステージを降りて《板の間》の窓を開ける。身を乗り出して、中庭の方へ目を凝こらす。地面が隆りゆう起きし、俺の作りかけの畑が丸い小山のように盛り上がる。マロンドやツギハや、エリカやチカコの嘆なげき悲しむ声の中で、その合唱をＢＧＭにして、世界塔が少しずつその様相を異質な物へと変化させていく。あの中にはたくさんの部屋があって、わけの分からない書庫バベルがあって、書庫バベルの真ん中には謎の穴が空いていて、その穴の中にあの炬こ燵たつ女──金きん髪ぱつの、いつもだるそうで、いい加減で、やけに気っ風のいいあの──が飛びこんだ。

　その塔の正体が今、目の前に露あらわになる。

　それは地球を胎たい内ないとして育つ巨きよ大だいな一角獣ユニコーンの角であった。

　一角獣はいままさに、この地球というタマゴの殻からを突き破ってどこかへ飛び立とうとしているのだ。

　巨大な音と共に大地が割れる。その音のせいでもう簀す巻まきどものわめき声は聞こえなくなる。

　俺は立っていられなくなり、窓縁にしがみつくようにしてただただ目に映るそれを茫ぼう然ぜんと眺ながめた。

　その光景をなんと形容しようか。

　余りにも非現実的な光景。

　空の青が破れた紙のようにペラリと捲まくれて、空間から剝はがれ落ちる。何もないまっくらな闇やみが、壁かべのようにその向こうに広がる。まるで俺たちの見ていた世界はただのハリボテだ、とでも言うかの如ごとく。その闇はまっすぐなような、けれどもいびつな球面のような、少しも遠近感のない波間のように形無く揺らめいて、そこからこれまた距きよ離りの分からない角度で、そこに巨大な瞳ひとみが現れた。

　藍あい色いろの瞳をした一角獣ユニコーンが俺を一いち瞥べつする。その目はどこか得意げで、飄ひよう々ひようとしていて、なれなれしくて、何か見覚えのある感じがした。

　そういやこないだ、もう思い残すことはないとか言ってたっけか。

　でもさあ。

　……お前、どっか行くならどっか行くで、一言ぐらい残していけよ。ったく最後まで人を振ふり回しやがって。

　なんてことを訴うつたえる俺の目を、その瞳はたっぷりと愉ゆ快かいそうな色を浮うかべて見つめ返す。それはまるで「じゃあね御おん曹ぞう司し、次の神様は大事にしろよー」なんて、いつものあの気っ風の良さで軽口を言っているようにも感じられた。──うるせえ。言われなくても大事にするわ。

　そして、その巨大な馬が大地を踏みつけて駆かけ上がる土つち埃ぼこりの中に、小さな若葉を携たずさえた苗なえ木ぎのイメージを見た気がした。

　それが最後の記き憶おくだ。







　エピローグ







　その日、四十度以上。

　ジリジリと日差しがアスファルトを照らしつけ、道ばたに転がるカナブンの死体を蟻ありがせっせと運んでいる。その行列の進む先を、何かが遮さえぎっている。

　学校から戻もどった俺は、倒たおれる男の姿に思わず呆あきれて声をあげた。

「ん？　なにやってんだお前」

　真夏も盛りの夕暮れ時に、物モノノ部ベ家の前で間マ宮ミヤ麿人マロンドが行き倒だおれていた。

　その両手には何か書類とメロンが握にぎられている。──マロンドは、息も絶え絶えに顔を上げると絞しぼり出すような声で言った。

「トージ……なんか、黒くろ装しよう束ぞくのメイドに……」

　それはたぶんウチの暗部のケムマキだが。なんでお前が彼女に討うたれる。

「み、水をくれ──」

　俺はカバンに持っていた未み開かい封ふうのお茶を開けてのませてやる。

「お前、人の家の前で行き倒れるなよ」

「トージ──」

「それよりお前、その書類とメロンはなんだ？」

　俺は死にかけのマロンドを無視して彼の手の中のそれを取り上げようとする。しかしマロンドはスッとそれを隠かくす。

「なんだよ。ていうかそれ、表ひよう彰しよう状じようって書いてあるが何の賞状だ？」

「気のせいだ──」

「噓うそつけ」

　俺は有う無むを言わさずそれをマロンドの手から奪い取った。マロンドは力なく、ただ恨うらめしそうに俺を見るばかり。

　封ふう筒とうは手にするとずっしりとした重みがあった。封ふうを開けると、中には何かのファイルが。俺はそれに視線を落としながら呟つぶやく。

「お前、これウチの印が入っていないか？　もしかして親父おやじの書類じゃないか？」

　それは賞状などではなく、禁帯出の、物部家重要機密書類だった。そして、その中身は──。

「お前、これ何の偽ぎ装そうだよ」

　それは若わか草くさひかるの握あく手しゆ券つき写真集だった。

　次に今度はメロンの方を持ち上げる。こっちは封筒とは逆に、見た目の割にかなり軽い。

　……怪あやしい。

　そう思ってよく見ると、それはプラスチックのレプリカで、蓋ふたがついていた。問答無用で蓋を開ける。すると中には、大量のブルーレイ・ディスクが収められていた。

　若草ひかるの。

「ち、違ちがうんだ……。これはもともと俺のやつで……。でもハリーさんになかなか返して貰もらえなかったから……」

　なるほど。さては親父の書しよ斎さいに忍しのび込んで取り返してきた帰りを、全て見ていたケムマキに見つかって討たれたというわけか。それにしても。

「ウチの親父を引きずり込んだのはお前か」

　最近親父がしょっちゅう一人でどこかに出かけていたのは、このためだったか。出張直前まで母に浮うわ気きを疑われていて家庭内不和に陥おちいっていたが、その原因はこのバカがバカ親父を同じ道に引きずり込んだため、か。なーる。

「頼たのむ……みんなには……ナイショにしてくれ。俺はいいが、ハリーさんが……」

　そしてマロンドはがくっと倒れた。

　さて。母に全部言いつけてやろう。マロンドも親父もまとめて叱しかられるといい。そんなことを思いながら、俺は地に堕おつマロンドを日ひ陰かげに放置して屋や敷しきに入る。




　夕暮れ、居い間までソファに身を沈しずめているとペンダントに通知が入った。





『今こそ、真っ暗な世界に明かりを灯ともすとき。さあ、弾たまを込めて』






　俺は溜ため息をつきながらそれを眺ながめる。今度は何だ。

　その様子を不思議に思ったか、傍かたわらでテレビゲームに興じていた妹が顔を上げて訊たずねた。

「どうしたの？　お兄様」

「ああ、何でもないよ百モ々モ里リ」

　そう、とテレビに目を戻す妹の脇わきで、俺は立ち上がる。

「それよりも、離はなれの方が騒さわがしいな」

「ああ。それならスイカちゃんがなんかブルドーザーでばあやのお部屋に突つっ込んだとかで大おお騒さわぎしてるよ。スイカちゃんのご両親があとで謝りに来るって」

　やれやれ。あいつは相変わらず破壊好きだな。やむを得ない。何とかしてやるか。

　──世界改変モンタージユで。

「いいかモモリ、ゲームは一日一時間だぞ」

　俺は妹にそう告げて廊ろう下かに出る。絨じゆう毯たん敷じきの静かな中を抜ぬけ、そのまま勝手口から中庭へ躍おどり出た。

　物部家の中庭には謎なぞの塔とうが立っている。それは塔と呼ぶには少々中ちゆう途と半はん端ぱな高さで、そうだな、せいぜい十階程度か。

　塔の漆しつ喰くいと煉れん瓦がの壁には古ぼけたドアがついている。そのドアを俺はノックもせずに開ける。

　中に入ると、ふとコーヒーの良い香かおりが俺の鼻び孔こうをくすぐった。そこは小こ綺ぎ麗れいな洋間で、誰だれかがコーヒーを立てていたのだ。そいつは手を止めて言う。

「あ、どうされましたか？　トージさま」

「どうもこうもない。俺が来る理由はひとつ。屋敷で問題が起きたに決まっているだろうが」

「えーつまんなーい。もう、トージさまってば私はいつでもお待ちしていますのに、そういうのばっかりでしか来てくれないんだから」

「何様だ」

「神様ですよー」

　そう言って彼女は立ち上がると、一冊の本を俺に手て渡わたした。

「冗じよう談だんですよ。来るのをお待ちしておりました。はい、今回の本はこれです」

「いつもすまないな」

「まったくそうですよ！　まったくトージさまは私がいないとダメなんですから！　もう、頼たよりにならない守護者とはトージさまのことですよ」

「うるさい、図に乗るな」

　俺は神にチョップをかます。そいつは頭を押さえてうずくまる。

「何するんですか！　私、神様なのに！」

「まったくなんでお前が神なんだ。まったくもって気に喰くわない。ああ気に喰わない。お前を十じゆう字じ架かにくくりつけて子供たちにカニ投げさせてやりたい気分だ」

「やめてください！　あれ子供の頃ころのトラウマが──」

　どんなトラウマだ。と、彼女は怒おこったように、

「まったく、カナちゃんにお説教してもらいますよ」

　そう拗すねて見せた。そのやりとりに満足して俺は言う。

「いや、悪かったよ。それじゃいってくる」

　すると神は立ち上がって、ぺこりとお辞じ儀ぎして笑う。

「はい。いってらっしゃいませ」

　その姿に、俺の口からはふとこんな言葉が飛び出たのだった。

「お前も一いつ緒しよに行くか？　久しぶりに」

「は？　何仰おつしやってるんですか！　神様を連れてくなんてもう、本当にこまった坊ぼつちゃまですよー」

「誰が坊ちゃまだ」

「は？　誰が坊ちゃまですか」

「お前が言ったんだろうがよ」

「だから、私は神様ですよ！」

「知っている」

　嚙かみ合わない会話に呆れて俺は廊下へ出る。すると釣つられたのか神も立ち上がる。冗談で言ったつもりだったのだが、どうやら本当についてくるらしい。

　螺ら旋せん階段を登って、俺たちは扉とびらの上の《トーキング・ヘッズ》と相対する。

「さあて、今日はお前か。ケルベロス」

[image: ]

「おう。って、あれ？　今日はどうしたの？　神様も一緒に行ってくれるの？　いいね。御おん曹ぞう司し一人よりずっといい」

「そうそう。いっつもこの御曹司、へっぽこだからな」

「そうそう。しょっちゅうキリコの野や郎ろうに負けるしね」

　三つの頭は代わる代わる失礼な言葉を重ねる。その様に俺は腹立たしく言う。

「こら、余計なことは言うな！　俺の沽こ券けんに関かかわる──」

　しかしそれを遮るように、また真ん中の頭がからかいの口調で言った。

「けどまあなんにせよ、ツギハちゃんが一緒なら百人力だね！」

　するとツギハは困ったように笑う。

「あんまりからかわないでくださいよ！　私は神様なんですからね！」







　あとがき




　高たか木ぎです。今からあとがきを書きます。書く内容はまだ決めていないのですが、まず、誰だれもいないまっくらやみの部屋であなたは目覚めました。どうしてまっくらやみなのに誰もいないとわかったのかというと、あなたの心の片かた隅すみに友人たちとはぐれた記き憶おくが残っていたからです。どうして部屋の中だとわかったのかというと、風も日差しもないうえに物音の一つもしないからです。でもあなたはなぜ自分がはぐれたのか思い出せません。記憶を辿たどってもゆうべ見た夢を思い出すときのようにおぼろげで、どこへ向かっていたのかもわからなければあなたを見る友人たちの表情には靄もやがかかってしまっています。やがて状じよう況きようを記憶から推察することが困難であると結論づけたあなたは、暗くら闇やみの中で立ち上がりました（あなたは自分がその場にうずくまっていることにさえもいま気付いたのです）。立ってみると、その場所には充じゆう分ぶんな高さがあることがわかりました。手を上に伸のばしても天てん井じようと思おぼしき感かん触しよくはないので、次にあなたは真正面へと両手を伸ばします。そこにあるのは冷たいコンクリートか、はたまたざらついた岩いわ肌はだか。おそるおそる周囲を探さぐるあなたでしたが、指先はただ闇を撫なでるのみ。あなたはすぐそばに壁かべがないことを理解し、手がかりを得られなかったことに落らく胆たんしつつ少しほっとしてもいました。自分は狭せまいくらがりに閉じ込められているのではない。泥どろや煤すすの臭においもないし、ならば何かの事故に巻き込まれたのでもないだろう。あなたは頭の中に浮うかぶ可能性のいくつかにバツ印をつけました。すると心に余よ裕ゆうができて、ようやくあなたは自分が靴くつを履はいていないことに気付きます。さらに足裏から伝わるぬくもりに、あなたはこう閃ひらめきます。これは慣れ親しんだ我が家の床ゆか暖だん房ぼう付きクッションフローリングではないか。たちまちあなたの胸の内に希望の光が灯ともりました。なんてことはない。自分は床で眠ねむりこけていただけだ。ちょっと寝ねっ転ころがったら床暖房の温かさに囚とらわれてそのままうとうとしてしまったのだろう。最初に感じた妙みような不安も、単に寝ね覚ざめが悪かったにすぎまい。よくあることだ。あなたは心に大きく浮かんだ選せん択たく肢しにマル印をつけ、ようやく落ち着きを取とり戻もどしました。いま何時だろう。掃そう除じをしたいな。携けい帯たい電でん話わはどこだっけ？　さておき先まずは明かりをつけよう。あなたはそんなことを考えながら一歩踏ふみ出します。そこであなたの足の裏は異様な感触を捉とらえました。瞬しゆん間かん、あなたの全身に未体験の怖おぞ気けが駆かけ巡めぐります。その感触はぬめっとして、刺とげ々とげしくて、乾かわいていて、ぬるま湯のようで、柔やわらかくて、ひんやりして、湿しめっぽくて、硬こう質しつで、粘ねばりけがあって……とても一言ではいいあらわせないものでした。あなたの脳みそは今しがたあなたの得た感触を過去の記憶から引っ張り出そうと必死になって働きます。しかし合がつ致ちする経験の見つかる気配はありません。それどころかあなたは気付いてしまいます。それは友人たちのこと。さっきあれほどぼんやりしていた彼らの顔に、今になってピントが合いました。友人たちは遠ざかりながら、みな一様にあなたを同じまなざしで眺ながめています。そこに浮かんでいたのは紛まぎれもなく憐れん憫びんの情でした。そう。あなたは裏切られたのです。仲間たちとの冒ぼう険けんの途と中ちゆう、誰かを生いけ贄にえに捧ささげなければ先に進めない呪のろわれた小部屋に一人だけで取り残されてしまったのです。総すべてを思い出したあなたは途方に暮れます。そしてその直後、ふとポケットに何かねじ込まれていることに気づくでしょう。あなたはそれを手に取ります。やがて暗闇に慣れてきたあなたの瞳ひとみが捉えたものは、この本の表紙でした。そのようにしてこの本とあなたは出会ったのかもしれません。ただ、できればそんなことは全然なくて、私はあなたがあなたの平和の中に生活していることを祈いのります。ところであとがきに何を書くか決める前にスペースが埋うまってしまったので、ここで簡単ではありますが謝辞を。まずは、イラストを担当してくださった穂ほ里さとみきねさんに心より感謝いたします。同様に、スケジュールを調整してくださった担当編集さんにも。そして最後に何よりも、万ばん難なんを排はいして本書を手に取ってくださった皆みな様さまに深くお礼申し上げます。ありがとうございました。次は別なお話でお会いしましょう。それではまた。
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